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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（家でも仏頂面ぶつちようづらって珍めずらしい）

　黙々もくもくと夕食を食べる一条将人いちじようまさとを観察しながら、中津川由なかつがわよしは口いっぱいに頰張ほおばっていた栗くりご飯をごっくんと飲み込んだ。

　将人はぎりぎり二十代、彫ほりの深い顔立ちは不機嫌ふきげんそうにしかめられ、真っ黒で艶つややかな癖毛くせげは、夜だというのに寝癖ねぐせでまだ少し跳はねている。

（ぼけっとしてるよか、ちょっと格好良いけどな）

　将人の眉間みけんによった皺しわを眺ながめて、由は少し唇くちびるをゆるめた。

　基本的に、将人は人相があまり良くない。

　外に出ているときは、特に不愉快ふゆかいじゃなくても仏頂面で、いつも不愉快そうに見える。

　だが、家で由とふたりきりのときは別だ。

　眠ねむそうな半開きの目で、ぼやっとやる気のない雰囲気ふんいきを漂ただよわせていたりする。

　それを由は、将人が自分にだけは気を許している証拠しようこだろうと思っていたのだが、どうしたわけか今日の将人は会社から帰ってからずっと仏頂面のまま。

　しかも帰った直後に「ただいま」と言った後は、一言も口をきいていないのだ。

　一緒いつしよに暮らしはじめてから四年目、これははじめての現象だった。

　長いつき合いで将人がどんな人なのか知ってるから、仏頂面をされても別に怖こわくない。

　珍しい状況じようきようすぎて、理由を問いただすより、将人の仏頂面を観察したほうが面白おもしろいぐらいだ。

　でもたぶん、知り合って間もない人だったら、この状況はきっとしんどいに違ちがいない。

（そう考えると、将人さんの同僚どうりよう達って、けっこう将人さんに馴染なじんでくれてんだな）

　同僚数人と一緒に、昼食を食べに行くこともあると聞いたことがある。

　眉間に皺を寄せたまま、無言で食事をするような男と一緒に食事しても平気なんだから、将人の仏頂面に慣れてくれてる証拠だろう。

　将人の被保護者ひほごしやで世話係、さらには恋人こいびとでもある由としては、仲良くしてくれてありがとうと感謝したいぐらいだ。

　じ～っくり観察して気が済んだ由は、またまた口いっぱいに頰張った栗ご飯をごっくんと飲み込んだ。

「将人さん、それ、美味うまい？」

　同じように、今にも栗ご飯を飲み込もうとしていた将人に声をかける。

「む？」

　その途端とたん、将人はびくっとして、まるではじめて由が目の前にいるのに気づいたかのような顔で由を見た。

「栗ご飯、美味い？」

　もう一度聞くと、将人は慌あわてて栗ご飯をまた一口。

「……うん、美味い。この栗、良い感じに甘いな」

　ちゃんと味わってから感想を言ったところを見ると、今まではろくに味わってもいなかったんだろう。

（確認かくにんしといて良かった）

　栗ご飯は、将人の好物だから作ったのだ。

　味わってもらえなきゃ、やっぱり作った甲斐かいがない。

「この栗、もう少し残ってるからロールケーキにでも使おうかと思ってんだけど。ど？」

「そりゃ良いな。楽しみにしてるよ」

　嬉うれしそうな顔をする甘党あまとうの将人に、由は「まかしとけ」と胸を張る。

「で、将人さんはなんで今日は機嫌悪いんだ？」

　やっと、ちゃんとこっちを見てくれるようになった将人に聞くと、将人は「……いや、たいしたことじゃないんだけどな」と困った顔になった。

「たいしたことじゃないって雰囲気じゃないな。──ま、言いたくないなら無理には聞かないけどさ」

「言いたくないってわけじゃない。ただ、話すと、こう……リアルにあれを思い出してしまいそうで……」

　煮にえ切らないことを言う将人の顔が、また仏頂面になっていく。

　徐々じよじよに眉間によっていく皺を数えながら、由はついつい笑ってしまった。

「話さなくても思い出してるくせに……。帰ってからずっと不機嫌だったのって、そのせいなんだろ？」

「……俺、不機嫌そうだったか？」

「ん」

　由が頷うなずくと、将人はため息をつきつつ「悪い」と謝った。

「営業先で、ちょっとな」

「例の特殊とくしゆな営業か」

　由が将人に引き取られたのは小学六年の冬、両親が揃そろって事故死して、孤児こじとなった後だ。

　将人は、由を引き取ったのをきっかけに、『ice cube──アイス・キューブ』というデザイン会社に就職して営業をやっている。

　それ以前は、自宅で小説を書きつつ半ば若隠居いんきよ状態で暮らしていたのだが、保護者がそんな自堕落じだらくな生活を送っていては、由の教育に良くないと考えたらしい。

　寝癖つけっぱなしであまり身形みなりを気にせず、しかも外では常に仏頂面の将人が、営業という職業を続けていられるのにはちゃんと訳がある。

　勤め先の社長、氷藤ひようどうが将人の大学の後輩こうはいで、しかも早世した親から受け継ついだ多額の遺産を持て余していた将人が、この会社を起業するための資金を提供しているのだ。

　そういう繫つながりで就職したものの、やっぱり表情や態度に少々問題がある将人が普通ふつうの営業をやるのは無理がある。

　そこで、社長である氷藤が考え出したのが、将人の特性を活いかした特殊な営業方法だった。

　将人は天性の記憶きおく力と直感力、そして運の良さに恵めぐまれていて勝負事には滅法めつぽう強い。

　それを利用して、大企業だいきぎようの名誉めいよ職やご隠居など、実務には関かかわらなくなったものの発言力だけはまだ充分じゆうぶんにある老人達相手に、囲碁いごや将棋しようぎなどをやっているのだ。

　常に人の上に立って生きてきた老人達だけに、勝負に負けるとやはり熱くなる。負け知らずの将人に対してメラメラと対抗たいこう心を燃やし、会社への仕事の依頼いらいという手みやげつきで、将人の窓口になっている氷藤にもっと勝負させろと再戦を申し込んでくるのだとか……。

　氷藤曰いわく、将人はかなりお役立ちらしい。

「今日の勝負はなに？」

「チェス」

　仏頂面の将人がボソッと呟つぶやく。

「ああ、あの黒毛和牛の人」

「……由、その覚え方はどうかと思うぞ」

　由の言葉に、将人はふっと表情を和やわらげた。

　何ヶ月か前、将人はやはり営業の一環いつかんで、仕事先の相手である若きセレブとチェスの勝負をしたことがあった。

　勝負を申し込まれたとき、それまでチェスをしたことがなかった将人は、ルールを覚えるのが面倒めんどうだとごねて逃にげ回っていたのだが、なんだかんだで勝負を受ける羽目になり、最終的にはあっさり勝利を収めた。

　その勝負の後、将人は先方から手みやげとして最高級品の黒毛和牛を持たされてきたのだが、これがまた滅法めつぽう美味おいしかった。

　そのせいか、大食らいでお肉大好きな由の脳内では、チェス＝黒毛和牛という図式がすっかりでき上がってしまっているのだ。

「今日はお土産みやげないんだ」

「あったが、断った。変に恩に着せられるのが嫌いやだからな……。とにかく、俺はもう二度とあいつとは関わり合いにならないぞ」

「なんで？　もしかして負けたわけ？」

「今回も勝った。問題はそこじゃない」

「どこ？」

「田之倉たのくらの人間性だ。自己中で押しつけがましくて、話を聞いてると気分が悪くなる。──ありゃ、ナルシストってやつだな。やけに自信たっぷりで仕草は大袈裟おおげさだし、言葉遣ことばづかいは気障で聞いてると鳥肌とりはだもんだ。ずっと向かい合ってそんな仕草を見せられたせいか、勝負が終わった頃ころには、目が回って車酔くるまよいしたみたいに気分が悪くなっちまった」

　もう少しで吐はくところだったと、将人は本気で不愉快ふゆかいそうだ。

「じゃ、次は酔い止め飲んで対戦してみたら？」

「次はない」

「将人さんはそのつもりでも、向こうはそうじゃないだろ。きっと諦あきらめないと思うけどな」

　一度目の対戦の直後からあった再戦の申し込みだって、もう二度としないと断り続けていると由は聞いていたのだ。

　とうとう断りきれなくなって今日の対戦ということになったのだろうし、二度あることは三度あると言うではないか。

「念のために酔い止め用意しとくから、必要なときは声かけて」

　由が言うと、「無駄むだになるからやめとけ」と将人は苦笑くしようした。

（そうでもないと思うけど）

　帰宅してからの不機嫌ふきげんぶりから見て確かに嫌がってはいるようだが、本気で拒絶きよぜつしているわけじゃない。

　仕事として変わった営業を担っていても、本来、将人は勤務先の会社の出資者でもある。

　本当に嫌な仕事だったら断ることだって可能なんじゃないだろうか。

　排他はいた的で人間嫌ぎらい、と彼を良く知る友達に評される将人のこと。

　二度と対戦したくなかったら、嫌がる程度じゃなく、完全に意識の外に追い出して無視するに違ちがいない。

　嫌がっている間は、まだ再戦の可能性はあるんじゃないかと由は思うのだ。

（言わないけどな）

　指摘してきしたら、逆に意固地になりそうだ。

　一度目の対戦で高級和牛の恩恵おんけいに与あずかった由としては、対戦相手に対する最底限の配慮はいりよとして、口を噤つぐむことにした。







　由との会話が気分転換てんかんになったらしい。

　デザートを食べ終わったときには、将人はいつも通りの態度に戻もどっていた。

　いつもと違う顔を見るのが楽しいのは、それが滅多めつたにないことだからで、やはり日常の生活の中ではいつも通りの表情でいてくれたほうが落ち着く。

　かったるそうにだらんとソファーに座り、テレビを見ながらのんびりコーヒーを飲んでいる将人の側で、由もいつも通りラグに直接座って教科書を広げる。

　この家に引き取られてからの勉強場所はたいていここで、二階にある自分の部屋で勉強するのはテスト期間中など、夜遅おそくまで勉強する必要のあるときぐらいのものだ。

　由が両親と一緒いつしよに暮らしていたのは建て売りの小さな家だったから、家の中ならどこにいても両親の気配を感じることができていた。

　だが、将人の家は屋敷やしきと言っても違和感いわかんのない規模の大きさで、部屋に籠こもると人の気配を感じることができなくなる。

　この家に来たばかりの頃の由はそれがなんだか凄すごく嫌で、可能な限り将人の側にいた。

　その癖くせが、高校生になった今も抜ぬけていないのだ。

（あの頃は、夜ひとりで寝ねるのも嫌だったんだよな）

　まだ小学生だったし、両親を亡なくした直後だったせいもあって、ひとりで寝るのが無性に寂さびしかった。

　さすがに恥はずかしくて寂しいとは言えずに、我慢がまんしてひとりで眠ねむっていたものだ。

　でも、今は違う。

　将人が保護者から恋人こいびとに変わった三ヶ月ほど前からは、週に一、二度は将人のベッドで一緒に眠るようになった。

　由はずっと一緒でも良いぐらいなのに、それは将人に拒こばまれた。

　寝室しんしつまで一緒になってしまっては、あまりにもけじめがなさすぎると言うのだ。

　ちゃんと普通の高校生らしく普段ふだんは自分の部屋で寝起ねおきすべきで、恋人同士として過ごすときとはきちんと区別すべきだと……。

　きっと大事にしてくれてるんだろうなとは思うけど、ちょっとだけ由は不満だ。

　そういう話をするときの将人は、なんだか常識人ぶっているように見えてむかつくし、自分がやけに子供扱あつかいされていると感じるからだ。

　大人おとなの気遣きづかいなら必要ないと何度か訴うつたえてみたが、そのたびになんだかんだで適当にあしらわれ、はぐらかされてばかりだ。

「由」

　黙々もくもくと明日の小テストの勉強をしていると、将人が声をかけてきた。

「ん？」

「それ、あとどれぐらいかかるんだ？」

「一時間弱ってとこかな。──お酒飲むんなら、すぐにつまみの用意するけど？」

　立ち上がろうと腰こしを浮うかしかけたが、「酒はいい」と将人に止められた。

「ただ、ちょっと口直しが欲しくてな」

「口直しって……。今日の夕ご飯、まずかった？」

「いや、食事はちゃんと美味うまかった。──そっちじゃなく、今日は仕事で散々な目にあったし、その分の埋うめ合わせしとかないと、なんか損したような気がしてな」

「なんだ、そっちか」

　どうやら将人は、由で口直ししたいと、ベッドに誘さそっているようだ。

　いつもはもっとはっきり誘ってくるから、遠回しすぎてちょっと戸惑とまどってしまった。

　将人が微妙びみように遠回しなのは、きっと遠慮えんりよしているせいだろう。

（昨日もやったもんな）

　これも大人の気遣いってやつなんだろうか。

　ご苦労なことだと、由は小さく笑った。

　追試を免まぬかれる程度の点なら、別に勉強しなくても取れる。

　だから、今すぐ誘いに応じてやっても良かったが、ここは大人の気遣いって奴やつに乗ってやるのが礼儀れいぎってもんだろう。

「好きなだけ口直しさせてやるから、もちょっと待ってな」

　威張いばって言うと、「さすが男前」と将人に誉ほめられた。

　当初の予定通りのノルマをとっとと終わらせようと、由は再び教科書に視線を戻す。

（……将人さんにとって、俺は得なんだ）

　勉強しながら、由の口元は自然にゆるんでいた。

　以前の将人は、損得を気にしない人だった。

　いやむしろ、自分が得することを嫌いやがっているような節さえあったのに……。

（欲張りになってきてるよな）

　ただの隣人りんじんだった頃の将人は、家の中で不健康な小説を書いて若隠居いんきよを決め込んでいた。

　由を養い子として引き取った後は、保護者が家に閉じこもっていては由の教育に悪いと今の会社に就職したけれど、由に関すること以外は以前のままであまり関心がない。

　自分自身の損得を考えることもなかった。

　将人が少しずつ変わりはじめたのは、ふたりの関係が恋人へと変化したあたりからのように由は感じていた。

（もしそうなら嬉うれしいし）

　口元がゆるみっぱなしで、元に戻らない。

　由は机の上の教材をぐるっと上下逆にしてから、ズズッと机の向こう側に押しやり、自分も将人側に移動した。

　将人が寝そべるソファーとテーブルとの間に無理矢理入ってぺたんと座る。

　勉強の続きを再開すると、後ろから伸のびてきた大きな手がポンと頭の上に載のった。

「味見ありか？」

「ほどほどなら」

「由は気前も良いな」

　髪かみを撫なで、耳をくすぐる指の感触かんしよくがこそばゆい。

　由は首をすくめ、「まあな」と小さく笑った。

　しばらく無言で勉強を続けていたが、ふと良いアイデアが浮かんで、将人に話しかけた。

「……将人さん、なんでも良いから、そのうち俺にゲーム教えて」

「ゲームって、囲碁いごや将棋しようぎのことか？」

「ん。将人さんの話を聞いてたら、なんか俺もやりたくなってきた」

　由がまだ子供の頃ころは、将人も渋々しぶしぶながらキャッチボール程度はつき合ってくれていたが、最近では眠いとかだるいとか身体からだが痛いとか言ってははぐらかしてばかりで全然相手をしてくれない。

　でも、ボードゲームの類たぐいならきっと大丈夫だいじようぶだろう。

「俺が覚えたら、日曜日とか一緒に遊べるしさ」

　普段の日曜日、由は家事と園芸にいそしみ、活字中毒の気のある将人は活字を読んでいるか、眠っているかのどっちかだ。

　同じ部屋にいても、ふたりで一緒になにかすることは滅多にない。

（一緒なのは、エッチと食事ぐらいか……）

　由がゲームを覚えたら、日曜の娯楽ごらくがひとつ増える。

　ゲーム盤ばんを囲んでイチャイチャしつつ一緒に遊ぶことを想像したら、由はちょっと楽しい気分になってきた。

「な、いいだろ？」

　首を後ろに倒たおして見上げると、将人は酷ひどく嫌そうな顔をしていた。

「なに、その顔」

「由、おまえ覚えてないのか？」

「なにを？」

「前に一度、オセロ持って遊びに来たことあっただろう？」

「え？……そういや、そういうこともあったっけ……」

　たぶん、由が小学低学年の頃。

　由の家ではちょうどオセロゲームが流行はやっていた。

　毎日のように両親と遊んでいた由は、将人ともやろうと思って、「正々堂々と勝負しろっ！」とオセロを持って将人の許もとへ遊びに行ったことがあったのだ。

　そして……。

「あ……なんか、泣いて帰ったような記憶きおくが……」

「思い出したか？」

「出した。たしか大差で負けたんだよな」

　何度やっても全然まったく駄目だめで、将人の石の色に埋め尽つくされてばかりのオセロ盤が悔くやしくて、ボロボロ泣いた。

　泣きながら家に帰って、家でも泣いた。

　負けたなんて口に出すのが嫌だったから、泣いている理由を両親に言えなくて、結局由の母親が将人の家に電話をかけて理由を聞き出したというおまけつき。

「あんときは、いじめっ子になった気分だった」

「子供相手に容赦ようしやない将人さんも悪いって」

「正々堂々と勝負しろっつったのはおまえだろうが。それとも手を抜ぬいたほうが良かったか？」

「それは嫌だ」

　きっと馬鹿ばかにされたような気がするだろうから、そんなの絶対にごめんだ。

「だろう？　今だってきっと同じだろうが」

「違ちがうっ！　絶対泣かないしっ」

「泣かない代わりに、怒おこるか、黙だまり込むかのどっちかだろう。由の負けず嫌ぎらいは、あの頃から変わってないしな」

　俺は嫌だぞと、将人が強固に拒む。

「負けても絶対に八つ当たりしないって約束するからさ。なあ、教えて。──お願い」

　振ふり向いた由は、将人の足に顔を載せ、くりんと目を見開いた。

「甘えても駄目なものは駄目。由が不機嫌ふきげんになるってわかってるのに、教えたりするかよ」

　諦あきらめろ、と将人に額を小突こづかれて、由はむっとした。

「けち」

　ガッと口を開いて、太股ふとももを嚙かもうとしたのだが、すんでのところで将人に首根っこをつかまれて止められた。

「っぶね。……由、おまえ、最近やたらと嚙みつくよな。いくら肉が好きでも、人肉だけは止めとけ」

「ん。人の肉ってまずいって話だもんな。ついでに、将人さん硬かたそうだし……」

　でもさ、と由は将人の腕うでにつかまって膝ひざの上に乗ると、将人の首に腕を絡からめる。

「タンは美味うまそ」

　キスする寸前、そう囁ささやいたら、将人は「げっ」と首を後ろに反らして逃にげた。

「臆病おくびよう者め」

　きひひと由は笑う。

「冗談じようだんでもそういう恐おそろしいことは言うなよ。由は犬歯が発達してるし尖とがってるから、嚙まれるとマジで痛い」

　将人が、笑う由の口元に手を伸ばし、むにっと上唇うわくちびるを押し上げて、犬歯をむき出しにする。

「見た目はこんなに可愛かわいいのになぁ。──嚙むなよ？」

　念を押した将人が、おそるおそるといった感じで顔を近づけてくる。

　むき出しにした右の犬歯を、舌先で美味そうに舐なめ上げ、由の下唇したくちびるを挟はさみ込むようにして柔やわらかくキスしてくる。

「……っふ……」

（なんか……むずむずする）

　唇を押し上げる親指、その手の平が頰ほおを温かく包み込む。

　唇に頰にと繰くり返される、ソフトなキス。

　その柔らかな心地ここち良さに、遊びモードだった心と身体がゆっくりと違うモードに切り替かわっていく。

　もっと深く愛されたいと……。

「……んん」

　由は、自分から身体を押しつけ、深く唇を求めた。

「いいか、絶対嚙むなよ？」

　将人は苦笑くしよう気味にそう言うと、唇を押し上げていた指を離はなし、ゆっくり深く口づけてくる。

（ビビッてる）

　しっかり目を開けて、将人の表情を見ていた由は、ちょっとほくそ笑んだ。

　将人は、本気で嚙まれるって思ってるんだろうか？

（そんなことしないのにな）

　足や腕ならともかく、うっかり口の中に傷をつけたりしたら、きっとなおるまでキスしてもらえなくなる。

　それで寂さびしい想おもいをするのは由自身。

　大好きな将人とのスキンシップの手段を、自分から放棄ほうきするつもりはこれっぽっちもない。

「……あっ……んふ」

　背中に回されていた手が、シャツの下のほうからするっと入ってきて地肌じはだに触ふれる。

　背中から胸元むなもとへと、そうっと羽のように優やさしく斜ななめ上に撫で上げられて、ぞぞぞっと肌はだが敏感びんかんに反応して、由はたまらず背を反らせた。

「将人さん、もっと……」

　囁きながら、将人のシャツのボタンに指をかけ、ひとつひとつ外していく。

　肌をあわせるようになってから四ヶ月、由は将人とのこの行為こういに夢中だった。

　一度スイッチが入ってしまうと、止まらなくなる。

　止める必要はこれっぽっちもないから、別にそれで良いのだけれど……。

　将人のシャツのボタンを全部外して、その胸にやっと唇を寄せたときには、由自身はほとんど半裸はんら状態になっていた。

　将人さん素早すばやい、と少しだけ残っている冷静な部分で感心していると、由の肌の感触かんしよくを愛いとおしむように撫なでてくれていた将人の指が、背中をするりと滑すべり落ちていって、双丘そうきゆうの谷間に達した。

「……んんっ……」

　くいっと刺激しげきされて、その先の行為を期待する身体からだが疼うずいてブルッと震ふるえる。

　もっと深いところへ誘さそいたくて、由は将人にしがみつくと自ら腰こしを浮うかせた。

　すると、

「由、勉強はもう良いのか？」

　将人が、この期ごに及およんでからかうように聞いてくる。

（むかつくっ！）

　将人の余裕よゆうのある発言にむっとした由は、答える代わりに思いっきり将人の肩かたに歯を立ててやった。










　昼休みになってすぐ購買こうばいに走った由は、調理パンを大量に買い込むと、急いで教室に戻もどった。

　机をふたつくっつけてお弁当を開いていた女生徒ふたり──操みさおと桂子けいこの許へと、自分の椅子いすを引きずって近づいていく。

「由、それいま全部食べるの？」

　机の上にパンをばらまくと操が目を丸くした。

「ん、もちろん」

　今日の昼食は、コロッケパンと焼きそばパンとカレーパン、それにサンドイッチが三種類。

　本当はもうちょっと食べられるが、午後の授業は普通ふつう科目で教室でじっとしているだけだから、あんまり食べ過ぎると眠ねむくなってしまいそうで自重した。

「由くんがパンなんて珍めずらしい」

　桂子が呟つぶやくように静かな口調で言った。

「ご飯炊たき忘れちゃってさ」

「それも珍しいね」

　いつもは前日の夕食や朝食の残り物に特大おにぎりを三つ握にぎってお弁当にするのだが、昨夜はリビングから寝室しんしつへと場所を移動していちゃついて、そのまま寝ねちゃったものだから、炊飯器すいはんきのタイマーのスイッチを入れ忘れてしまったのだ。

　朝食は冷凍れいとうしておいたご飯でなんとかなったが、さすがにお弁当には足りなかった。

　好きなおかずあったら食べて良いよ、とふたりから言われた。

　でも、大食らいの由から見ると女の子のお弁当箱はびっくりするぐらい小さくて、そこからわけてもらうのは悪いような気がして、気持ちだけありがたくいただいた。

　ハキハキとした姉御肌あねごはだな性格の操と、思慮しりよ深く大人おとなびた雰囲気ふんいきの桂子。

　女の子ふたりに男ひとりという、ちょっと変わった組み合わせで弁当を食べているのには、それなりの経緯けいいがある。

　高校に入学したばかりの頃ころ、由は心無い噂うわさのせいでクラスメイトから距離きよりを置かれて軽いいじめのような状況じようきように陥おちいっていたことがあった。

　そんな状況の中でも、このふたりは心無い噂を気にせずに側にいてくれた。

　今ではクラス内での立場もすっかり改善し、男の友達も増えたが、一番大変だった時期に気さくに話しかけてくれたこのふたりはやっぱり別格なのだ。

　もうひとり、やっぱり噂を気にせず普通ふつうに接してくれた男の友達がいるのだが、そっちは基本的に個人行動が好きなタイプの人間なので、それなりに距離を保ったつき合いをしている。

「由、今週の日曜日はひま？」

　操の問いに、口の中いっぱいにパンを頰張ほおばっていた由は無言で頷うなずいた。

「じゃ、けーちゃんにつき合ってくれないかな？」

　ごっくんと勢い良く飲み込んでから、「どこに？」と聞くと、「隣町となりまちの喫茶きつさ店」という答えが返ってくる。「なんで？」と聞くと、「由が一番適役だから」と言われた。

「操、話が見えない。最初から説明しな」

「二駅先の創栄そうえい高校知ってるよね？　けーちゃん、あそこの生徒に今つきまとわれてるんだ」

　ね？　と操に言われて、桂子が静かに頷く。

「つきまとわれてるって言うと、ちょっと語弊ごへいがあるんだけど……」

　どうやら登下校時の電車内で一目惚ひとめぼれされたらしく、一学年上の森岡もりおかという男につき合って欲しいと告白されたのだそうだ。

　桂子は断ったのだが、向こうは諦あきらめずに熱烈ねつれつアピールが続いているのだとか……。

「電話で断っても埒らちがあかないらしいんだ。だからね、けーちゃんは直接会って、ちゃんと断りたいんだって。ひとりで行かせるのはまずいから、由、つき合ってあげてよ」

「いいけど……。ってか、俺が代理で行って、きっちり断ってきてやろうか？」

　そんなしつこいタイプの人間と直接会うのはまずいような気がする。

　会話の言葉尻ことばじりを取られて、向こうの都合の良いように勝手に思い込まれて、さらにまずい事態を引き起こす可能性だってあるかもしれないし……。

　由がそう心配すると、それは大丈夫だいじようぶと操が言う。

「創栄の友達に聞いたんだけどさ、森岡さんって、ちょっと真面まじ目めすぎるだけで良い人なんだって」

「そうなの。電話で話した感じも悪くないし……。ただ、ちょっと頭が固いだけみたい。居留守とかつかって疎遠そえんにしなくても、きちんとお話さえすればわかってくれるんじゃないかなって思って」

「彼氏がいるってわかれば、諦めてくれるだろうしね」

「えっ!?　桂子、彼氏いるんだ」

　初耳の話にびっくりして桂子を見ると、桂子は首を横に振ふった。

「今はいない。好きな人ならいるけど」

「どんな奴やつ？」

　このメンバーでははじめての恋こいバナに、由が浮き浮きして身を乗り出したら、人差し指で鼻をつつかれた。

「鼻になんかついてる？」

　手の甲こうで鼻を擦こする由に、「そうじゃなくて、由くんが好きなの」と桂子がさらりと言った。

「俺!?」

　びっくりして自分を指さしたら、桂子はこくんと頷いた。

（冗談じようだん……じゃないか）

　桂子は、この手の冗談を言うようなタイプじゃない。

（それにしたって……）

　他ほかの生徒もいっぱいいる昼休みの教室で前触まえぶれもなくいきなり告白とは、度胸があるというか、雰囲気がないというか……。

（将人さんの気持ち、ちょっとわかる）

　おまえは色気がないとか空気が読めないとか、由も将人からその手の苦情をたまにいただくことがある。

　今の状況は、まさにそういうことのように思えた。

「ねえ、由、感想は？」

　どうやら操は桂子の気持ちを知っていたようで、にやにやしている。

「すっごく嬉うれしい」

　由は素直すなおな気持ちを口にした。

　桂子は沈思黙考ちんしもつこうタイプで、浮うわついたところのないきちんとした女の子だ。

　上っ面つらだけじゃなく、ひとりの人間としてちゃんと見てくれて、その上で好きになってくれたんだろうから、それは男としてやっぱり嬉しい。

（でも、ドキドキはしない）

　由の恋愛れんあい感情は、すでにたったひとりの人に向けられているから……。

「嬉しいけど、ごめんな。──俺、好きな人いるんだ」

　由は謝って、軽く頭を下げた。

　桂子は、そう……と静かに呟く。

「わかった。はっきり言ってくれて良かった。……今まで通り、友達でいてね」

「もちろん。桂子が嫌いやじゃないなら、日曜日もつき合うからさ」

「え、え？　ちょっと待ってよ。そんなあっさり……」

　焦あせった操が、由と桂子を交互こうごにキョロキョロ見る。

　だが、落ち着き払はらったふたりに毒気を抜ぬかれたのか、あ～あと気落ちしたようにため息をついた。

「あんた達って、そういうところが良く似てるよね。すっごくいいカップルになると思ってたのに……」

　落ち込む操を、「がっかりさせて、ごめんね」と桂子が慰なぐさめる。

　操は、これじゃ立場が逆だと気持ちを切り替かえたようだった。

「とにかく、日曜日の彼氏役はちゃんとやってよね」

「彼氏役って……。友達としてつき添そうんじゃないのか？」

「違ちがうわよ。友達としてだったら、あたしで充分じゆうぶんじゃない」

「それはそうだけどさ」

　そういうことなら自分では少々力不足だと、情けないながらも由は思った。

　由は標準より身長が低く、百五十三センチしかない。

　フワフワの癖毛くせげに日焼けしない肌はだ、くりんと大きな眼が特徴とくちようの少女じみた童顔で、全体的に死んだ母親譲ゆずりの容姿をしている。

　一方、桂子はクラスの女子でも一、二を争う長身で、確実に由より背が高い。

　それに、ストレートの綺麗きれいな長髪ちようはつが似合う大人びた綺麗な顔立ちの美人だ。

　ふたりが並んで立っていたとしても、絶対にカップルには見えない。

　由が桂子の彼氏と名乗ったとしても、信じてもらえるかどうか……。

　あまりにも設定に無理がありすぎるような気がするのだ。

「そういうことなら、今田いまだに頼たのんだほうが良いんじゃないか？」

　少し離はなれた机で、先に昼食を終え、机に突つっ伏ぷして眠ねむっている今田を由は指さした。

　今田は、由がいじめに遭あっていた頃に噂を気にせず接してくれたもうひとりの友達だ。

　標準より身長は高いし、顔立ちだって由に比べれば充分に男らしい。

　桂子と並んで立てば、客観的に見てお似合いだと思うのだが……。

「無理」

　だが、あっさりと操が却下きやつかした。

「けーちゃん、噓うそつけない性格だから、今田と一緒いつしよにいても彼氏扱あつかいできないもん。態度で噓だってばれるよ」

「そうなの。だから由くん、お願い」

　わかったと即答そくとうしてあげたいところだが、由は少しためらった。

　友達のためとはいえ、結果的に相手の男を騙だますことになるのが少々気が咎とがめるのだ。

　それに、もうひとつ。

（噓でも、恋人こいびと役はまずくないかな）

　将人は、どう感じるだろうかと少し気になる。

　色気がないと文句を言われるのと同じように、将人から、もっと恋人としての自覚を持ってくれというような意味合いの苦情をいただいたこともある。

　遊びに来た将人の友達の体調が少し悪かったとき、せっせとマッサージしたり食事の世話をしてやっただけなのに、自分以外の男に過剰かじようなサービスをするなと文句を言われたのだ。

　由にも、将人のそれが、恋人に対する嫉妬しつとや独占欲どくせんよくといった感情だってのは理解できる。

　だから、一応は気をつけるようにすると答えてはおいたが、実をいうと、由には肝心かんじんの将人の不満、その基準がわからない。

　前に苦情を言われたときだって、体調が悪いから親切にしてあげてただけで、由にとっては当たり前のことだったのだ。

　だから、そんなことで将人がふてくされるなんて思ってもみなかった。

　今度のことだって、友達が困ってるんだから、自分にできることなら手助けしてあげたいと由は思うのだが、将人は納得なつとくしてくれるかどうか不安なところだ。

（将人さん、案外心狭せまいしな）

　とはいえ、女の子が困ってるのに無下にすることなんて、由にできるはずもない。

「わかった。まかせとけっ」

　少しばかりの罪悪感を押し殺すように、由は勢い良く頷うなずいた。
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「小腹空すいたら、冷蔵庫のパイでも食べてて。面倒めんどうくさがらずにレンジでチンすると美味おいしいからさ。あ、でも食べ過ぎるなよ」

「わかったわかった」

　日曜日の昼すぎ、将人は、友達と買い物に行くという由を玄関先げんかんさきで見送っていた。

　由が休日に友達と遊ぶことなど滅多めつたにない。

　家事を優先してばかりで友達づき合いをおろそかにしがちな由を、将人は保護者としての立場で少しばかり心配していたから、そういう意味では今日の外出は願ってもないことだ。

「ゆっくり遊んでこい」

　スニーカーを履はいて立ち上がった由の頭をくしゃっと撫なでてやると、由はなぜか少しためらってから頷いた。

「夕食までには帰るから。──じゃ、行ってきます」

　たたっと元気に走り出した由が、門のところで振ふり返って手を振る。

　その姿が見えなくなるまで見送った将人は、家の中に戻もどるとリビングのソファーにどさっと座った。

「さ～て、なにすっか」

　いつもだったら、休日のこの時間帯は家中をパタパタと移動して家事にいそしむ由の気配を感じながら、新聞を読んだりテレビを見たりしてだらけて過ごしている。

　由がいなくともいつも通りの生活をすれば良いだけのはずなのだが、いつものリビングが妙みように寒々しく感じられて、将人は知らず知らずのうちにため息をついていた。

「……まいった」

　通常の建て売り住宅が、軽く三つは入るほど広い敷地しきちに建っている大きな家。

　ここで将人は生まれて育った。

　大学時代に相次いで亡なくなった将人の両親は、家庭より仕事を優先させる人種で、この家で将人と過ごすことはほとんどなかった。

　外界の騒音そうおんに悩なやまされることのない広い家でのひとり暮らし。

　その孤独こどくと静寂せいじやくを、かつての将人はこよなく愛していたのに、今はその静寂が酷ひどく気に障さわる。

　由の不在という現実がやけに身に染しみて、気持ちまで重くなるようだ。

　保護者としての立場からすれば、由が友達と仲良くするのは歓迎かんげいすべきことだ。

　だが、恋人としての立場からすれば、正直言ってあまり面白おもしろくない。

　できることなら、四六時中、自分の側に縛しばりつけておきたいぐらいなのだが、年若い恋人が理不尽りふじんな要求に黙だまって頷くような性格じゃないってことは充分に知っている。

　自分のエゴで縛るべきではないと、常日頃つねひごろから自制もしているし……。

「いい大人おとなが、情けないこった」

　将人は、苦笑くしようしながら新聞を手に立ち上がった。

　だらけて過ごす気にもならないから、由が帰ってくるまで寝ねてしまおうと自室に向かいかけたとき、電話が鳴った。

　受話器を取ってそのまま黙っていると、『先輩せんぱいですか？』と聞き慣れた声がした。

「なんだ、氷藤か」

　氷藤は、将人の大学時代の後輩にして、現在の勤務先の社長でもある人物だ。

『面倒くさがらず、声ぐらい出してくださいよ。由くんはどうしたんです？』

「友達と遊びに行った」

『ああ、お留守番が寂さびしくて拗すねてたんですね』

　ふふふ、と耳障りな忍しのび笑いが受話器越ごしに聞こえてきた。

「……用がないなら切るぞ」

『待ってください。切らないほうが先輩の身のためですよ』

「なんだ、そりゃ」

『田之倉氏が、そっちに向かってます。先輩がまたしても再戦に応じないから、業ごうを煮にやしたみたいで、チェス盤ばんと手みやげ持参で強襲きようしゆうするつもりみたいですよ』

「なんでおまえがそんなこと知ってるんだ？　俺をからかってるんじゃないだろうな？」

『先輩相手に、そんなことしたって楽しくないです。情報の出所は田之倉氏のチェス友達でもある、俺の知人ですよ。先輩との勝負、田之倉氏のチェス仲間達から賭かけの対象にされてるみたいなんで』

「ったく、世の中、暇人ひまじんばっかりだな」

『先輩よりは忙いそがしい人達ばかりですけどね。──とにかく、知らせましたよ。後はご自由に』

　チクリと気に障る言葉を残して、氷藤の通話は切れた。

「ご自由にって……」

　受話器を戻した将人は、さてどうするか、と眉間みけんに皺しわを寄せる。







（……やっぱり、あんま気分良くないな）

　駅前で待ち合わせの場所に立ち、行き交かう人をぼやっと眺ながめながら、由はため息をついた。

　悩みに悩んだ末、将人には外出の本当の理由を言わなかった。

　友達のためとはいえ、恋人の代役をやると言ったら、将人はたぶん不愉快ふゆかいに思う。

　本当のことを将人に言ってそれで彼の機嫌きげんを損そこねたとしても、由は一度約束した以上、絶対に桂子との約束を守るつもりだった。

　ならば、わざわざ将人に話したところで、不愉快な思いをさせるだけだから黙っていようと思ったのだ。

　それで、買い物だなんて噓うそをついて出てきてしまったのだが、その噓がどうにもこうにも後味が悪い。

（前に噓ついたときは、こんなに嫌いやな気分にならなかったのに）

　以前、学校でいじめみたいな状況じようきように陥おちいっていたとき、将人にはそのことを内緒ないしよにしていた。

　いじめの元になった悪い噂うわさに、将人も絡からんでいたからだ。

　知らせることで将人が嫌な思いをするのは確実だったから、自分ひとりでなんとかしようと思って、あえて本当のことを言わず、由は細かな噓を積み重ねて順調な学校生活を送っているふりをし続けていた。

　色々あって、その噓は結局ばれてしまったけど、由は最後まで将人に噓をついたことを悪いとは思わなかったし、今でも後悔こうかいしていない。

　由にとってあの噓は、将人を守るための手段だったからだ。

　でも、今回の噓は後味が悪い。

　ってことはつまり……。

（良い噓じゃないってことだよな）

　どんなに言い訳を重ねたとしても、自分自身が本当には納得できてないから、こんなに後味が悪いのだろう。

　将人を不愉快にさせたくない。

　そう思う気持ちの内容がやっぱり以前とは少し違ちがう。

　以前の噓は将人を守ろうと思って出たものだけど、今回の噓はただ単純に将人の機嫌を損ねたくないからついた。

　機嫌を損ねて、不愉快になった将人と気まずくなりたくなかった。

　結局は、自分可愛かわいさ故ゆえの噓。

　ちゃんと説明すれば、将人だって不愉快がらずにわかってくれていたかもしれないのに……。

（家に帰ったら、ちゃんと話そ）

　ぐずぐずと後悔するのは性にあわない。

　事後承諾しようだくってのもちょっと卑怯ひきようだけど、嫌な噓をずっと抱かかえ込んで後悔しているよりはマシだろう。

　そんなことを考えていると、行き交う人の中に見知った顔が見えた。

「桂子、こっち」

　手を振ると、気づいた桂子がにっこりと微笑ほほえんで歩み寄ってくる。

（うわっ、大人っぽい）

　ヒールの高いブーツを履はき、落ち着いた色合いのストールを巻いた桂子は、制服時より三割増しで大人っぽく見えた。

「私服似合うな。美人度上がってる」

　軽くメイクもしているようで、艶々つやつやした唇くちびるを見上げながら感じたままを口にすると、桂子はちょっとはにかんだような表情を見せた。

「由くんも可愛い」

　今日の由は、フードつきのカットソーとザックリ編まれたニットブルゾンにジーンズという、いたって普通ふつうの出いで立ちだ。

　桂子の彼氏役をするのなら、ちょっとは大人っぽい服装を……と一瞬いつしゆん悩なやんでみたのだが、それをするには自分の素材自体に問題があると思い至って無理をするのは止めたのだ。

「可愛いって言われるの、嫌？」

「平気。慣れてるし」

「だろうね」

　ふふっ、と桂子が楽しそうに含ふくみ笑いする。

「面倒めんどうなこと頼たのんでごめんなさい。今日はよろしく」

「まかせろ」

　由は軽く胸を張って請うけ負った。







　だが、相手と待ち合わせたカフェに足を踏ふみ入れた途端とたん、ちょっと後悔した。

　桂子の顔を見つけて、遠くの席から手を振ふって合図してきた、ふたり連れ。

　手を振っている男はちょっと目を引くイケメンで、赤い顔をして隣となりに座っている面長おもながの男は妙みように緊張きんちようした面もちをしていた。

　たぶん、赤くなっているほうが問題の人物、森岡なんだろう。

（……ホント、いい人そ）

　緊張した面もちで、何度もまばたきを繰くり返しているが、その目線はしっかりしていて噂通りの真面目そうな印象を受ける。

　こんな人を騙だますことに対する罪悪感が再び頭をもたげてきたが、今さらどうしようもない。

「俺、こいつの友達で高倉たかくらっていうんだ」

　由と桂子が席につくと、妙に緊張した雰囲気ふんいきをはね除のけるように、イケメンの男が自己紹介しようかいをはじめた。

「こいつひとりだと、緊張してちゃんとしゃべれなそうだから勝手について来たけど、良かったよな？」

　高倉の視線が、君も自己紹介しろよと促うながすように由に向けられた。

「もちろん。──中津川です」

「やっぱり男の子か。パッと見、女の子かと思っちゃったよ」

「おい、失礼だろ」

　へらっと悪気のない様子で笑う高倉の脇腹わきばらを、森岡が小突こづいた。

「ごめん。──で、君は桂子ちゃんの友達？」

「……っ」

　森岡に聞かれた由は、ついうっかり頷うなずいてしまいそうになった。

　が、すんでのところで堪こらえ、一拍いつぱく置いて用意していた噓を言おうと口を開きかけたのに、「友達です」と、いきなり脇わきから桂子が言った。

「いいのか？」

　こっそり耳打ちすると、桂子は「うん」と頷いた。

　そして前を向いて、森岡の顔を見る。

「中津川くんは、友達だけど、私の片思いの相手なんです」

「……え？」

　森岡が、ぽかんとした顔をした。

　いきなりの発言に、由もギョッとして、桂子の顔を見る。

「少し前に告白して振られたばかりだけど……。だから今は、あなたとつき合う気持ちにはどうしてもなれません」

　ごめんなさいと、桂子が頭を下げる。

「そういうことならさ。難しく考えないで、気分転換てんかんのつもりでこいつとつき合ってみるってのはどう？　きっと良い気晴らしになるよ」

　高倉が友達を指さしながら提案したが、桂子は無理ですと首を横に振った。

「電話で何度かお話しして、森岡さんが良い人だってわかってるから、気分転換に利用するような真似まねはできません」

「おい、森岡、おまえはどうなんだ？」

「え？　あ…………うん」

　名前を呼ばれた森岡は、夢から覚めたみたいに何度もまばたきを繰り返した。

「そういうことなら……うん。仕方ないな」

　つけ込むような真似はしたくないし……、と寂さびしそうに森岡が呟つぶやく。

　その言葉で、この話し合いはあっさり終わった。







「いきなり予定と違ちがうことを言うから、びっくりした」

　カフェを出た由は、駅に向かって歩きながら、桂子に話しかけた。

「最初から、あんな風に言うつもりだった？」

「う～ん、ちょっと悩なやんでた。噓うそつくの、少し嫌いやだったし……」

　あの場で森岡の顔を見た瞬間しゆんかん、この人相手に噓は辛つらいと感じたと、桂子は言った。

「由くんも、あのとき、噓つきたくないなって思ってたでしょ？」

「ん、そうだな」

「顔見てわかった。それで噓つくの止めることにしたの。由くんに嫌なことさせるの、私も嫌だし……」

「そっか」

　ふんぎりをつけるきっかけになったのなら、来た甲斐かいもあったってもんだ。

「すんなりわかってもらえて良かったな」

「そうだね。──操には叱しかられるかもしれないけど」

「なんで？」

「あれ、操の発案だったから……。彼氏がいるからって理由で撃退げきたいするのが、一番スムーズにいくって……」

「ああ、そゆこと」

　操なりに、八方丸く収まる方法を考えた結果なんだろう。

（噓も方便だしな）

　ときと場合と相手によっては、噓をついたほうがいいことも確かにあるから……。

「操に叱られたら、俺が味方してやるからさ」

「ありがと」

　嬉うれしそうに桂子は微笑んだ。

「この後どうする？　すんなり話がまとまったお陰かげで、俺もう少し時間あるし……。──買い物したいものとか、観みたい映画とかある？」

　駅が見える場所まで来て、何気なくそう話しかけたら、桂子がピタッと足を止めた。

「どした？」

「あるけど、良いよ。ひとりで行くから」

「なんで？　つき合うのに」

　他ほかの歩行者の邪魔じやまにならないよう、ふたりで歩道の端はしに寄りながら話をする。

「私の気持ちの問題。一緒いつしよにふたりきりで買い物とかしたら、なんか本当にデートみたいじゃない？」

「え？」

「どうしてもそんな風に思えちゃうの。嬉しいなって……。それが、ちょっと切ない。だから、ここでバイバイしよう」

　思いがけないことを言われて由が戸惑とまどっている隙すきに、桂子は今日はありがとう、バイバイ、と手を振って小走りで駆かけだした。

　その後ろ姿は、あっという間に人波に飲まれて見えなくなってしまう。

「……ごめん」

　呆然ぼうぜんと立ちすくんだまま、由は少し遅おくれて呟いた。

　告白されて、断った。

　これからも友達でいようってことで、丸く収まったつもりでいた。

　でも、それは由だけのこと。

　告白したほうは、振られたからといってそう簡単に気持ちは切り替かえられないんだろう。

　好きだって思う気持ち、振られて辛い気持ち、そんな気持ちがぐるぐるして、うまく整理できないままで……。

　桂子に片思いしていた森岡も、そんな今の桂子の気持ちを理解できるから、しつこく食い下がらずにあっさり諦あきらめてくれたんじゃないだろうか？

（俺って、きっと単純すぎるんだな）

　短気で頑固がんこな由は、決断が早いのが密かに自慢じまんだったのだが、早すぎて見落としていたものが確かにあったのだと、はじめて気づいたような気がした。

　立ち止まったまま由が反省していると、いきなり背後から、ぐりっと頭を撫なでられた。

「おい、道ばたでしょんぼりしてるんじゃないぞ。さっきの子と喧嘩けんかでもしたのか？」

　見上げた先には、見慣れた顔。

「将人さん!?　なんでこんなとこにいるんだ？」

「なんでって……。あ、おまえを尾行びこうしてたわけじゃないからな」

「わかってるよ。そんなこと」

　慌あわてる将人に、由は苦笑くしようしながら答えた。

　面倒めんどうくさがりな将人が自分で尾行するはずがない。

　それぐらいなら、絶対に本職の人間を雇やとう。

　そのほうが確実だし、なにより楽だからだ。

「立ち話もなんだな」

　ちょっとつき合え、と将人に言われて、近場の喫茶店きつさてんに入った。

「由が出掛でかけたすぐ後、田之倉の奴やつがチェス盤ばん持って家に向かってるって、氷藤から電話があってな」

　ココアとカフェオレを注文した後で、将人が言った。

「チェス盤ってことは、その田之倉って人が黒毛和牛の人か」

「その覚え方はよせ。──ま、それで家から逃にげてきたんだ」

「逃げてきたって……。わざわざそんなことしなくても、居留守使えば良かっただろ？」

　由が指摘してきすると、将人は虚きよをつかれたような顔をした。

「……それも、そうだな」

　なんで俺は家から出てきたんだ？　と将人は本気で悩んでいる。

　その姿を見て、由はこっそりほくそ笑んだ。

　由の両親がまだ存命で、ふたりが隣家りんかの住人同士だった頃ころ。

　小さかった由はよく、「将人、遊ぼっ！」と将人の家に遊びに行った。

　だが、将人に構ってもらえるのは、家の敷地しきち内だけで、近所のお祭りや公園に誘さそっても、めんどくさいと言われてお終しまい。敷地外に連れ出すことはできなかった。

　由以外の人間が相手だと、最初から居留守を使ってしまい、玄関げんかんに顔を出すことすらしないことが多かったようだ。

（これって、きっと悪くない変化だよな）

　そんな風に指摘したら、きっと将人は意識してしまうから逆効果になる。

　由は、むずむずする口を必死で閉じていた。

　すると、ちょうど良いタイミングで、ウエイトレスが注文した品をテーブルに運んできた。

　彼女は、迷うことなくココアを由の前、カフェオレを将人の前に置いた。

「お約束」

　お互たがいの前のカップをぐるっと交換こうかんする。

「由がカフェオレって、珍めずらしいんじゃないか？」

「さっき寄ったカフェでブラック飲んだばっかだから……。将人さん、この後の予定は？」

「書店をブラブラするのも飽あきたし、映画でも観ようかと思ってたところだ。……まだ帰るのは危険だしな」

「だったら、ちょうど良いから買い物に行こ」

「なんだ？　買い物行く前に喧嘩しちゃったか？」

「……喧嘩なんかしてない。用事が済んだだけ」

　からかうような将人の言葉に、由はちょっと口ごもりながら答える。

「買い物が済んだっていうわりに、ふたりともその手の荷物持ってなかったぞ」

「将人さん、目敏めざとい」

　由は単純に感心したのに、将人は「別に意識してじっくり観察してたわけじゃないからな」となにやらひとりで慌てている。

「そんなの、わかってる」

　将人は、一度目にしたものを瞬時しゆんじに記憶きおくできるという、とんでもない記憶力の持ち主なのだ。

　だから一度見たものは、そう簡単には忘れないようだし、意識して記憶を甦よみがえらせて写真のように眺ながめることもできるらしい。

　日々、授業で詰つめ込まれる知識を汲々きゆうきゆうとして覚えている由からみれば、羨うらやましくなるような話だ。

「買い物って言ってたけど、あれ、噓うそなんだ」

　本当のことを言うなら今しかないと、由は思い切って口を開いた。

　桂子に告白された部分だけは伏ふせたまま、彼氏役を頼たのまれたことや、さっきのカフェでの一件をすべて話してみる。

　聞き終わった将人は、「さすが由。男前だな」と誉ほめてくれた。

「……将人さん、それ、本気で言ってる？」

　拍子抜ひようしぬけした由が聞くと、「もちろん」とさらりと答えた。

「なんだ？　もしかして、俺に怒おこられるとでも思ったか？」

「怒られるっていうか、他人の彼氏役なんかするなって言って、絶対不愉快ふゆかいになると思ってた」

　恋人こいびとの立場で嫉妬しつとするだけじゃなく、他人の色恋沙汰いろこいざたに巻き込まれたせいで逆恨さかうらみを買ったらどうすると、保護者としての立場からもＮＧを出すかもしれないとも思っていた。

　以前から、将人には過保護すぎるほどに由を守ろうとするところがあったからだ。

　恋人同士になってからは、その度合いが少し増したような気がしていたから、正直、この反応は意外すぎる。

「だって将人さん、たまに心狭せまいしさ」

「失礼な奴だな。こんなことぐらいで、機嫌きげん悪くしたりなんかしないぞ」

「……無理して大人おとなぶってないか？」

「俺は元から大人なんだって……」

　将人が苦笑くしようする。

「可愛かわいい養い子が大事な友達の一大事に協力してやろうっていうのに、水を差すほど野暮じゃない。──友達に頼たよられるような存在だってのも、悪いことじゃないしな」

「そんなら良いけど……」

　言葉を濁にごしながら、由はカフェオレに口をつけた。

（なんか拍子抜け）

　考えすぎだったんだろうか？

（少しぐらい嫉妬してくれても良さそうなものなのに……）

　予想に反して、手放しで誉めてもらえたんだから喜べばいいのに、由はやっぱりなんだか釈然しやくぜんとしない。

　なにか、物足りないような気もするし……。

「さっきの子、かなり美人だったな」

「あ、やっぱそう思う？　大人っぽいしさ、俺なんかが彼氏役じゃちょっと釣つり合わないよな」

「そうでもないさ。見た目はちっこくても、中身はそんじょそこらのガキどもには負けてない。──由は男前だからな」

　将人がいつものように由の頭を撫でようと手を伸のばしてきたが、ウエイトレスが通りかかったのに気づいて、その手を引っ込めた。

（なんなんだ、もう）

　撫でられる気満々だった由は、またしても拍子抜けで、ちょっとむっとした。

　別に頭を撫でるぐらいは普通ふつうだと思うのに、将人は気を遣つかいすぎだ。

　撫でられ損そこねた頭が、なんだかスウスウして涼すずしいような気がした。







　その後、ふたりでいつも将人の服を買っている洋服店へ行って、秋冬物のスーツを見た。

　普段ふだんは、面倒めんどうくさいという将人の代わりに、学校帰りに由がひとりで行って、店員に相談しながら将人に似合いそうな服をあれこれ調達してくるのだが、やっぱり本人がいたほうが選ぶのも楽だ。

　去年のがまだ着られるから必要ないと将人は抵抗ていこうしたけど、由は構わずにせっせと将人に似合いそうなスーツやネクタイを選んだ。

　以前だったら、そんなに面倒なら仕方ないなと、将人の抵抗に負けていたかもしれない。

　でも、特殊とくしゆな営業で、色んな企業きぎようのお偉えらいさん達と会う機会が多いのだと知ってしまった今では、そういうわけにはいかない。

　本人が無頓着むとんちやくだからこそ、身の回りの世話をする者としては、やっぱり誰に見られても恥はずかしくないきちっとした格好をさせなければと思うのだ。

　買い物が済んだ後は、将人の提案で夕食を食べに行くことになった。

「なんでも好きなもの食わせてやるぞ。焼き肉、ステーキ、しゃぶしゃぶ、なにがいい？」

　将人は、由の肉好きを考慮こうりよしてか、その手の店ばかりを提案する。

「じゃあ、焼き肉っ！」

　由は、すっかりはしゃいで、早く早くと将人の腕うでを引っ張った。

　一緒いつしよに買い物して外食。

（なんか、これってデートみたいだ）

　そう感じた瞬間しゆんかん、桂子を思い出して、ちょっとだけ胸が痛んだ。
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「由くん、昨日のつき添そいの人と前に会ったことある？」

　月曜日、昼休みになってすぐの時間帯、桂子が由の机に歩み寄ってきて言った。

　いつもと変わらぬ桂子の態度に、由は少しほっとする。

「つき添いって……。確か、高倉さんだったっけ？　初対面だったけど、なんで？」

「昨日の夜、電話がかかってきたの」

　桂子は、なんだか凄すごく困った顔をしていた。

「高倉さん、由くんの知り合いだって言うの。久しぶりだったから気づくのが遅おくれたって……。あのとき、名字しか名乗らなかったのに、中津川由ってフルネームも知ってた。心当たりある？」

「ん～？　初対面だと思うけどな」

　パッと見の印象でイケメンだと判断した後は、まともに顔を見てはいなかったからうっすらとした印象しか残ってないけど、あの顔にはやっぱり見覚えはない。

「由くんに会いたいって言ってた。待ち合わせの場所と時間を伝言してくれって言われちゃって……」

　桂子は断っていたのに向こうが強引ごういんにしゃべり続けたせいで、伝言せざるを得ない状況じようきようになってしまったらしい。

　ごめんね、と桂子が申し訳なさそうに謝る。

「いいから、気にすんな」

　ここで由がシカトしたら、きっとまた高倉は桂子に連絡れんらくするだろう。

　板挟いたばさみで困らせるのは可哀かわい想そうだ。

「とりあえず会ってくる。桂子を困らせるなって文句言ってやるからさ」

　由は気楽な調子で答えた。







（……しつれーな奴やつだな）

　桂子に強引に伝言を押しつけた高倉は、待ち合わせの日時に関しても強引だった。

　伝言したその日の放課後に会いたいと言ってきたのだ。

　こっちに予定が入っていたらどうするつもりだったんだとぶうたれつつ、家事労働以外に特に用事のなかった由は、放課後に待ち合わせの場所である、お互たがいの高校のちょうど真ん中に位置する駅前のカフェに向かった。

「あ、こっち」

　店に入ると、奥おくのテーブルから高倉が手を振ふってくる。

　由は入り口のカウンターでコーヒーを買ってから、それを手にそっちに向かった。

「高倉さん、昨日は、どうも」

　とりあえず、由のほうが一歳年下でもあることだし、低姿勢で挨拶あいさつなんかしてみると、高倉は少し悲しそうに微笑ほほえんだ。

「やっぱ、俺のこと覚えてないんだな。まあ、ほぼ七年ぶりぐらいだから無理ないか」

「七年ぶり？」

「たぶん、それぐらいだな。──っと、まず森岡からの桂子ちゃんへの伝言頼たのんどく。ショックが大きすぎて昨日言い忘れたからってことで。本当の気持ちを言ってくれてありがとう。あと、言いにくいこと言わせてごめん、って謝ってた」

「わかった。確かに伝えときます」

（すっごい真面まじ目めな人だったんだな）

　噓うそをつかなくて良かったと、しみじみ思う。

「で、こっから本題。──俺、昨日、由の顔を見て女と勘違かんちがいしただろう？　あれ、自分でも不思議だったんだよ。確かに優やさしい顔立ちだけど、女に間違まちがえるほどじゃないからさ。で、なんで女だと勘違いしたんだろうってずっと考えてて、それで気づいたんだ」

　高倉は、バッグから一枚の写真を取りだした。

「これ、おまえだろ？」

　写っていたのは、まだ小学生低学年ぐらいの由と母親の姿。

　海に遊びに行ったときの写真らしく、ビーチパラソルの下で楽しそうにお弁当を食べていた。

「……母さん」

　思いがけず懐なつかしい写真を見て、衝動しようどう的にまぶたが熱くなる。

　でも今は感傷に浸ひたっている場合じゃない。

　由は気を取り直した。

「なんで高倉さんがこの写真持ってるんだ？」

「同じ場所に俺もいたからさ。ちなみに、この写真を撮ったのは俺の母親だ」

「え？」

　では、家族同士で連れ立って海に行くほど仲の良かった人達ってことになる。

　近所の友達の家族だったら、今でもたまに道ですれ違ちがったりするから忘れるわけがない。

　となると残りは親戚しんせきだが、由の両親は結婚けつこんに反対されたとかで親戚とはけっこう疎遠そえんだった。

　例外として一家族だけ、母親の兄の一家と遊びに行ったりはしていたけれど……。

「もしかして……、孝伯父たかしおじさんの？」

「そうだ。その孝伯父さんの長男が俺、幸太こうただ。──叔母おばさん達が生きてたときは、年に何度か遊んでたよな。俺のこと、覚えてないか？」

　ほら、と高倉は由に写真をもう一枚手渡てわたした。

　同じ日の写真らしく、大きなイルカ形の浮うき袋ぶくろを持った子供がふたり、由と幸太が写っている。

「……コータなら覚えてる」

　目の前にいる高倉の顔を、由は呆然ぼうぜんとして眺ながめていた。

　一歳年上の仲良しだった従兄弟いとこ。

　由に負けず劣おとらずの元気者で、兄弟みたいにコロコロ一緒に遊んでた。

「ホントに、コータ？」

　由はくるんと目を見開いて、マジマジと目の前のイケメンの顔を見た。

「ホントホント。久しぶりだな、由」

　目の前のイケメンが、相好を崩くずしてにかっと笑う。

　その笑顔えがおには、確かに懐かしい昔の面影おもかげがあった。

「ああ、その顔だ。間違いない。コータだ」

　つられて由が微笑むと、「その犬歯、なおしてないんだな」と幸太は懐かしそうな顔をした。

「ごめん、コータだって全然気づかなかった」

「無理ないさ。七年ぶりだしな。俺だって、由がそんなに叔母さんに似てなきゃ、きっと気づけなかった」

「ああ、それでか」

　今の由の顔は、子供の頃ころの自分自身より母親に近いんだろう。

　そのせいもあって、幸太は由を見て女と勘違いしてしまったわけだ。

「女に間違われて、むっとしただろ？」

「別に……。子供の頃はしょっちゅう女の子に間違われてたし。ってか、そっちより、桂子に対する態度のほうにむっとした。女の子に無理矢理伝言頼まなくても、直接、俺の家に連絡くれればいいだろ」

　由がそう言うと、幸太の顔が微かすかに引き締しまった。

「それができないから、仕方なく頼んだんだけどな」

「なんで？　俺の連絡先、伝えてあるよな」

　将人の家に引き取られた際、親戚一同にはきちんと書面にして通達してあると将人の弁護士から知らされていた。

　当然、連絡先も知らされていると思っていたのだが……。

「直接連絡取っちゃいけないことになってんだよ。用があるときは、弁護士を通すようにってさ。……俺も昨夜知ったんだけど」

「なに、それ」

「親父おやじの話だと、由の親父さんのほうの親戚で、一条さんに投資してくれないかって誘さそった奴がいて、それでガードを固められたってことらしい」

「うわっ、それ、サイアク」

　将人は両親が残した財産をあまり快く思っていないが、だからと言って両親が命を削けずって稼かせいだ金を無駄むだにばらまくつもりもないらしい。

　たいして縁えんもない人間から金の無心をされることを、酷ひどく毛嫌けぎらいしているのだ。

「そのせいで、余計に疎遠になっちゃってたのか……」

　将人の家に引き取られて以来、由は親戚とはほとんど顔をあわせていない。

　両親の借金問題などで彼らに疎遠にされた経緯けいいもあるし、新しい生活に夢中だったこともあって、自分から連絡を取る気持ちの余裕よゆうがなかったせいだ。

「それだけじゃなく、親父の口振くちぶりだと、やっぱり罪悪感もあったみたいだぜ」

「罪悪感？」

「由が一番大変な時期に、側にいてやれなかったからってさ」

「ああ、そのこと。──それは仕方ないって。孝伯父さん、日本にはいなかったんだし」

　両親の事故の少し前、高倉の伯父は仕事の関係で家族を連れて海外に転勤して、事故の知らせを聞いても、すぐに駆かけつけることができる場所にはいなかった。

　それに当時、由が他ほかの親戚達が話しているのを聞いた話では、海外での生活になかなか慣れなかった伯母おばが体調を崩していたらしい。

　そのせいもあって、結局、あの当時は伯父に一度も会えずじまいだったのだが、由は別に気にしてはいなかった。

　確かに事故の知らせを受けた直後は心細くて酷く不安だったけど、将人が引き取ってくれるという話が決まってからは、不安からはすっかり解放されたからだ。

　仕方がない、とさらりと言い切る由を見て、幸太が少し唇くちびるを歪ゆがめた。

「由は、親父を許してくれてんのか？」

「許すって？」

　思いもかけない大袈裟おおげさな言葉に、由は首を傾かしげる。

「赤の他人に、由をやっちまったこと、怒おこってないかって聞いてるんだ。親父はさ、今でもすっげー後悔こうかいしてんだよ。自分さえ側にいれば、おまえを借金のカタに譲ゆずり渡わたすような真似はさせなかったのにってさ」

「そんなに気にしてたんだ」

　驚おどろいた由は、くりんと大きく目を見開いた。

　由の視界の中、幸太が不愉快ふゆかいそうな顔をする。

「当然だ。ちゃんと親戚がいるってのに、赤の他人に引き取られるなんて普通ふつうじゃないだろ」

　幸太が言いにくそうに視線をそらしながら呟つぶやいた。

（……また、これか）

　独身男性が赤の他人の子供を引き取るのは、常識から考えると、とても奇妙きみようなことらしい。

　少し前、学校でクラスメイトからいじめじみた扱あつかいを受けたのも、それが原因だった。

　死んだ両親の借金のカタに、赤の他人の男に身売りしたんだとか、夜のペットとして囲われているとか、そんな風にずっと陰口かげぐちを叩たたかれていたのだ。

　今でこそ恋人こいびと同士ではあるが、当時の将人にはそんな下心などまったくなかった。

　ひとりになった由が小さくなって怯おびえていたのを見てられなくて、手を差さし伸のべてくれただけだ。

　好意から出た行動なのに、変な誤解をされるのは由も辛つらい。

「確かに普通じゃないのかもしれない。でも俺、この四年間ずっと楽しかった。将人さんに引き取ってもらえてラッキーだと思ってるぐらいだし」

「それ、本気か？」

「もちろん」

　深く頷うなずく由を、幸太はなんだか不思議そうな顔で見ている。

（孝伯父さんにだけは、ちゃんと連絡れんらくしとけば良かった）

　それができなかったのは、やっぱり少しだけ怖こわかったせいだ。

　葬儀そうぎの際にはいなかった伯父もまた、他の親戚しんせき達のように借金を残して逝いった両親を悪あし様に罵ののしったりするかもしれないと……。

　でも、それはただの取り越こし苦労ぐろうだったようだ。

　伯父は、由のことをずっと心配してくれていたのだから……。

　血縁けつえん者との絆きずなは切れたのだと感じていた由にとって、その事実は嬉うれしい驚きでもあった。

「あの……さ、由って子供の頃から可愛かわいかっただろ？　嫌いやな目にあったりとか……しなかったのか？」

　やけに言いにくそうに聞かれて、ここでもまた将人が、そっち方面で誤解されていたらしいと知った由は、心底がっかりした。

「してないっ！　全然、まったく、嫌なことはなかったから！」

　恋人同士になる前、ちょっとの間だけ肉体だけの関係を結んでいたことはあったけど、それだってそうしようと言い出したのは由のほうだ。

　それまでは、将人からその手のことを仄ほのめかされたことは一度もなかった。

　ギュッと拳こぶしを握にぎりしめ強い口調で由が宣言すると、幸太は安堵あんどしたように口元をゆるめた。

「そっか。それなら良いんだ。──なあ、由。今のその言葉、親父の前でもう一回言ってもらえるか？」

「お安い御用ごようだ。いつにする？」

　早いほうが良いだろうから次の週末ぐらいかなと由は思っていたのだが、幸太は「今すぐだ」とせっかちなことを言った。

「今の時間帯じゃ、孝伯父おじさんは仕事中だろ？　仕事を終えて帰って来るまで延々と待ってたら、夕食の支度が遅おそくなる。違ちがう日のほうがいいな」

「夕食の支度って……。おまえ、そんなことまでやらされてんの？」

「ちがうっ！」

　由は慌あわてて手を振ふった。

「やらされてんじゃなくて、俺が勝手にやってんだ。将人さんは家政婦雇やとおうって何度も言ってくれてるけど、俺が自分で全部やりたいからって言って断ってんだ。ホントだからなっ！」

　今以上に将人を悪く思われるのが嫌で、由はぐいっと身を乗り出して強く言う。

　その剣幕けんまくに押されたように、幸太は「わ、わかった」と二度も頷いた。

「とにかく、時間のことなら大丈夫だいじようぶだ。親父、いま家にいるから」

「休み？」

「いや、違ちがう」

「まさか、病気してるとか？」

「元気だよ。安心しろ」

　幸太は、由をなだめてから説明してくれた。

　伯父は、幸太が由と会う予定だと知って、自分も由に会いたいと言い出したのだそうだ。

　だが罪悪感もあるし、今の由が自分に対してどんな感情を抱だいているかもわからない。

　いきなり会いに行って、由に不愉快な思いをさせたくもない。

　だから、まず幸太に由の気持ちを探さぐらせ、由が会っても良いと言ってくれたら、すぐさま家に連れてくるようにと頼たのまれていたのだとか……。

「ってなわけで、親父は午後から休みとって家で待機してるんだ。さっさと行こうぜ」

　急せかす幸太に促うながされて、由は幸太と一緒いつしよにタクシーに乗り込んだ。

「実をいうとさ、俺、昨日会うまで由を完全に忘れてたんだ」

　タクシーに乗り込んでしばらくして、幸太が前を向いたままでボソっと言った。

「叔父おじさんと叔母おばさんが亡なくなったって聞いたときは、確かにショックだった。でも、ちょうど向こうでの生活に馴染なじむのに必死だった時期だったし、自分の忙いそがしさに紛まぎれてすぐに忘れちゃってさ……。由が親戚筋じゃなく他人に引き取られてるってことも、昨日はじめて親父から聞いたぐらいなんだ。親父達にとって、由の件は後悔だらけの辛い話だったみたいだから、俺に聞かせるのは控ひかえてたみたいでさ。──従兄弟なのに薄情はくじようだよな。悪かった」

「お互たがい様。俺も新しい生活に夢中で、コータのこと全然思い出さなかったからさ」

　少し緊張きんちようした横顔にそう告げる。

　幸太は「そうか」と頷いたが、硬かたい表情を崩くずさなかった。

（気にすることないのにな）

　そっちも忘れてたけど、こっちも忘れてた。

　お互い様だと本気で由は思っているのだが、幸太にはそうは思えないらしい。

（なんで？）

　基本的に単純で裏表のない由は、自分の言葉がうまく通じないことが不思議で、自分と幸太の感じかたの違いに、微かな戸惑いを覚えていた。







　高倉一家は真新しいマンションで暮らしていた。

　かなりランクの高い建築らしく、天井てんじようが高くて品の良いデザインの部屋で、室内はとても綺麗きれいに整えられている。

　花瓶かびんの下の敷物しきものやソファーのカバーなどは、玄関先げんかんさきで出迎でむかえてくれた伯母のお手製らしいレース編みだ。

　それを見た由は、両親と暮らした家にも彼女から贈おくられた手製の品があったことを思い出して、なんだかとても懐なつかしい気分になった。

　居間で由の到着とうちやくを待っていた伯父は、由の顔を見るなり感情がこみ上げてきたらしく、いきなり絶句した。

「孝伯父さん、こんにちは」

　お久しぶりです、と先手を取って挨拶あいさつしてみると、気を取り直してやっと口を開いてくれる。

「うん。久しぶりだな、由。……妹に……おまえのお母さんにあんまりそっくりなんで驚おどろいてしまったよ」

「言ったとおりだろ？　こいつ、犬歯も叔母さんそっくりなんだぜ」

　そう幸太が言うので、由は指でむにっと上唇うわくちびるを押し上げて、話題の犬歯を見せてやった。

　伯父は、酷ひどく懐かしそうに目を細める。

「由、もう大丈夫だからな。これからは伯父さんが守ってやるから」

「えっと……」

（守ってもらう必要はないんだけどな）

　さて、どう言ったものかと戸惑とまどう由の肩かたを、幸太がポンと叩く。

「親父、ちょっと待て。そこんところなんだけどさ、なんか誤解があったみたいなんだ」

　とにかく座ろうぜと促され、居間の大きなテーブルにみんなで移動した。

「由は、この四年の間、ずっと楽しく生活してきたって主張してる。嫌な目には一切あってないってさ。──俺はそれ信じるよ。だってこいつ、昔と性格あんま変わってないんだぜ」

　もしもなにか悪いことがあったら、そのままの性格ではいられなかったはずだ。

　そう幸太が言うのを、伯父は戸惑った顔で聞いていた。

「それでは、私が聞いていた話と違う」

「伯父さんが聞いた話って？」

「葬儀の夜、由は一億もの負債ふさいをたてにされて、強引ごういんに奪うばわれたと聞いていたんだ」

「借金をたてにって……。なんかその言い方だとニュアンス違いすぎ。まるで将人さんが借金取りみたいだ」

「違うのか？」

　由は頷うなずいた。

「将人さんが家の借金を肩代かたがわりしてくれたのは事実だけど、そのことをたてにどうこうってことはまったくないから」

「いや、しかしな。少しでも借金の返済のたしになればと、おまえが住んでいた家の土地を売却ばいきやくしようとしたときも、一条氏に妨害ぼうがいされたぐらいなんだぞ」

「えっ!?　あれって、伯父さんの仕業しわざ？」

　由は心底驚いた。

　将人の家に引き取られて半年以上すぎた頃ころのこと、学校から帰ってきた由は、両親と暮らした懐かしい家がいきなり解体されていたのを見て、酷くショックを受けたことがあった。

　将人もまた、由に一言の断りもなく行われたこの暴挙に怒おこってくれて、更地さらちになった土地が他人に売却されるのを防いでくれた。

　当時の由は、そんな将人の毅然きぜんとした態度に安心して、とても感謝していたのだが……。

「将人さんは、俺のためにそうしてくれたんだよ。生まれ育った懐かしい場所が他人のものになるなんて嫌いやだって俺が言ったから……。だから将人さんは、あの土地が売られないように動いてくれたんだ。──そんなことする前に、一言いってくれてたら良かったのに……」

「そうは言ってもなぁ。あの頃の一条氏は、一億耳を揃そろえて返さなければ、決して由に会わせないと言っていただろう？」

「将人さんがそんなこと言うなんて、信じられない」

　他人の目を気にしないマイペースな人だけど、そんな理不尽りふじんな条件をつけるような常識外れじゃない。

「孝伯父さん、それ、誰に聞いた？」

「葬儀そうぎの席に居合わせた人達からだよ」

「ああ、あの人達……」

　伯父の返事を聞いた途端とたん、由は酷く嫌な想像をしてしまった。

　死んだ両親の誇ほこりを踏ふみにじり、由を厄介やつかい者扱あつかいした人達。

　遅おくれて帰国した伯父に、彼らがあの夜の出来事を正直に話さなかった可能性は大いにある。

「伯父おじさん、もしかしたら、あの人達に噓うそをつかれてるかもしれない」

「噓？」

「ん。将人さんが俺を引き取るって宣言してくれたのって、まさにその葬儀の夜なんだ。家に集まってた親戚しんせきの人達が、残された俺と借金を引き受けるのを凄すごく嫌がって、なんか押しつけあいみたいになっちゃってさ。ちょっと嫌な感じでもめてたところに、将人さんが偶然ぐうぜん立ち会っちゃって……。それで見てられなくなったみたい」

　──この悲劇で誰が一番悲しい思いをしているのか、わからないわけではないだろう。あなたたちのような人には由を預けられない。私が育てます。

　将人は、自分よりも年長の人々相手に宣言して、不安に怯おびえて小さくなっていた由をその場から助け出してくれた。

　当時の由は、力強い手を差さし伸のべてくれた将人に、ただただ驚き、感謝していたけど……。

（あの人達にとっては、みっともない一幕だったのかもな）

　親戚同士でいらない子供と理不尽な借金を押しつけあっていたら、そのことで隣家りんかに住む若造に叱しかりつけられた。

　しかも、自分達が引き受ける決心がつかなかったお荷物を、その若造はふたつとも引き受けるとあっさり宣言までした。

　そんな話、みっともなくて、さすがにそのまま話すことはできなかったんだろう。

　その場にいなかった人に説明する際、自分の立場や印象を少しでも良くするために、事実を少し脚色きやくしよくしてしまうのは有り得る話だ。

「将人さんと俺、それ以前からずっと友達だったんだ。幼稚園ようちえんの頃から一緒いつしよに遊んでもらってたし、夏の家族旅行につき合ってもらったこともあった。だから将人さんは、ひとりで怯えて、小さくなってた俺を黙だまって見てらんなかったんだ」

「そんなに、もめたのか？」

「ん。かなり……」

　それだけじゃなく、あの場にいた親戚達は、借金を残して死んだ両親を悪く言っていた。

　借金に堪たえかねて自殺したのだと決めつけ、由が違ちがうと訴うつたえても耳を貸してくれなかった。

　由は、この先自分がどうなるのかわからない不安より、両親を悪し様に言われることのほうが胸に痛かったのを今でも覚えている。

「だから俺、将人さんが引き取るって言ってくれたとき、凄く嬉うれしかった」

　将人だけは、両親が自殺したのではないという由の言葉を信じてくれた。

　拠より所であった両親を亡なくしたばかりの由にとって、言葉をちゃんと聞いてもらえて、そして信じてもらえるということは、なによりの心の支えにもなったのだ。

　由は、将人に引き取られた日から今までのことを、言葉をつくして説明した。

　自分を心配してくれる人達が、自分にとって一番大切な人を誤解しているのがたまらなく嫌だ。

　少しでも将人を良く思ってもらえるよう、誤解されがちな将人のキャラクターに少しだけ脚色を加えたくなったが、我慢がまんした。

　それでは、伯父に噓をついた親戚達と同じレベルになってしまう。

　本当のことを話して、その上で信じて欲しかった。

　今の自分が、ちゃんと幸せなんだってことを……。

　さすがに、今は恋人こいびと同士だってことは話せないが、それ以外のことはすべて話した。

　以前の将人が半ば若隠居いんきよを決め込んでいた小説家で、由を引き取ってからは、由の教育に悪いからと言って外に働きに出るようになったことも。

　確かにとんでもない資産の持ち主ではあるが、本人はそのことをあまり好ましく思ってなくて、これ以上資産が増えるのを嫌がっているし、財産目当てに近づいて来る人々を毛嫌けぎらいしていることも。

　そしてなにより、将人はいつも由が自由にのびのびと暮らしていけることを一番に考えてくれているんだってことを、一生懸命いつしようけんめいに話した。

　今の自分は一条家の家事全般ぜんぱんをまかせられているけど、それだって自分にできる恩返しをしたいと考えて自分から言い出したことで、決して強制されてやっているわけじゃない。

　そんな話をすると、お茶を運んできて、そのまま由の隣となりに座って静かに話を聞いていた伯母おばが、びっくりしたように身を乗り出してきた。

「家事全部？　お料理もできるの？」

「もちろん。俺、たいていのものは作れる」

　由は得意げに胸を張った。

「凄いわね。幸太なんて、インスタントラーメンぐらいしか作れないのに」

「幸太と比べてどうする。──確かに凄いかもしれないが、それだって必要ひつように迫せまられて覚えたことなんだろう？　普通ふつうの家庭に引き取られていれば、由だって幸太と似たりよったりだったはずだ」

　むしろそれは痛々しい話なんじゃないのかと、伯父が言う。

「普通？」

　由はくるんと目を見開いて伯父を見た。

「俺にとっての普通の家庭は、父さんと母さんが居た、あの家での生活だけだ」

　両親に愛されているいう安心感に包まれたあの場所でだけ、由は普通の子供でいられた。

　それ以外のどんな家庭に引き取られても、そこは由が安心しきった子供でいられる場所にはなり得なかったんじゃないかと思える。

「将人さんの家での生活が、普通から少しずれてるのもわかってる。でも別に良い。俺は、あそこでの暮らしが充分じゆうぶん楽しいんだから」

　家事をはじめたばかりの頃ころ、よく遊びにくる将人の友達に、『なんだか、ままごとみたいで楽しそうだ』と言われたことがある。

　実際に楽しかった由は、まあねと胸を張って頷うなずいた。

　まだ料理が下手へたくそで変な味付けになっても、将人も将人の友達もちゃんと食べてくれて、由のチャレンジにつき合ってくれていた。

　甘えるばかりの子供でいられなくなった由が、自分ひとりで考えて、やろうと決めたことを黙って見守っていてくれる。

　子供ではいられなくても、ひとりの人間としての意志を尊重してもらえていた。

　そんな風に扱ってもらえることで、自分は強くなれたと由は思う。

　家の子になるか？　と将人に聞かれて、頷いたのは由自身。

　今の生活が普通でなくても、そうあることを選んだのは自分だ。

　後悔こうかいなんかしてないし、これが最高の選択せんたくだったと今でも信じている。

「将人さんに引き取られて幸運だったって、ずっと思ってたんだ」

　ホントだから、と由は伯父に訴えた。

「由……、いや、だがな……」

「親父、無理だって。この調子じゃ諦あきらめたほうが良いんじゃないの？」

「そうね。これじゃ逆に嫌きらわれちゃうわよ」

　酷ひどく困った顔をしている伯父に、幸太と伯母が言った。

　意味がわからずに由が首を傾かしげると、

「親父は由を引き取りたがってたんだ」と幸太が教えてくれる。

　由はびっくりした。

「本気？」

「冗談じようだんでこんなことは言えないだろ。親父は、由が苦労してるに違ちがいないって思い込んでたからな。今日だって、由を家に連れてこられたら、そのまま向こうには帰さない予定だったんだぜ」

「帰さないって……」

　冗談じゃないと、つい由が出口に視線を泳がせると、監禁かんきんなんかしないからと幸太が笑った。

「それだけじゃなく、借金に関しても、さすがに全額は無理だが、それなりにまとまった金額を用意する段取りもつけていたんだがな」

　そして、半ば強引にでも由を先方から奪うばい取ろうと思っていたのだと、伯父が言う。

「そこまで心配してもらえて、凄く嬉しいけど……」

　でも、そんなコトされたら逆に困る。

　由がそう言う前に、伯父がため息混じりに言う。

「そこまでする必要はないんだな？」

「ん、ないっ！　全然ないから」

　由は、大きく何度も頷いた。

　そんな由を見て、伯父は「わかった」と少し気が抜ぬけたように微笑ほほえむ。

「父さん達の借金に関しても心配してもらわなくても大丈夫だいじようぶ。……っていうか、伯父さんが返そうとしても、将人さんきっと受け取らないと思うな」

　財産が増えるのを嫌いやがる人だから、と由が言うと、かなり変わった人物だなと、伯父おじは戸惑とまどった顔をした。

「だが、借金を作った当の本人からなら受け取るんじゃないか？」

「借金を作った人って、父さんの親友だったって人のこと？」

「そうだ。篠原しのはらという男だ。ずっと行方ゆくえをくらましていたんだが、最近やっとつかまえて話ができた」

　親の代から続く会社を潰つぶし、借金を放り出して夜逃よにげした男。

　彼は今、とある繁華街はんかがい近くで屋台をやって暮らしているのだそうだ。

　由の両親が死んだことを知らず、彼を捜さがし出した伯父からその事実を知らされてショックを受け、土下座して謝っていたと伯父が教えてくれた。

「夜逃げして二年ぐらい経たって生活の基盤きばんが整ったとき、一度だけ中津川家を訪ねていったことがあったんだそうだよ」

「その頃だったら、もう家は取り壊こわされてたはずだよな」

「そう。自分の借金を背負わされたせいで、持ち家を手放す羽目になったんだと思っていたそうだ。あまりの申し訳なさから、行方を捜す気力がもてなかったんだと言ってたな」

　それでも篠原は、その後も必死で借金返済のための金を貯ため続けていたらしい。

　伯父から中津川夫妻が亡くなったことを知らされた篠原は、とりあえず貯たまった分の金だけでも、遺児である由に謝罪と共に渡わたしたいと言っていると……。

「そうだったんだ……。それなら、将人さんも受け取るかも……」

（なんか、変な感じだ）

　両親に借金を押しつけて逃にげた人のことを、由は特に恨うらんでも憎にくんでもいない。

　彼に迷惑めいわくをかけられたのは由ではなく両親で、その両親が彼のことを恨んではいなかったからだ。

　──一時的に心が折れただけ、いつか彼も立ちなおって戻もどってきてくれる。これから少し不自由な生活になるかもしれないけど、戻ってくるのを信じて待とう。

　両親は、由にそんな風に説明してくれた。

（大当たり）

　予測通り、親友は立ちなおって戻ってきた。

　両親がその事実を知ったら、きっと彼のために喜んでくれただろう。

　でも、今の由は喜べない。

　両親の葬儀そうぎの場にいた親戚しんせき達は、両親が借金を苦にして自殺したのだと言った。

　一生かかっても返せないかもしれない借金が重荷になって、子供を捨てて、自分たちだけ死に逃げたのだと……。

　あのとき、あの借金さえなかったら、両親はそんな不名誉ふめいよな汚名おめいを着せられずに済んだ。

　親友が戻ってきたところで、事故当時の両親に借金があった事実は変わらない。

　今も両親が自殺だと信じている人の心を変えることはできないのだ。

「でも、借金を返すよりまず先に、墓参りに行ってって伝えて……。自殺して逃げただなんて汚名を着せられた、父さんと母さんに謝れって」

　多額の借金は、確かに生活に影響えいきようを与あたえていたけど、でも気持ちにまで影響は及およばなかった。

　由の両親は、生きることを楽しんでいたし、子供を愛していた。

　子供をひとり残し、死に逃げるような真似まねをするような人達じゃなかった。

　悔くやしくて、ジワッと目頭が熱くなる。

　由は何度もまばたきして、その熱を逃がした。

「わかった。必ず伝える」

　伯父が力強く請うけ負った。

「その事故の件でも、由に話しておきたいことがあったんだ。自殺だと聞かされたが、俺もどうしても信じられなくてな」

　警察は事故だと言い、親戚達は自殺だと言う。

　真実を知りたかった伯父は、妹夫婦の死の原因を、人を雇やとって独自に探さぐっていた。

　調査員の報告では、事故の原因は『犬』だったのではないかという結論に達したらしい。

「犬？」

「そう。事故のあった近くの家で飼われていた犬が、ちょうど同じ頃、やはり事故にあって片足を無くした事件があったそうなんだ」

　自分でリードを外し、脱走だつそうする癖くせのある犬だった。事故の当日は雨、視界が悪い中、道路に飛び出してきた犬を避さけようとスリップして事故が起きたのではないかと、近所の人々は噂うわさしあっていたらしい。

　事故原因を悪天候とスピードの出しすぎによるハンドル操作のミスだと推測した警察は、おざなりな聞き込みしか行わず、その犬の存在にまで辿たどりつけなかったのだとか……。

「閉鎖へいさ的な地域だったせいもあって、警察に情報提供する住民もいなかったようだ。だが今では、その犬ももう土の下。面倒めんどうを見ていた飼い主も高齢こうれいで、まともに話ができるような状態じゃない。だから残念だが、これが真実だという確証はないし、世間に向けて公表する根拠こんきよも得られなかった。──自殺じゃなかったんだと信じる手助けぐらいにはなるかもしれないが……」

　この程度のことしかしてやれなくてすまないな、と伯父が言う。

　由は首を横に振ふった。

「そんなことない」

　素直すなおに感謝の気持ちが湧わいてくる。

「どうも、ありがとうございます」

　言葉遣ことばづかいを改めて、由は深く頭を垂れた。

　自分と将人以外に、両親を信じてくれる人がいる。

　そのことが、なにより嬉うれしい。

　堪こらえきれなくなった涙なみだが、ぽたっとテーブルに落ちた。







　──これからは、困ったことがあったらいつでも家に来なさい。

　そんな伯父の言葉に送られて、由は高倉家を後にした。

　すっかり遅おそくなってしまったから、買い物をしていては将人より帰宅が遅くなるかもしれないと、とりあえずまっすぐ家に帰る。

「……ん～」

　冷蔵庫を開けて、夕食になにをつくろうかと悩なやんだ。

　手間のかかるものは時間的にもう無理だから、ささっとできるもの。

「八宝菜と中華ちゆうかスープかな」

　残り野菜に冷凍れいとうのシーフードを解凍かいとうすれば大丈夫。中華スープにワンタンを入れるのもいいかもしれない。

　考えながら、テキパキと身体からだが動く。

　料理をしはじめた頃ころは、ろくに手順も考えずに目についたことからはじめて時間を無駄むだにしたが、すっかり家事に慣れた今では、少しでも手順良く作れるようにと無意識に考えて動く癖がすでについてしまっている。

　手順良く作業をしていると、色々あって落ち着かない胸の内も、同時に少しずつ整理されていくようにさえ感じる。

「まさに継続けいぞくは力なり」

　野菜を刻みながら、由はひとりで胸を張った。

　ちょうどそのとき、門のところにつけてあるインターフォンが鳴った。

　宅配便の業者で、門のロックを外して玄関げんかん先まで来てもらう。

「お疲つかれさまです」

　ドアを開けると、二口分の荷物があった。

　ひとつは昨日買った将人の服を配送してもらったもので、もうひとつは……。

「最高級鹿児島県かごしまけん産黒豚くろぶた！」

　伝票を見た由は、嬉しさのあまり思わず声に出して読んでしまった。

（トンカツ、生姜しようが焼きに豚シャブ、角煮かくにに焼きトンも良いかも……）

　脳内で豚肉ぶたにくメニューがくるくる踊おどる。

「サインお願いします」

「あ、はい」

　業者に声をかけられ、由は我に返った。

　エプロンのポケットに突つっ込んでいたハンコを出しながら、伝票の送り主の欄らんに視線を落とす。

「……田之倉って」

（黒毛和牛の人だ）

　将人にチェス勝負を挑いどんでいる若きセレブ。

　もう二度と勝負はしたくないから、以前に勝負した際、お土産みやげの品を受け取らずに断ってきたと将人は言っていた。

（……やっぱ、マズイかな）

　黒豚のハーブ焼き、豚丼ぶたどんに肉豆腐どうふ……、脳内をやっぱり豚肉メニューが踊る。

　だが、ここで受け取っては、将人の首を絞しめることになってしまうだろう。

　由は、泣く泣く受け取り拒否きよひして、荷物を業者に持ち帰ってもらった。

「ああ、黒豚……」

　未練たらたらで夕食の支度をしていると、将人が車庫のシャッターを開閉する音が聞こえてきた。

「将人さん、おっかえり」

　玄関先げんかんさきでいつものように出迎でむかえたつもりなのだが、将人は由の顔を見た途端とたん、怪訝けげんそうな顔をした。

「ただいま。──どうした？　なにかあったか」

「え？　あ、ああ。あのさ、田之倉さんから荷物が届いたんだ」

「田之倉から～」

　予想通り、将人はそれはそれは嫌いやそうな顔をする。

「なにが届いたんだ？」

「最高級鹿児島県産黒豚！　だったけど、受け取り拒否しといた」

「おっ、さすが由だ。気が利きくじゃないか」

　将人が嬉しそうに、わしわしと由の頭を撫なでる。

「まかしとけ」

　予想通りの展開だ。

　我慢がまんした甲斐かいがあったと、由は鼻高々だった。

「今日は八宝菜だから。早く着替きがえてきな」

　いつものように先にキッチンに戻もどろうとした由の後ろ手を、「ちょっと待て」と将人がつかんで引き止めた。

「まだ質問に答えてもらってないぞ」

「質問って？」

「なにかあったんじゃないのか？」

「なにかって？」

「泣いた跡がある」

　目元を指さされ、由は「うわっ」と慌あわてて腕うでで目元を隠かくした。

「……なんでわかるんだ。将人さん、目敏めざとすぎ」

　泣いてから随分ずいぶん時間も経たっているし、自分でも鏡を見て何度も確認かくにんして、絶対に気づかれないだろうと確信していたというのに……。

「目のふちんとこが少し赤くなってるからな。ひとめ見りゃわかる」

　で、なにがあったんだ？　と再び聞く将人の声に、由は微かすかな苛立いらだちを感じ取っていた。

（学校でまたなにかあったんなら絶対に承知しねぇ、とかって考えてそ）

　長いつき合いだけに、こんな表情の将人がなにを考えてるのか、なんとなく由にはわかる。

　それと同じように、将人も由のちょっとした変化を見逃みのがさない。

　お互たがいを大切に思って、ずっと一緒いつしよに暮らしてきた。

　その時間の積み重ねの結果がこれだ。

（やっぱり継続は力なり……だ）

「簡単に話せるようなことじゃないから、後でゆっくり話す」

　由はすっかり嬉しくなって、犬歯をのぞかせて笑った。

「隠しごとはなしだぞ」

　心配が高じたのか、将人の仏頂面ぶつちようづら度が酷ひどくなっている。

　それがなんだか凄すごく嬉しかった。







　とりあえずしっかり夕食を食べてから、あとかたづけは簡単に済ませて、デザートと一緒にリビングへと移動した。

「今日のデザートはお手製の紅茶シフォン。伯母おばさんから、お土産にって」

　コンッとテーブルの上に皿を置くと、将人が怪訝そうな顔をした。

「節子せつこ叔母おばさんが来たのか？　あの人が自分でこういうのを作るなんて、ちょっと信じられないな」

「違ちがう違う。将人さんの叔母さんじゃなく、俺の伯母さん」

　いつものようにラグにぺたっと座った由は、自分の鼻を指さした。

「……おまえに、会いに来たのか」

「違う。俺から会いに行ったんだ。──そっから説明するから」

　由は、今日の出来事を将人に話して聞かせた。

　たまに相づちをうちながら、将人は真剣しんけんな顔で由の話を聞いていたが、両親に借金を負わせた人物の話になると、不愉快ふゆかいそうな表情になった。

「今さら土下座したって遅おそすぎるだろうが」

「俺もそう思う。──でも、父さん達はきっと喜んでくれると思うんだ」

　一度は心が折れた親友が立ちなおりつつあると……。

　もしもまだ両親が生きていたら、辛つらい現実から逃にげずに立ち向かおうとしている親友を応援おうえんするぐらいのことはしていたかもしれない。

「だから俺、その人のこと、許してやるつもり」

　本来それは両親がやるべきことだが、彼らが亡くなった今、それは自分の仕事だと由は思う。

「それで良いのか？」

「ん、もう決めた」

　両親が被こうむった損も汚名おめいも、全部ひっくるめて許すことを……。

　両親の事故を今もまだ自殺だと信じている人達がいる。

　その事実にわだかまりがないと言えば噓うそになる。

　でも今日、自分達以外にも両親の死を事故だと信じてくれる人も居ることを知って、ふっと気持ちが軽くなった。

　同時に、もういいやと、そう思えるようになっていた。

　生前の両親の考え方、生き方を本当に良く知っている人達は、決してあの死が自殺だなんて思わない。

　それがわかっただけで、もういい。

　もう充分じゆうぶんだ。

「だから将人さんには、その人のお金、絶対受け取って欲しい」

　彼は自分がやったことに対する責任を取ろうとしているのだから……。

「……あの借金分は、もうチャラにしたつもりだったんだがな」

　将人は苦笑くしようした。

「確かに受け取らないわけにいかないか……。あの借金な、悪質な金融きんゆう業者から借りてたみたいで、弁護士が法に則のつとって整理したらかなり減額したって言ってたぞ」

「そっか。そこら辺の詳くわしいこと、全部まかせちゃって良いよな」

「もちろん。つーか、面倒めんどうだから弁護士にやらせるけどな。──で、肝心かんじんの話は？」

「肝心の話？」

　由がキョトンとすると、将人は酷く言い辛そうに髪をグシャグシャと搔かきむしった。

「あ～、なんだ、ほら……。伯父おじさんに、自分家に来るように言われたんじゃないのか？」

「将人さん、鋭するどいっ。よくわかるな」

「話の流れからすると当然だ。由を本気で心配してるから、こんなに色々調べてくれてたんだろうしな」

「ん、そうみたい。ありがたいよな」

　素直すなおに嬉うれしくて、由は犬歯をのぞかせてニコッと笑った。

　将人はその顔から視線をそらし、コーヒーカップを手に取る。

「そうだな。──で、どうするんだ？」

「どうするって……」

「……伯父さんのところに……行くか？」

　将人の妙にためらいがちな声を聞いた途端、嬉しかった由の気分がすうっと冷える。

「将人さん、それ、本気で聞いてる？」

　将人の側で暮らすことは、由にとって、すでに決定事項じこうだ。

　今さら、確認を取る必要なんてないのに……。

「もちろんだ。……由にとって悪い話でもないだろう？」

　そう言う将人の声が、妙に分別臭く聞こえる。

　由はこみ上げてくる腹立たしさを堪こらえるために、強く拳こぶしを握り締めた。

「俺、ここにいる。絶対、この家から出てかない。──前にもそう言ったよな？」

　学校で悪い噂うわさがたったとき、別々に暮らそうと言われて、絶対に嫌いやだと拒絶きよぜつした。

　あのときのことを、将人だって覚えているだろうに……。

　由は、なんだか奇妙きみような違和感いわかんを覚えて、将人の顔をじっと見つめた。

「あのときとはまた話が違うだろう。なんと言っても、相手は血縁けつえん者なんだし……」

「関係ない！　俺、他ほかに行くとこないからここにいるんじゃないんだぞ。将人さんの側に居たいから、この家にいるんだ。──将人さんは、俺を手放しても平気なのか？」

「平気じゃない」

　将人は、由から目をそらしたまま答える。

「だが、俺の一存で由を縛しばるわけにいかないだろう。──まあ、由の気持ちはわかったから」

　今まで通りだな、と呟つぶやく将人は、ほっとしているように見えた。

（なんだ、これ……）

　この家にずっといたいという由の気持ちを、将人は理解していると思っていた。

　いや、理解しているはずだ。

　将人自身だって、由がこの家から出ていくことを望んでいないくせに、どうしてわざわざ確認を取るような真似をするのか？

　由には、無駄むだな質問をする将人の真意がつかめなかった。

　ずっとお互いを大切に思って一緒の時間を過ごしてきたから、お互いのちょっとした変化も見逃さずにいられる。

　ついさっき、そのことを嬉しいと感じたばかりだったのに、これで全部おじゃんだ。

　表情や口調から、将人の気持ちはわかる。

　気持ちはわかるのに、その奥にある深い思考には届かない。

　恋人こいびととして、家族として、とてもうまくいってると確信した直後だけに、この曖昧あいまいさは酷く気持ち悪かった。

　由はすっくと立ち上がると、話は終わったとばかりに安堵あんどした顔で新聞を手に取った将人の前に行った。

「……由？　顔、怖こわいぞ」

　由の顔を見上げた将人が、微かすかに顔をひきつらせる。

「まあな。──将人さん、縛るって、どういうこと？」

「ああ？」

「俺がここに居たがってるって知ってるよな？　将人さんだって、俺にここにいて欲しいと思ってんだろ？　それなのに、なんで俺に『どうする』ってわざわざ聞くんだ？」

　結論を出すまでに、わざわざワンクッションおいて、再考を促うながす必要などないはずだ。

「そりゃ、あれだ。分別ある大人おとなとして、由に一旦いつたん冷静になって考える余裕よゆうを与あたえてやってるんだ」

「与えて……やってる？」

　なんだかむかつく言い回しだ。

　また大人ぶって、と由が文句を言うと、だから大人なんだって、と将人は肩かたをすくめた。

「縛るとか言うけどさ、俺が黙だまって縛られてやるような性格じゃないってことだって知ってるだろ？　自分が本当に嫌なことは絶対にしないし、泣なき寝入ねいりだってしない。でも、納得すれば譲歩じようほはするんだ。──大人ぶってないで、将人さんも自分の要求をはっきり言いな」

「はいはい」

「……俺、真面目に言ってんだけど」

「顔見りゃわかる。由は怒おこった顔も男前だなぁ」

　将人の手が頰ほおに伸のびてきて、むっと引き結んだ由の唇くちびるを親指がなぞる。

（……なんか、嬉しくない）

　いつもは嬉しいはずの『男前』という言葉が、なんだかご機嫌きげん取りのように聞こえて妙みように気に障さわる。

　由は唇を開けて将人の親指を誘さそい込み、がじっと齧かじった。

「だから食うなって」

　将人は慌てて引っ込めた手を痛そうに振ふった。

（自業自得だ）

　なんだか謝る気にもなれず、由はむっとしたまま。

　由は、基本的に短気で決断が早いから、ひとつのことを長く考えるのが苦手だ。

　だからいつもは、そのうちわかるようになるだろうと問題を棚上たなあげしているのだが、今日はそんな気になれない。

　なにかとても肝心なことをはぐらかされてるような気がするのに、それがなんなのかわからなくて気持ち悪い。

　曖昧な不愉快ふゆかいさが、出口を見つけられずに胸の中でぐるぐるしている。

「いい加減、機嫌なおせ」

　将人の手が懲こりずに伸びてきて頰に触ふれ、お返しとばかりに、むにっと強く頰をつままれた。

「いひゃいっ！」

「俺も痛かった」

「…………ごめん」

　渋々しぶしぶながら謝ると、「機嫌なおす気になったか？」と腕うでを引っ張られた。

　由は引っ張られるまま、ばふっと将人の胸に倒たおれ込む。

（あ～あ）

　機嫌をなおす気などさらさらない。

　なのに腕の中に抱だき込まれてしまうと、どうしても気持ちがゆるんでしまう。

（子供扱あつかいして……）

　由を抱き寄よせた将人は、まるでぐずる子供にするみたいにポンポンと軽く背中を叩たたく。

　むかつくのに、大きな手の平の安心感にほっと落ち着いた気分にもなって、ふたつの感情を抱かかえ込んだ由は、なんだかすっかり混乱していた。

「なんだ？　まだ機嫌なおってなかったか」

　由の顔を覗のぞき込んだ将人は、むうっと唇を歪ゆがませたままの由を見て、頑固がんこだなぁとあきれたように言った。

「いい加減、笑え」

　将人の指がむにっと唇をめくって、強制的に由の犬歯をむき出しにした。

「やめろ」

　がじっと指を齧ろうとしたが、さすがに二度目は不発。

「おい、なにがそんなに気に入らないんだ？　それとも拗すねてるだけか？」

　もう一度深く抱きしめながら、将人が言う。

（そんなの俺にもわからない）

　でも、なにかが気に入らない。

　ただひとつわかっているのは、こんな気持ちになる原因が将人だってこと。

　それでも、将人にぎゅうっと抱きしめられて髪かみの毛をわしわしと撫なでられると、身体からだの緊張きんちようは自然にほぐれていく。

「……しょうがないから、機嫌を取られてやる」

「えらそうだな」

　小生意気な由の口調に、将人は愉快そうに微笑ほほえんだ。

「ありがたく機嫌を取らせてもらうか。──で、なにが良い？　この間は焼き肉だったし、今度はしゃぶしゃぶでも食いにいくか？」

「食い物で機嫌取りか……。ほんっと子供扱いだな」

「美味うまいもの食って機嫌が良くなるのは、老若男女ろうにやくなんによ共通だろう」

「そんなもん？」

「そんなもんさ。どうする？　しゃぶしゃぶじゃなく、また焼き肉のほうが良いか？」

「……最高級鹿児島県かごしまけん産黒豚くろぶたを買って。俺が自分で料理するからさ」

「なんだ。機嫌の悪い要因はそこだったか」

　我慢がまんさせて悪かったよ、となにやら誤解したらしい将人が、またわしわしと頭を撫でる。

（ま、いっか）

　由は将人の勘違かんちがいに便乗することにして、「まあな」と答えた。

「じゃあ、さすがの由でも食いきれないぐらい山ほど買ってやる」

「絶対だぞ」

　顔を覗き込んで念を押すと、将人は「はいはい」と苦笑した。

　頰に将人の手の平が触れ、その指がおそるおそるといった感じで、また唇に触れてくる。

「嚙かみつくなよ？」

　そんな風に言われると、なんだか無性に嚙みつきたくなる。

　だが、それではまた堂々巡どうどうめぐりだ。

　なんとか我慢した由は、嚙みつく代わりに唇をめくり上げようとする指先を舐なめてやった。

「お、大丈夫だいじようぶそうだな」

　将人は嬉うれしそうな顔をして、今度は唇を寄せてきた。

「……ん……」

　そっと唇に触れた唇が、頰に耳元にと愛いとおしそうに触れていく。

　背中に回された将人の腕は、苦しくない程度の力で由の身体を抱き寄せた。

（……けち）

　どうやら将人は大人の気遣きづかい発動中。

　たぶん今日はこれ以上に深いキスはしてもらえないだろう。

　由の身体にスイッチが入らないように注意しながら触れてくる将人の余計な気遣いに、由は心の中で舌を出した。

　それでも、ソフトなキスと抱擁ほうようは、身体だけじゃなく心にとっても心地ここち良いものだ。

　髪の毛を梳すいていく指先やくっついたところから染みこんでくる体温、繰くり返される優やさしいキスが、苛立いらだっていた気持ちをゆっくりと静めていく。

（……ああ、俺、疲つかれてたんだ）

　身体の力がすっかり抜ぬけると同時に、強い疲労感ひろうかんが襲おそってきた。

　色々あって、神経が高ぶっていたのは自覚していたけど、身体も疲れているとは気づかなかった。

　久しぶりに会う人々や思いがけない話の数々に緊張したせいで、身体に変な力が入ってしまっていたのかもしれない。

　将人の肩に額をぐりぐりと押しつけて、由は目を閉じた。

（やっぱり、ここが一番良い）

　由にとって、将人の腕の中が、この世で一番安心できる場所。

　ここ以外に望む場所なんてない。

　この気持ちを形にして将人に見せることができれば良い。

　もしそれができたら、将人だって二度とあんな無駄むだな質問をしないだろうに……。

　ぐったりと脱力だつりよくした身体を将人に預けたまま、由はとろとろと眠ねむりに落ちていった。
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　体育の授業に備えて更衣こうい室で着替きがえているとき、ロッカーの扉とびらの内側にある鏡に自分が映っているのに気づいた。

（……どっこも違ちがわないよな）

　由は鏡に顔を近づけて、マジマジと自分の顔を観察してみる。

　くるんと大きな眼、小ぶりな鼻と子供っぽくふっくらした唇くちびる。

　美容院に行くのが面倒めんどうで髪の毛は少し伸のびたが、全体的に見慣れた顔のままだ。

「──なに見とれてるんだ？」

　背後から今田に声をかけられた。

「見とれてない。見てただけ」

　振ふり向くと、今田が妙みように冷めた顔でこっちを見ていた。

「ふん、なるほど、見とれてたって顔つきじゃないか……。中津川、今週に入ってから、かなり機嫌きげん悪いよな」

「どんな風に？」

「もう一度鏡見て、自分で確認かくにんしろ。一目瞭然いちもくりようぜんだぞ」

　着替えていた今田は、そう言うと先に更衣室から出ていってしまった。

（見てわかれば、こんな顔してないっての）

　由はまた鏡を覗き込む。

　鏡の中の由は、むうっと唇を歪ませていた。

　機嫌が悪いからこんな顔をしてるんじゃない。

　わけがわからなくて、混乱してるだけだ。

（ピカピカしてないって、どういうことだよ）

　最近の将人は、由の顔を見て、ため息混じりにそう言う。

　小さな頃ころから、将人は由を見て、『ピカピカしてるなぁ』と良く口走っていた。

　クリスマスの電飾でんしよくでもあるまいし、人間が発光して点滅てんめつするはずもない。

　由はどういう意味だと何度か聞いたが、にやにやするばかりで答えてくれなかった。

　将人の口調や表情から、『ピカピカしてる』という言葉が、悪い意味で使われているわけじゃないことは由にもわかる。

　誉ほめ言葉ならまあ良いかと、子供の頃から短気だった由は、その言葉の意味を問いただすのを止めてしまったのだが……。

（今ごろになって言われても困るよな）

　将人は、伯父おじとの一件があった日から、由が『ピカピカしてない』と言うのだ。

　どうしてピカピカしてないんだと、何度も聞いてくる。

　将人が言うには、子供の頃から由はことあるごとにピカピカしていたのだそうだ。

　笑ったときにひょこっとのぞく犬歯でも光って見えるのかと聞いてみたのだが、将人は違ちがうと言った。

　機嫌がいいときばかりじゃなく、怒おこってるときや威張いばってるときにもピカピカすることがあるらしい。

　なにか悩なやみ事か、それとも体調でも悪いのか？　と将人は酷ひどく心配そうに聞いてくるのだが、生憎あいにくと由には心当たりはまったくない。

　いじめを受けていた時期も、将人は由の顔を見て『ピカピカしてるなぁ』と嬉しそうに言っていた。

　だから、悩み事なんかとは関係がないんじゃないかと由は思うのだが……。

（肝心かんじんの将人さんが、あれだもんな）

　ピカピカしてるって、どういうことだよと改めて聞いても、将人は言葉のとおりだと答えるのだ。

　俺の目には、おまえがピカピカ光ってるように見えたんだ、と……。

（そんなんじゃわからないってのに）

　将人以外の人から、ピカピカしてるなんて言われたことはないから、本当に光ってるわけじゃないのは間違いない。

　かつて小説家だったこともあるくせに、もっとうまい表現方法はないものか。

　由は単純明快な思考しかしないから、比喩ひゆ的表現の理解は苦手なのに……。

　将人が『ピカピカしてない』と言うから、由は混乱している。

　混乱しているから、将人の顔を見るとなんだか変に意識してしまって、顔がどうしても緊張きんちようしてしまう。

　それを見て、また将人がどうしたんだと心配して……。

　なにをどうしたらいいのか、さっぱりわからない。




　その日の夜、

「将人さん、お帰りっ！」

　由は鏡の前で何度も練習したように、玄関先げんかんさきで満面の笑えみを浮うかべたつもりだった。

　だが、将人にはやっぱり通じない。

「ただいま。──今日も曇くもってるなぁ」

　そう呟つぶやいて、酷く心配そうに由の頰ほおを撫なでる。

　将人にそんな顔をされると、由の気持ちだってどうしても沈しずんでしまう。

　由が沈んだ顔を見せると、将人がまた心配して……。

　悪循環あくじゆんかんの堂々巡りだ。

　由は、本当に困っていた。










　週末、一条家には、将人の友達ふたりが遊びに来ていた。

　由と将人が恋人こいびと同士になって以来、遠慮えんりよしてか平日の夜にしか遊びに来なくなっていたから、由が夕食を食べに来てと招待したのだ。

「由くん、こんぐらいで良い？」

　蒸したさつまいもをマッシャーで潰つぶしていた塚田つかだが、由に声をかける。

「まだ、もうちょい」

　ボールを覗のぞき込んだ由が答えると、塚田は「よっしゃっ！」と張り切って作業を再開した。

　塚田は人懐ひとなつこい笑顔が似合う長身の青年だ。

　かつて将人が小説家をしていた時代の担当で、将人の小説のファンだったとかで、いまだにしつこくもう一回筆を執とらないかと将人に誘さそいをかけている。

　塚田は、親戚しんせきから大量に送られて来たというさつまいもをお土産みやげに持ってきた。

　そのさつまいもで、由は現在おやつを制作中。

　オーソドックスにスイートポテトと、あとはさつまいもプリンを作る予定でいる。

「塚田さん、そのスイートポテトの完成品、明日会社に持っていけば？」

「嬉うれしいけど、良いのかな？　一条先生に怒られない？」

「大丈夫だいじようぶ。将人さんの分はまた改めて作るし、今日のデザートはこっちの焼きプリンだから」

　牛乳で茹ゆでたさつまいもと砂糖、卵などプリンの材料を入れたフードプロセッサーのスイッチをオン。この後、耐熱たいねつ容器に入れて焼く予定だ。

　そして本日の夕食は黒豚くろぶたづくし。

　本当はトンカツパーティーにしたかったのだが、将人ともうひとりの客人に、油ものだけのメニューは嫌いやだと却下きやつかされた。

　もうひとりの客人、氷藤からは、注文をつけたんだからなにか手伝うよと言われたが、由はとりあえず遠慮していた。

　手伝いをしてもらうには、氷藤は少々存在感がありすぎて緊張してしまうからだ。

　将人が勤める会社『ice cube──アイス・キューブ』の社長でもある。氷藤は、会社に居るとき以外は将人に対して後輩としての立場で接している。

　今はリビングのほうで、手みやげに持ってきたスコッチを将人と一緒いつしよに飲んでいた。

　余熱の完了かんりようしたオーブンに容器を入れ、タイマーをセットしていると玄関げんかんの呼よび鈴りんが鳴った。

「俺が出るよ」

　止める間もなく、腰こしの軽い塚田が玄関に向かった。

　一条家のインターフォンは外門のところについていて、普通ふつうの客人はそっちを使う。

　玄関の呼び鈴を使うのは、外門のロック解除のナンバーを知っている親しい人々だけ。

　将人の友達達以外で知っているのは将人の叔母おばの節子だけで、由はこの女性がちょっとばかり苦手だったりする。

　とはいえ、客人に相手をまかせるわけにはいかない。

「……俺も行かなきゃな」

　ため息をつきつつ、由もその後を追った。

「社長！　いつ帰って来たんですか!!」

　覚悟かくごを決めて玄関に向かった由の耳に、心底驚おどろいたような塚田の大声が飛び込んできた。

　氷藤も社長と呼ばれる立場の人間だが、塚田が社長と呼ぶのは違ちがう人物だ。

　将人の大学の後輩で、やはり起業する際に将人が資金援助した、塚田が勤めている児童書メインの出版社『生駒書房いこましよぼう』の社長、桐生きりゆう。

「帰ってきたんだ！」

　以前は塚田や氷藤と同じように、一条家に遊びにきてくれていたのだが、ここ最近はどうしたわけか海外出張に行ったまま十ヶ月以上も帰国せず、なにかあったんじゃないかとみんな密ひそかに心配していたのだ。

　パタパタと走って玄関へと向かった由は、久しぶりに見る顔をそこに見つけて、満面の笑みを浮かべた。

「桐生さん、おかえりなさい。久しぶりっ！」

「やあ、由くん、久しぶり～」

　桐生は、面長おもながであること以外はさして特徴とくちようのない顔に、のほほんとした笑みを浮かべていた。

　百九十を超こえるひょろっとした長身、会わない間に髪かみの毛まですっかり長くなっていて、ぴっちり後ろでひとつにくくっていた。

「桐生さん、あちこち長いのは相変わらずだけど、なんか少し瘦やせた？」

「金なくて食事の量減らしてたからね。由くんは相変わらずちっさいね～」

「最後に会ってから確実に三センチは伸のびてるっ。──お腹空すいてるなら、すぐご飯の支度しよっか」

「ああ、急がなくても大丈夫。機内食がっちり食べて来たから」

「そ？　どこの国から帰ってきたんだ？」

「ん～っとね──」

「そこまでだ」

　マイペースで話す桐生と由の会話を、遅おくれてやってきた将人が止める。

「キリがないから、とりあえず中に入れ」

「それもそうか。──桐生さん、空港から直接家に来たんだ」

　大きなスーツケースをガラガラと玄関に引き入れる桐生を見て、由は首を傾かしげた。

「駒子こまこさんに、ちゃんと帰国したこと知らせた？」

　駒子は桐生の妹で、生駒書房の副社長、さらには塚田の彼女でもある女性だ。

　兄妹で一緒のマンションで暮らしているはずなのだが。

「うん、一回マンションには戻もどったから……。でも、なんか怒おこってるみたいで玄関のチェーン外してもらえなくてさ～。仕方ないから、こっちにきたんだ」

「……社長、自業自得です。駒ちゃん、すっごい心配してたんですからね」

　桐生の手からスーツケースを受け取りながら、塚田が言った。

「みたいだね。ほとぼりが冷めたら、ちゃんと謝っとくよ」

　靴くつを脱ぬいで桐生が玄関に上がる。

　由が慌あわててスリッパを出そうとしたら、氷藤が「由くん、待った」と、ぐいっとエプロンのヒモを引っぱって引き止めた。

「なにか、臭におわないか？」

　氷藤の言葉に、将人も頷うなずく。

「俺もさっきから気になってた」

「社長、変なもの買ってきてませんか？」

「臭いがするようなお土産は買ってきてないよ。臭うとすれは洗濯せんたく物ぐらいかな」

「スーツケースの中の洗濯物がこんなに臭うわけない。──臭ってるのは生身だ」

　氷藤が断言する。

「え？　生身」

　ってことは……と、由が桐生を見ると、桐生はちょうど自分の肩かたのあたりの臭いを嗅かいでいるところだった。

「臭わないけど？」

「おまえは鼻が麻痺まひしてるんだよ。最後に風呂ふろに入ったのは何時だ？」

　氷藤の質問に、桐生は「え～っと」と両手の指を折りはじめた。

「うわっ、そんなに……」

　結ばれた髪の毛が妙みようにぴっちりして見えたのは、単純に汚よごれていただけらしい。

「……もういい、とにかくおまえはバスルームへ直行しろ」

「あ、じゃあ俺、お湯溜ためてくる」

　走り出そうとした由は、今度は将人にエプロンのヒモをつかまれて止められた。

「汚きたないからあいつに構うな。──塚田、おまえんところの社長だろう。おまえ、面倒めんどう見ろ」

「え～、嫌ですよ。社長はこの家に何度も泊とまってるんだし、子供じゃないんだからひとりでも大丈夫ですって」

「駄目だめだ」

　ごねる塚田に、氷藤が冷たく言った。

「そいつは変なところでずぼらだから、見張り役は必要だ。塚田、完全に綺麗きれいになるまでバスルームから出すな」

「氷藤さんまで……。見張りなら厳しい氷藤さんのほうが適任です。親友なんでしょう？」

「そんな小汚こきたない奴やつは知らないな」

「氷藤～、竹馬の友に対して、その言い草は冷たすぎない？」

「気色悪いこと言うな。さっさとバスルームに行かないと本当に縁えんを切るぞ」

　うっすらと迫力はくりよくのある笑みを浮うかべた氷藤に冷ややかな声で告げられて、諦あきらめた桐生がしおしおとバスルームへ向かう。

「おまえも行け。未来のお義兄にいさまの背中を流してやるんだな」

　それをぼけっと見送っていた塚田も、将人に言われて渋々しぶしぶと後を追った。

（哀あわれ……）

　由は、しょんぼりとした塚田の背中を見てそう思ったが、桐生が目の前を通り過ぎていった際に漂ただよってきた臭気しゆうきに、さすがに後を追う気にはなれなかった。

「桐生さんの着替きがえ、用意したほうが良いよな」

　とりあえずできることをやろうと、ランドリールームに向かって、パタパタと走った。

　着替えを用意した由は、今度はバスルームに向かう。

「着替え、ここに置くから。来てた服は洗濯しとくからな」

　浴室との扉越とびらごしにそう話しかけると、カラカラと扉とびらが開いて、シャツの袖そでとジーンズの裾すそをまくり上げた、悲壮ひそうな表情の塚田が顔を出した。

「洗濯するなら、由くん達の洗濯物とは別にしたほうが良いよ」

「そんな汚い？」

　塚田はコクコクコクッと高速で何度も頷く。

「ボディソープ大量に使っても泡あわもでないし、シャワーでお湯かけると排水孔はいすいこうに赤潮みたいなのが溜まるんだ」

「す、凄すごいね」

　由がビビると、塚田はまた高速で何度も頷いた。

「申し訳ないんだけど、俺にも着替え用意してくれるかな。捨てる予定の服でも良いからさ」

「わかった」

　塚田の着替えを用意した後は、泊まるつもりらしい桐生のために、いつも彼が泊まっていくときに使う部屋を整えたり、お菓子かし作りの続きやら夕食の支度やらに慌ただしく動き回る。

　ここ最近ずっと混乱していたことさえ思い出せないほど、日曜日の午後はバタバタと忙いそがしくすぎていった。







　夕食は予定通り黒豚くろぶたづくし。

　トンカツに黒豚の野菜巻きと肉豆腐にくどうふ、豚シャブサラダに豚汁とんじる風のみそ汁等々、由は張り切って大きなテーブルいっぱいに大量の料理を並べた。

　今晩の話題のメインは、十ヶ月ぶりに帰国した桐生をお誕生日席に座らせての事情聴取ちようしゆだ。

「……予定の日程が五倍に延のびて、それで予定通りの旅だったとぬかしやがるか」

　あきれ顔の将人に言われて、十日以上溜め込んだ垢あかと脂あぶらと埃ほこりを落としてすっかりさっぱりした桐生が「そうだよ」とのんびり頷いた。

「ヨーロッパ回ってマイナーな絵本作家の発掘はつくつの仕事ちゃんとやってから、趣味しゆみでアジア諸国を巡めぐってきただけ」

　ちゃんとしたホテルに泊まる金さえ惜おしんで、好き勝手にあちこち飛び回ってきたらしい。

「巡ってきただけって……。この三ヶ月、会社に一度も連絡入れないでですか？　社長の捜索そうさく願を出したほうがいいんじゃないかって、社でもみんなで騒さわいでたんですよ」

　桐生を洗い上げた後、しっかり汚れてしまったバスルームまで自主的に掃除そうじした塚田が、不満げな声を出した。

「でも、捜索願とか出してないよね？」

「副社長で身内の駒ちゃんが、出さなくて良いって止めるから……」

「ほら、別に連絡入れなくても駒子にはちゃんと通じてたんだし、問題なし」

「でも駒ちゃん、凄く心配はしてたんですよ。最近はずっと機嫌きげんも悪かったし」

「みたいだね～。でもまあ、数日待てば機嫌もなおるから」

「そんな、社長ぉ」

「塚田、無駄むだ」

　情けない顔で自社の社長の顔を眺ながめている塚田に、氷藤が突つっ込む。

「なに言ったところで、のらりくらりかわすだけで響ひびかないんだから、ほうっとけ」

「それはそうかもしれないけど……」

「響かないっていうより、苦情を言われるのも予定通りなのかもしれないぞ。……ビザの都合もあるわけだし、思いつきの行き当たりばったりであちこちの国を巡るってわけにゃいかないしな」

　将人が言った。

「それって、もしかして……」

「おまえらに旅行計画を話せば反対されるってわかりきってるから、勝手に事後承諾しようだくってことにして出掛でかけたんじゃないのか？」

「先輩せんぱいの言うとおりかも……。こいつならやりそうだ」

　将人の推測に、氷藤が深く納得なつとくする。

「そんなぁ。じゃあ、ここ数ヶ月の俺たちの心労は無駄だったってことですか？」

「心配料として特別手当でも出させれば？」

「無理ですよ。うちの会社は、氷藤さんとこみたく凄くもうけてるわけじゃないし……」

　そんなことしたら経営に響きます、と塚田ががっくり肩を落とす。

「おまえら社員が、そんな風に会社を思って泣なき寝入ねいりするのも、あいつの予定通りなんじゃないのか？」

　将人が桐生を指さす。

　大人おとな組の中でひとりだけアルコールを一切飲まない桐生は、周りの話題を完全にシャットアウトして、のほほんと幸せそうな顔で肉豆腐をご飯に載せて美味うまそうに食べている。

（桐生さん、相変わらずだ）

　口いっぱいに頰張ほおばった自作のトンカツのジューシーさに満足しつつ、由はひとり微笑ほほえむ。

　馬耳東風でのんびりマイペース、夢と遊び心だけで生きてるような人で、将人の友達の中では一番の困ったちゃん。

　だが不思議とその周囲には、彼とは真逆の面倒見の良いしっかりした人間が多く集まってきてサポートしてくれているようだ。

　ある意味、運がいい人なんだろう。

「由くん、お代わり良い？」

「ん、いっぱい食べてって」

　ご飯と豚汁とを両方よそって出すと、桐生は「由くん、また料理の腕うで上げたんじゃない？」としみじみと美味おいしそうに食べはじめる。

「そ？」

「うん。漬つけ物も良い感じだしね」

「ありがと。もっと食べな」

　これもこれも、と由は取り皿に料理を盛って、桐生の前に並べた。

　由がまだ料理が不馴ふなれだった時期、桐生はおままごとみたいだと面白おもしろがって、進んで料理の練習台になってくれた。

　さすがにこれは食べられないなと思うような料理でも、異国の郷土料理だと思えばなんとか食えるし勿体もつたいないからと食べてくれていたから、美味しいと思ってもらえる料理を食べてもらえることが余計に嬉うれしい。

「そうだ。お土産みやげがあったんだっけ」

　ふと思いついたように、桐生が立ち上がりかけたが、

「社長、それは食事の後に……」

　と塚田に止められた。

「え～、今回はけっこう自信作なんだけど」

「止めとけ。臭におうと困る。ここでスーツケースは開けるな」

　桐生は未練たらたらだったが、将人の言葉に渋々頷しぶしぶうなずいた。

「どうせまたろくでもないもの買ってきたんだろう？　インドの仏像とかオブジェ関係だったら、絶対に受け取らないからな。おまえの会社にでも飾かざっとけ」

　インドの神々を偏愛へんあいする桐生は、そっち系の仏像のコレクターでもある。

　将人は大学時代、後輩こうはいの桐生からお土産だと十五センチ程度の小型の仏像をもらったことがあったそうなのだが、深夜仏像を飾った場所から変な声が聞こえてくるようになったとかで、それ以来、桐生からのお土産は滅多めつたに受け取らなくなっていた。

「そう言われると思ったから、先輩にはお土産はないです。お土産は由くん用ですよ」

「え、俺？　なになに？」

　好奇こうき心満々で由は身を乗り出した。

「アンティークの写真立て」

　自信満々に桐生が言った。

「あ、それ、良いかも」

　由は自分の部屋に両親の写真を何枚か飾っていたが、その中にはただボードに貼はり付けた写真もある。きっと写真立てに入れたほうが写真の傷いたみも少ないだろうと嬉しくなった。

「アジア系のお土産はどこでも不評だから、今回はヨーロッパで仕入れてきたんだよ」

「へえ、おまえにしちゃまともそうだな」

「ホント、珍めずらしい」

　将人と塚田が意外そうな顔をしたが、氷藤はひとり訝いぶかしげに眉まゆをひそめていた。

「みんな、あまり油断しないほうが良い。桐生のお土産ですよ？　しかもアンティークだ。普通ふつうの品であるはずがない」

　氷藤の指摘してきに、桐生は「よくわかるなぁ」と嬉しそうな顔をした。

「実は、その写真立て、素敵な曰いわくつきの品なんだよ」

「曰くつきって、どんな？」

　由が身を乗り出すと、「実はね」と桐生がまるで子供みたいに楽しそうな顔をした。

「満月の晩、月の明かりに写真立てをかざすと、写真の中の人物の姿が徐々じよじよに変わるんだってさ」

「なにに？」

「狼おおかみ男に」

　ギョッとした由に、「夢があって良いだろ？」と自慢じまんそうに桐生が言う。

「良くないっ」

　そんな写真立てをもらっても使い道に困るだけだと、由はきっぱり受け取り拒否きよひした。

「誰かいらない？」

　桐生の問いに、頷うなずく者は誰もいなかった。







「なんでいらないかな～。こんなに綺麗きれいなのに……」

　木材で作られた蔓草つるくさの透すかし彫ぼりが綺麗な写真立てを眺めながら、桐生がひとりごちる。

「曰くつきでなきゃ良かったんだけどな」

　由はふたり分のお茶を淹いれながら苦笑くしようした。

　夕食後すぐ、機嫌が悪いであろう恋人こいびとのご機嫌伺きげんうかがいに行くからと塚田が帰り、明日は月曜だからと氷藤は早めに帰宅して、将人はお風呂ふろ中。

　ご機嫌取りにいった塚田からの報告で、桐生はやはり一条家に泊とまることになった。

「確かに曰くつきだけど、本当かどうかはわからないんだよ。だからね、満月ごとに写真立てを眺める楽しみごと、お土産のつもりだったんだけどな」

　駒子にでもやるか、と桐生が呟つぶやく。

「駒子さん、嫌いやがらないかな」

「いや、あいつは喜ぶよ。間違まちがいなく塚田の写真を入れるだろうけどね」

「あ、もしホントにその写真が狼男になったら、写メで送ってって駒子さんに伝言して」

　興味をそそられた由が頼たのむと、面白おもしろがってる癖くせになんでいらないっていうかなぁと、桐生は首を傾かしげた。

「飾る写真がない。両親の写真をそんな実験に使う気しないし」

「だったら先輩の写真でも飾ったら？」

「将人さんの？　毎日顔見てるのに、部屋に写真を飾る気にはならないって」

「ふうん。恋愛れんあい関係に発展しても、そういうところは今までとそんなに変わってないのか」

　桐生は納得したように言って、ずず～っとお茶をすすった。

（うわっ、早っ）

　帰国したばかりなのに、いつの間に聞いたのか。

「……桐生さん、それ誰に聞いた？」

「塚田」

「ああ、バスルームでか」

「正直、びっくりしたよ。──俺、大学時代から、先輩の意中の人は由くんのお母さんだと思ってたからね～」

「母さん？」

　思いがけない発言に、由はキョトンとした。

「人間に興味を持たない先輩せんぱいが、近所づき合いなんかしてるって変だろう？　だから、きっと隣家りんかの人妻に秘めたる恋こいでもしてるんだろうなって思ったんだよ」

「……それ、ないと思う」

　相手が自分の母親だからというわけじゃなく、将人と秘めたる恋ってのが、由には微妙びみようにしっくりこない。

「そうみたいだね。もし、先輩が本当に由くんのお母さんに片思いしてたんなら、由くんには手を出せなかっただろうしな」

「なんで？」

「だって、由くんとお母さんってそっくりなんだろう？　似すぎてると、どうしても身代わりっぽくなっちゃいそうだし……。子供の頃ころから特別扱あつかいで可愛かわいがってた由くんを身代わりにするだなんて、いくら先輩が傍若無人ぼうじやくぶじんでもできっこないだろうし」

　そこまで言ってから、「あれ？」と桐生はひとりで首を傾げた。

「ってことは、そうか……。最初から、由くんが意中の人だったってことか」

　先輩ってショタコン？　と聞かれて、力が抜ぬけた由はバタッとテーブルに突つっ伏ぷした。

（ほんっと、相変わらずだ）

　マイペースな桐生は、人に対する遠慮えんりよや気遣きづかいをすべてすっ飛ばして、その場で思ったことをろくに考えもせずなんでもしゃべる癖がある。

　奇抜きばつな発言にいちいち真剣しんけんに反応するのは無駄むだだし、疲つかれるだけだ。

「それもないと思うけど……。もしそうだったら、もっと小さい頃にこういう関係になってただろうしさ」

　そもそも、こんな関係になるきっかけを作ったのは由のほうなんだから、あり得ない話だ。

「それもそうか……。──俺が知ってるって、先輩には気づかれないほうが良いかな？」

「平気。俺たちのこと、塚田さん達にばらしたのは、将人さんだから……」

　──さっさとばらしたほうが、おまえだって気楽だろう？

　氷藤と塚田にふたりの関係をばらしたとき、将人はそう言った。

　あのときは、確かにそうかもと納得したけど、今になって思い返すと少し不満が残る。

　ばらす前に一言相談なり、前振りなりして欲しかったと……。

「なるほどね。情緒じようちよ不安定ってのも本当だ」

　つい考え込んでしまっていた由は、桐生の言葉にハッと顔を上げた。

「いま俺、変な顔してた？」

「ここんところ、ギュッと皺しわが寄ってたね」

　桐生は眉間みけんを指さして笑う。

「由くんが、そんな風に考え込むとこ、はじめて見た」

「そっかな。情緒不安定ってのは、誰に聞いた？」

「それも塚田。由くんが元気ないから、少し気晴らしさせてやってくれって先輩に頼まれたって」

「そんなこと言ったんだ」

（子供扱いして……）

　そんなことまでお膳立ぜんだてされるのは、ちょっと気に障さわる。

　一時の気晴らしでどうにかなるような問題じゃないような気もするし……。

「また眉間に皺がよってるよ」

「ん」

　由は指先で眉間を押さえた。

「俺が情緒不安定だからって理由でご機嫌取きげんとりしろなんて言われたんじゃ、塚田さん達も迷惑めいわくだよな」

「それで迷惑だと思うような人間を、先輩は呼びつけたりしないさ。由くんが気にすることじゃない」

　その言葉を聞いた途端とたん、指の下の眉間がギュッと動くのがわかった。

「まただ。──情緒不安定の原因はなんなんだい？」

「なにって……」

　ズバッと聞かれて、由は言葉に詰つまる。

「……なにって言われても……」

　原因は、『ピカピカしてない』という将人の言葉だ。

　でも、なにがどう『ピカピカしてない』のか、由自身にはさっぱりわからない。

　すっかり困ってしまった由は、むうっと唇くちびるを引き結んだ。

「ふ～ん、なるほどね」

　桐生は腕組うでぐみをして、ふんふんと頷く。

「要するに、反抗はんこう期なんじゃないの？」

「はん……こうき？」

「あれって、普通ふつうは中学生ぐらいだったっけ？　由くんは環境かんきようがこんなだから、少し遅おくれて来ちゃったんだよ。きっかけはなにかな。先輩との関係が変わったせい？　友達が保護者ってのもちょっと変わってたけど、今度は保護者が恋人になったんだもんな。そりゃ、混乱もするか……。──でも、大丈夫だいじようぶ。反抗期なんて誰にでもあることだから」

　気楽な調子で言われて、由はちょっとむっとした。

「子供扱いして欲しくない」

　桐生はちょっと困った顔でため息をつく。

「由くんは、まだ子供だろう？」

「そりゃ年齢ねんれい的にはそうでも、実際は違ちがう。家のことだってなんだって、自分ひとりでちゃんとやれるしさ」

「そういうことじゃない。──ほら、家事は一切できなくても大人おとなだからね」

　桐生が自分の顔を指さす。

「大人っていうわりには無責任なことしてるじゃないか。社長のくせに、何ヶ月も行方ゆくえ不明だったりさ」

「耳が痛いなぁ」

「特に最近はテロとかで危険なことも多いし、みんな本当に心配してたんだからな」

　こういうことを言っても、きっと言うだけ無駄。さらりと聞き流されるだけだろうと由は思っていたのだが。

「うん、わかってる」

　桐生は珍めずらしくしっかり頷うなずく。

「自重はしてる。今回も雲行きが怪あやしそうな国には近寄らなかったしね。──俺は、みんなが心配してくれるのは百も承知の上で、こういう自分勝手なことをしてる。困った奴やつだと怒おこられるし文句も言われるけど、時間が経たてばみんな許してくれるってことも俺は知ってる。だからこそ、安心して無茶ができるんだよ」

「……どういう意味？」

「甘えてるってことさ」

「ずるい」

「そうかな？　俺は持ちつ持たれつだと思ってるけどね。俺の持ち味は自分の欲求に正直で自分勝手なところ。児童文学や絵本が大好きで、運良く出資してくれそうな先輩が近くにいてちょうど良いからって、思いつきで出版社をつくってみたりね。……でも、思いつきだけじゃ会社は維持いじできない。それもわかってたから、妹や塚田達を巻き込んだ。あいつらなら地道に足場を固めて、会社を育ててくれるだろうと思ったから」

　ひとりひとりの能力には向き不向きがあるし、限界もある。

　お互たがいに足りないところを補い合って、うまい具合に組織として機能してるんだと桐生は言った。

「でも、やっぱりずるい」

「そういうことを言うから、まだ子供なんだよ」

「意味わかんない」

　むうっと由は唇を歪ゆがめた。

「きっちり対等でいられることなんて、実際にはそうそうないもんなんだよ。この世の中はけっこう不公平にできてるからね。生まれた環境、性別、学歴、年齢や能力の差、諸々もろもろの条件でズレは生じる。そのズレを埋うめる手段が、甘えたり頼たよったり許したりして、補い合うことだと思うんだけどね」

「子供の甘えと大人の甘えはどう違うんだろ」

「信頼しんらいと……理解……かな？」

「どういう意味？」

「どういうって……言葉で説明するのは難しいなぁ」

　う～んと腕組みをして桐生が悩なやむ。

　由は答えをじ～っと待っていたが、なかなか答えが出ないので、この隙すきにと二杯はい目のお茶を淹いれるべく立ち上がった。

　急須きゆうすにお湯を入れ振ふり向くと、立ち上がった桐生が足音を忍しのばせて、キッチンから出ていこうとしている姿が視界に入った。

「……桐生さん？」

「ごめん由くん、長距離ちようきよりフライトで疲れてるから、また今度ね」

　おやすみ～っと言いながら、桐生が慌あわててキッチンから逃にげていく。

「ちょっと、桐生さんっ！」

　由が呼び止めても、振り向きもしない。

（……逃げた）

　答えるのが面倒めんどうになったのかもしれない。

　聞こえないふりと脱走だつそうは桐生の得意技だが、今まで由相手のときに限っては得意技を発動しなかったのに……。

「ずるいっ！」

　由が仁王立ちで怒っていると、風呂ふろあがりの将人がキッチンに顔を出した。

「由、なに怒ってんだ？」

「桐生さんがずるいんだ。話の途中とちゆうで逃げたっ！」

「あいつが卑怯ひきよう者なのはいつものことだ。怒ったって無駄むだだぞ」

　怒って訴うつたえる由に、タオルで髪かみを拭ふきながら将人がしたり顔で言う。

「無駄って……。そういや将人さんって、桐生さんがなにやってもあきれるだけで、怒らないよな」

「怒ってどうにかなるような奴じゃないからな。今でも懲こりずに怒るのは、駒子ぐらいのもんじゃないのか？」

「……みんながそうやって甘やかすから、調子に乗るんだ」

「いや、あいつはみんなに見捨てられたとしても、自分勝手に生きるほうを選ぶと思うぞ。──その場合、今よりもっとヤバイ真似まねをやらかすだろうがな」

「……ふうん」

　みんなが心配しているのがわかっているから自重してると、さっき確かに桐生は言った。

　将人は、そんな桐生の考えをちゃんと理解しているようだ。

（俺には、ぜんっぜんわからない）

　桐生とは、この家で由が暮らすようになってから知り合った。

　のほほんとマイペースな桐生は、孤児こじになった由に遠慮えんりよして、他ほかの人が口にできないような話題でも平気で口にする。

　それを無神経だとは思わなかった。

　むしろ腫はれ物を扱あつかうような態度よりは好ましく思えた。

　だからすぐに仲良くなれたし、信頼できる人だと思っているのだが……。

「今日は調子良さそうだったのに、ま～た曇くもっちまったな」

　考え込んでいると、将人の手が頰ほおに触ふれ、軽くほっぺたを引っ張られた。

「いひゃい。……桐生さんが、反抗期だって」

「あ～、そりゃ盲点もうてんだった」

　そうなのか？　と将人が真顔で聞いてくる。

「違うっ！」

　むきになった由が思いっきり否定すると、頰をいじっていた将人の手がびくっと離はなれた。

　由にとって反抗期は、子供が成長過程でかかる麻疹はしかのようなものという印象がある。

　そうだと認めたら、自分がまだまだ子供だと認めるようなものだ。

「まあ、わざわざ分類することもないか」

　将人の手がもう一度戻もどってきて、ぐりぐりと頭を撫なでた。

「スッキリできそうなきっかけが、早くつかめると良いな。──そうだ。今度はおまえの友達を家に呼んでみたらどうだ？」

「俺の？」

「ああ。女の子達なら、手作りお菓子かしでつれば一発でひっかかるだろうしな。たまにはそういうのも賑にぎやかで良いんじゃないか？」

「ん。気が向いたらな」

（無理しちゃって……）

　将人は気心の知れた人以外が家の中に入るのをいつもは嫌きらう。

　由が元気になればと気を遣つかってくれているんだろう。

　頭を撫でる手の感触かんしよくが気持ちよくて、由はぺたっと将人の胸に顔をくっつけた。

　将人からは、柑橘かんきつ系の香かおりがする。

（ボディソープの匂におい）

　由が自分で選んで買ったものだから、すぐにわかる。

　将人が使うもの、身につけるもの、すべてが家事を担当している由の管理下。

（……でも、この中身はわからない）

　ふっと、由は不安になった。

　最近の『ピカピカしてない』発言もそうだが、それ以前、伯父おじの家に引き取られたほうが良いんじゃないかと由に聞いてきた、あの無駄な質問の真意もわからない。

　わからない、というその曖昧あいまいな感覚が由の心に不安を呼び込む。

　ついこの間までは、将人のことなら、それなりにわかってるつもりだった。

　小さい頃ころからずっと一緒いつしよに遊んでくれていた隣家りんかの住人。

　親友で家族で恋人こいびとで、由のことを一番に考えてくれている人。

　やる気のない面倒くさがりでぶっきらぼう、でもその実とても情が深いところがある人。

　由はずっとそう思っていたけど、以前、氷藤は違ちがうふうに言った。

　将人は、基本的に排他はいた的で、意識的に壁かべを作って他人を弾はじいているのだと……。

　そう言われたときは、将人をけなされたような気がしてむっとしたし、絶対に違うと思った。

　でも、今は少し違う。

　かつては、そういう時期もあったのかもしれないと考えるようになっている。

　将人が、少しだけ由が知らなかった昔のことを話してくれたことがあったからだ。

（もっと昔のこととか色々聞いて知っていけば、将人さんの言葉の意味もわかるようになるのかな）

　いったいなにをどれだけ聞けばわかるようになるのか……。

　なんだか、途方とほうもない話のように思えた。
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「由、なに読んでんの？」

　操に聞かれた由は、口の中のおにぎりをごっくんと飲み込んでから答えた。

「カウンセリングの本」

　反抗はんこう期、と言われたことが少し引っかかっていたのだ。

　違うと頭ごなしに否定しただけじゃ、あまりにも頑かたくなすぎる。

　とりあえず調べてみて判断しようと思って、図書室から借りてきた。

　だが家にはまだ桐生がいるから、学校にいる間に読んでしまおうと、行儀ぎようぎが悪いけど昼食を食べつつ本を開いていた。

「また変わった本に手を出したもんね。どうかしたの？」

「保護者の友達に反抗期じゃないかって言われたから、ちょっと調べてるだけ」

「由くんが反抗期？」

　似合わないと、桂子が首を傾かしげる。

「由、一条さんとギクシャクしてるの？」

「別に……。ただ、こう、なんか混乱して、ぐるぐるしてるだけ」

「ぐるぐる？」

「ん。──操は反抗期やった？」

「反抗期やった？　って聞かれるのって、なんか変な感じ。病気じゃないんだから自分じゃわかんないよ」

「桂子は？」

「反抗期だって言われたことはあるけど……。でも反抗期なんて、自我を持った子供が手に負えないって思った親達が作り上げた、保護者側の概念がいねんでしょう。自分はいま反抗期だなんて思う子供なんているのかな？」

「だね。調べてみようって思う時点で、なんか違ちがってるような気がする」

「それもそうか……」

　本の文章を目で追っていても、やっぱりしっくりこない。

　思春期に起こる第二次反抗期、自我がしっかり発達してきた子供が、今まで盲目もうもく的に尊敬し信頼しんらいしていた親や大人おとなを、自分と同じ人間として観察しはじめることによって、反抗心を持ったり反発したりすること……。

（違うよな）

　将人を信頼してるけど、盲目的にどうこうっていうのとはちょっと違う。

　子供の頃から、将人が少しばかり偏屈へんくつで変わったところのある人だとわかっていたし、実はカエル嫌ぎらいという愉快ゆかいな弱点があることも知っていた。

　将人が自分の保護者なんだって認識にんしきはちゃんとあったけど、それと同時に、由には自分もまた、将人の面倒めんどうを見ているんだという自負があった。

　つまりはギブアンドテイクで、そういう意味では対等だと思ってきたのだ。

　ふたりの関係が恋人へと変化したことで、余計にその気持ちは強くなったのだけど……。

（将人さんは、どうなんだろ）

　由を引き取りたいという伯父からの申し出に対して、将人は即座そくざに却下きやつかせず、由にどうする？　と再考を促うながした。

　血縁けつえん者に引き取られるのは、由にとって悪い話じゃないからと。

　こっちの道を選んだほうがおまえのためなんだよと、大人の立場から再考を促しただけだと将人は言うけど……。

（上から目線っていうか、遠慮がちっていうか……）

　むうっと本を眺ながめたまま考え込んでいると、「由」と操に名前を呼ばれた。

「なに？」

「あんま悩なやむと、知恵ちえ熱が出るよ」

「……知恵熱？」

　操のからかう声に、それはあるかも……と由は気づいた。

　桐生からも指摘してきされたけど、最近の由は以前に比べると考え込むことが多くなった。

　もちろん以前から考え事はしていたけど、短気なせいもあって、さほど悩まずに自分の中でさっさと決着をつけることができていたのだ。

　でも、最近の由にはそれができない。

　自分はこう考えているからそれで良いと、そんな風に強気で結論づけて、ずっと自分の気持ちだけに正直に行動してきた。

　でも、それが必ずしも良いことだとは限らないと由は知ってしまった。

　桂子には自分が単純すぎたせいで悲しい顔をさせてしまったし、伯父には自分が傷つくの嫌いやさに連絡れんらくを取るのを怠おこたっていたせいでずっと誤解されていたことに気づかず、後悔こうかいをさせてしまっていた。

　自分の考えが足りないせいで、大切な人達に悲しい思いをさせてしまった。

　その事実が、けっこう応こたえてしまっていたんだろう。

　また同じ失敗をしたくない。

　その思いが、知らず知らずのうちに由を慎重しんちようにさせていた。

（俺、臆病おくびようになったのかな）

『ピカピカしてない』という将人の言葉。

　以前の由だったら、そんなわけのわからない戯言たわごとに耳を貸さなかった。

　そんなの将人の気のせいだと断言できた。

　でも、今はもうできない。

　自分で気づけていないだけで、将人の目には、確かに変わってしまったなにかが映っているのかもしれないと不安になってしまう。

　そして答えのでない問題を考え続けて、ぐるぐるして……。

（……めんどくさい）

　人の気持ちなんかお構いなしでマイペースしてる桐生がちょっと羨うらやましい。

　羨ましいけど、それでも由には桐生のような真似は絶対にできない。

　自分の迂闊うかつな言葉で、大切な人達を悲しませたり怒おこらせたりするのは嫌だ。

　だから、もっと周囲を良く見て、慎重に考えないと……。

　知恵熱上等！　と、由はひとりで決意を新たにした。







　帰り道、由は駅に向かいながら夕飯のメニューを考えていた。

　普段ふだんだったら、将人の好みを考慮こうりよしてメニューを決めるが、今日はお客がいる。

（桐生さん、今日はなに食べたいかな）

　久しぶりに日本に帰ってきたんだから、やっぱり和食だろうか？

　昨日は、黒豚くろぶたづくしでこってり系だったから、今日はもうちょっとさっぱりしたものを……などと考えていると、鞄かばんの中の携帯電話けいたいでんわからメールの着信音が聞こえてきた。

　手にとって、パカッと開いて画面を見る。

（塚田さんからだ）

　長いメールには『駒こまちゃん、ツンデレ全開』というタイトルがついていた。

　今、桐生は生駒書房にいて、妹の駒子のご機嫌伺きげんうかがいをしている。散々怒られてはいるが、駒子は許しそうなそぶりを見せはじめていて、この調子だと桐生もなんとか今晩は自宅に帰れそうな雲行きだと、メールには書いてある。

　携帯を持たない桐生の代わりに、塚田が現在の状況じようきようを連絡してくれたのだ。

（塚田さんって、気配り屋さん）

　桐生が自分で連絡するはずがないと知っているから、由が夕食の支度をする前にと、このタイミングで知らせてくれたに違いない。

（となると、将人さんの食べたそうなもの……）

　なににしよっか……と考えているうちに駅に到着とうちやくしていた。

　携帯を鞄にしまってから定期を取り出し、改札に向かいかけたところで、背後からポンと肩かたを叩たたかれる。

　由は、反射的に振ふり向いた。

　するとそこには、歳の頃ころは二十代後半、赤みの強い紅茶色の瞳ひとみと茶褐色ちやかつしよくの髪かみがやたらとキラキラしく見える派手な顔立ちの外国人がいて、由に親しげに微笑ほほえみかけていた。

（……誰？）

　外国人に知り合いはいない。となると……。

「英会話とか、興味ないですから」

　先手必勝とばかりに、サクッと断ってみた。

「ああ、そういうのとは違ちがいます」

　外国人は流暢りゆうちような日本語で言うと、ゆっくりとした動作で大きく首を振る。

「一条将人さんの養子の由くんですよね？」

「そうですけど」

「君、一条さんがどんな仕事をしてるか、知ってますか？」

「知ってます。囲碁いごや将棋しようぎの相手をしてるんですよね」

「そう。その勝負、観戦したくありませんか？」

　にっこりと微笑んだ外国人が、屈かがみ込んで由の顔を覗のぞき込みながら聞いてくる。

「観みたいっ！」

　以前から将人の仕事に興味があった由は、つい条件反射で頷うなずいてしまっていた。










（ちょっと…………いや、かなり軽率だったよな）

　昼休みにもっと慎重になろうと決意したばかりだというのに、後先考えず誘さそいに応じてしまうなんて……。

　そう由が後悔したのは、どうぞ、と運転手つきの高級外車の後部座席に乗せられた後だ。

　誘ってきた外国人の服装や車内の様子からは、上流の匂においがプンプンするから、身の代しろ金目当ての誘拐ゆうかいという線はない。

　それでもやはり、誰とも分からない初対面の相手の車にあっさり乗り込むのはまずい。

　とりあえず相手の身上調査をしようと由は考えた。

「お名前を伺うかがっても良いですか？」

「クリスと呼んでください」

　隣となりに座る外国人が、首を傾かしげてにっこりと微笑みかけてくる。

「クリスさん、将人さんとはどんな知り合いなんですか？」

「アイス・キューブの氷藤さんに紹介しようかいしてもらったんですよ。最近日本に来たばかりで、チェスの相手を確保するのに苦労していたものですから」

「勝負って、チェスだったんですか……」

　氷藤の仕事絡がらみなら問題ないかと、由は少しほっとした。

　クリスから漂ただよってくる上流の匂いは勘違かんちがいじゃない。

　氷藤が、将人の営業の相手として選んだ人なんだから、それなりの大企業だいきぎようの御曹司おんぞうしかなにかなんだろう。

「クリスさん、黒毛和牛の人……じゃなくて田之倉さんって方、ご存じじゃないですか？」

「……その人が、なにか？」

「以前、将人さんとチェスの試合をした人なんです。やっぱりチェスがお上手な人みたいで、その人も試合の相手を探さがしているみたいですから、クリスさんの対戦相手にどうかと思って」

　田之倉は、将人がもう二度と試合の相手をしたくないと言った相手。

　彼もクリスと同じようにチェスの対戦相手を求めているようだから、知り合いになればお互たがいに都合が良いに違ちがいない。

（氷藤さんには悪いけど……）

　営業妨害ぼうがいになるかもしれないが、対戦相手が増えれば、きっと田之倉からの将人への再戦要求も下火になる。

　そうなれば、将人もきっと嬉うれしいに違いない。

「なるほど。良い話を聞きました」

　クリスも嬉しそうな顔をしていた。

「連絡先は氷藤さんに聞くといいですよ。──クリスさん、日本語とてもお上手ですね」

「それはそうでしょう。こう見えて、国籍こくせきは日本なのでね」

「えっ、すみませんっ」

　やばっと首を縮ちぢめると、クリスは気にしないでと穏おだやかに言った。

「残念なことに、どうも白人のほうの血が強く出すぎたようで……。日本で暮していた子供にも勘違いされることが多かったんで慣れっこです」

「そうなんですか」

　なんとなく、あまり良い思い出ではないようなニュアンスが伝わってきて、由は反省してますます小さくなった。

「そんなにかしこまらないで……。なんだか小さな子供を苛いじめているような気分になるから。──由くんは高校生なんだと氷藤さんに伺ってたんですが、間違まちがいないですよね？」

「はい、間違いないです」

　苦笑くしよう気味に聞かれて、由はふか～く頷いた。

「もうひとつ、身体からだのサイズのわりに素晴すばらしく良く食べる子だとも。これも間違いない？」

「ですね」

（……氷藤さん、酷ひどい）

　それじゃ身体が小さいことと大食らいなことだけが自分の特徴とくちようみたいじゃないか。

　由は内心頰ほおを膨ふくらませた。

「良かった。チェスの勝負の他ほかに、こっちも楽しみだったんですよ」

「こっち？」

「大食いです」

「……え？」

　なにか話が妙みような方向に流れ出したような気がする。

　由は、今さらながらあっさりついてきたことを後悔こうかいした。







　車から降りると、そこは高級ホテルのエントランスだった。

「え？　ここ？」

　なんか変な気がしてキョロキョロしたが、こっちですよとにこやかに手招きされるものだから、首を捻ひねりつつもとりあえずついて行く。

　部屋は、明らかに普通ふつうの客室とは違った。

「スイートルーム？」

「いいえ。ひとりなので、ジュニアスイートです」

　日本での滞在たいざい期間がはっきりしていないから、とりあえずホテル暮らしをしているのだとクリスは言った。

　連れて行かれた先には、きっと将人がいるんだろうと漠然ばくぜんと感じていたのに、部屋の中に将人の姿は見あたらない。

「すぐに用意させますから」

　なにを？　と聞く間もなく、クリスが内線電話を取る。

（困ったな）

　なんだか、さっきから自分のペースがつかめない。

　翻弄ほんろうされっぱなしの由は、仕方なくリビングに当たる広い部屋の中をぐるりと見回した。

　インテリアショップの展示室のように計算されつくした室内は、さすがにお洒落しやれすぎて生活感がなく、なんだか息が詰つまる感じがした。

（あ、チェス盤ばん）

　重厚なソファーセットのテーブルの上に、白黒の市松いちまつ模様のチェス盤を見つけて、由はなんとなくほっとした。

　近寄って行って、硝子ガラス製らしくキラキラ光るチェスの駒こまを一個つまみとってみる。

　指先にひんやりする駒を部屋の光に透すかして眺ながめていると、電話を終えたらしいクリスが歩み寄ってきた。

「クリスタルです。とても綺麗きれいでしょう？」

「はい。──あの、将人さんはまだ来てないんですね」

「仕事が押してるみたいです。たぶん一時間後ぐらいには到着とうちやくしますよ」

「そう……なんですか」

　だとすれば、後一時間はこの人とこの居い心地ごこちの悪い場所でふたりきり。

（ちゃんと確認かくにんしてからついてくれば良かった）

　由は自分の迂闊うかつさに軽い自己嫌悪けんおを感じた。

　チェスの駒を元に戻もどし、近寄ってきたクリスからなんとなく離はなれたくて窓際に移動した。

　窓から外を見下ろしてみる。

　夜景ならそれなりに綺麗に見えるのかもしれないが、日中の今は見慣れた都会の街並みが視界に広がるばかりで、たいして面白おもしろいものは見えない。

　それに、はめ殺しの窓は、やっぱりなんだか息が詰まる。

（帰ろっかな）

　強制されて来たわけじゃないから、帰ると言えば無理に引き止めないだろう。

　一時間も待つのは退屈たいくつだから帰ると言ったら、我が儘ままだと思われるかもしれない。

　それでも、自分の迂闊さを後悔しながら居心地の悪い場所で過ごすよりは、ましなような気がした。

（決めたっ）

　由は決意して、くるっと振ふり向いた。

　ソファーに座ってチェスの駒をいじっていたクリスが、その気配に気づいて顔を上げる。

「どうかしました？」

「あの、俺──」

　やっぱり帰ります、と言おうとした言葉に被かぶさるように、ノックの音がした。

「ちょっと待っていてね」

　クリスがドアを開けに行く。

　戻ってきたクリスの後ろから、ホテルのレストランのウエイターらしき青年がワゴンを押して入ってきた。

「そちらのテーブルに準備させていただいてよろしいですか？」

「ああ、頼たのむよ」

　窓際にあったふたりがけ用の丸いダイニングテーブルに、ウエイターが慣れた手つきでテキパキとテーブルセッティングをしていく。

（ひとりぶん？）

　あれ？　と首を傾かしげていると、クリスに背中を押された。

「君のためにオーダーしたんだよ。さあさあ、食べてみせてくれ」

「え？　あ、大食いって、これ？」

　チェスの勝負の後、食事にでも連れて行かれるのかと思っていた。

　まさか、勝負の前だったとは……。

（もしかして、俺、見せ物？）

　仕事が押して来られない将人を待つ間、クリスが退屈を紛まぎらわすための余興とか……。

「好き嫌きらいはないんだよね？　特にお肉が大好きだって聞いたから、ここのレストランの肉料理を順に持ってくるようにって言ってあるんだ。でき上がった順に次々くるから、早く食べないとテーブルに載のり切らなくなってしまうよ」

　ほら、早く早く、とクリスはなんだかやけに浮うかれているように見える。

「俺、見せ物じゃないです！」

　由は背中を押す力に逆らって、その場に踏ふん張ばった。

「ちゃんと話を聞かないでついて来た俺も悪いけど、でもあなたを楽しませるためだけに食事する気にはなれません」

　身体つきのわりに良く食べるほうなのは認めるが、それでも由は常識の範囲はんい内だと思ってる。

　テレビに出てくるような大食いの人達のような真似まねはできないし、したくない。

　こんな不愉快ふゆかいな環境かんきようで食事したら、胃もたれしてしまいそうだ。

「帰ります！」

　宣言して、出口に向かおうとすると、「待って」と大きく両手を広げたクリスに通せんぼされた。

「なにか気に障さわったなら謝るよ。だから、ちょっと落ち着いてくれないかな。せっかく可愛かわいらしい顔をしてるのに、そんな表情をしていたら台無しだよ」

「どいてください」

　むっとしたが、とりあえず言葉で頼んでみる。

　これで駄目だめなら実力行使だ。

　頭突ずつきするか、それともあの腕うでの下をくぐり抜ぬけるか、それとも手近にある置物でもつかんでぶん投げるか……。

　短気な由が、ぶっそうなことを考えながら睨にらみつけると、クリスがふっと気障きざな感じで苦笑する。

「頑固がんこなところは一条さんと一緒いつしよだね。血の繫つながりはなくても、一緒に暮らしてるとやっぱり影響えいきようを受けるものなのかな」

　興味深い、と見つめてくる瞳ひとみからは好奇こうき心が滲にじみ出ていた。

「影響なんか受けてません。俺は元からこういう性格ですから」

「そう？　だったら、頑固者同士喧嘩けんかが絶えないだろう？」

「そんなことない。喧嘩なんかしないし」

　押し問答もんどうになることはあるけど、と心の中でこっそりつけ加える。

「喧嘩にならないコツを是非ぜひ教えて欲しいものだな」

「……なんでそんなこと知りたいんです？」

「一条さんと仲良くなりたいからだよ」

「将人さんと？」

「うん。でも、なかなか心を許してもらえなくて、誘さそってもふられてばかりでね」

　クリスはわざとらしく肩かたをすくめた。

「僕は本心から彼を求めてるのに、悲しいかな、その気持ちがまったく伝わらない」

（も、求めてるっ!?）

　やれやれと芝居しばいがかった仕草で首を振りながらため息をつくクリスを見つめたまま、由の全身はビビビッと足元から硬直こうちよくした。

（将人さんって、あれでけっこうもてるんだっけ）

　前に氷藤からそんな話を聞いたことがある。

　だが、それは大学時代の話。

　しかも相手は女性だった。

　そもそも、『求めてる』と言っただけで、なにを求めているのかまでは聞いてない。

「あの……、それって、どういう意味ですか？」

　毒気を抜かれた由が、おそるおそる聞くと、クリスはにっこりと微笑ほほえんだ。

「説明するから、座って？」

　テーブルを手で示す。

（なんか俺、操られてる？）

　由は心の中で舌打ちをしつつ、渋々しぶしぶとテーブルにつく。

　と同時に、由とクリスがもめている間中、黙だまって成りゆきを見守っていたらしいウエイターが、テーブルに載った料理を覆おおっていたカバーを外した。

「うわぁ」

　その途端とたん、なんともいえない甘い香かおりが、ふわ～っと由の鼻腔びこうをくすぐる。

「鴨肉かもにくのロースト、オレンジ風味のソースでございます」

　由がクンクンと鼻をならしていると、ウエイターが説明しはじめる。

「こちらのワゴンには、牛フィレ肉のポワレ、グリーンペッパーとマデラ酒のソース。後ほど、牛テールの赤ワイン煮込にこみや骨つきラムのハーブソテー、牛フィレ肉のステーキ、木の子の和風ソースなど、状況じようきように応じて次々にお持ちいたします。どれもシェフが心を込めて作り上げた自慢じまんの品ばかり。どうぞ冷めないうちにお召めし上がりください」

「え、でも俺……」

　見せ物にされるぐらいなら、食べたくない。

　だが、ウエイターの説明と鼻腔をくすぐる美味おいしそうな香りが、食いしん坊ぼうの由の理性をぐらぐらと揺ゆさぶっている。

「ほら、食べて……。食べ物を粗末そまつにしちゃいけないよ」

　ぐらぐらっと揺らいでいた理性は、クリスの声で再びシャキッとまっすぐに戻もどった。

「そう思うのなら、注文する前にこっちの意思確認をしとくべきなんじゃないんですか？　勝手に注文しといて、その非を押しつけないでください」

　由は、ビシッと文句を言って、フンと威張いばる。

「確かにそのとおりだ。ごめんね」

　だが、クリスは動じない。

「じゃあ、こんなのはどうだろう。──君がいま僕とこうして話をしてくれている。そのお礼として、この料理を食べてくれないか？」

「お礼？」

　なんか変な話だ。

　そうは思ったが、一応は筋のとおった申し出だけに、さっきからずっと美味しそうな香りに揺さぶられ続けていた理性が、ついぽきっと折れてしまった。

「……そういうことなら」

　いただきます、とギブアップした由は、ナイフとフォークを手に取った。

　薄切うすぎりにされた鴨肉を三枚まとめて口に放り込み、思いっきり嚙かみしめる。

（ん～まいっ！　このソース、絶妙ぜつみよう！）

　美味しそうな香りを嗅かぎながらしばらくおあずけをくらっていただけに、一度口に入れるともう止まらない。

　由は夢中でガツガツ食べた。

　つけ合わせの野菜はもちろん、絶妙なソースもパンですくって最後までしっかり味わう。

　一口ぶんの量が多いものだから、上品に盛りつけられた皿はあっという間に空になった。

　すると、ウエイターがワゴンから新しい皿をテーブルに載せ、また覆いを外してくれる。

　さっきとはまた違ちがう美味そうな香りに、由は嬉々ききとしてナイフとフォークを構えた。

「噂うわさ通り、見事な食べっぷりだね」

　そんな由を紅茶を飲みながら眺ながめていたクリスが、にこにこと楽しそうに呟つぶやいた。

（やばっ）

　食べるのに夢中になっていた由は、慌あわてて口の中のものをごっくんと飲み下す。

「さっきの話の続きを聞かせてください。……将人さんを求めてるって……どういう意味ですか？」

「言葉通りだよ。僕は一条さんの能力を高く買っていて、彼をビジネスのパートナーとして我が社に引き抜きたいと思っているんだ」

「スカウト？」

「まあ、そんなところだね。──おっと、失礼。それ、食べていて」

　クリスの携帯けいたいが鳴った。

　携帯に耳をあてるクリスを眺めながら、言われたとおり由はまたもぐもぐと口を動かした。

「どうも」

　空になった皿を、ウエイターが絶妙のタイミングで次の料理と交換こうかんする。

　そうこうしているうちに、次の料理の載のったワゴンが到着とうちやくして、また部屋の中へと運び込まれてきた。

（……どんぐらい注文してあるんだろ）

　まだまだいけるけど、エンドレスでこんな風に運び込まれたらさすがに困る。

　口の中いっぱいに詰つめ込んだ料理をごっくんと飲み込みながら、由がちょっと不安になっていると、

「もう食べられないと思ったら、そうおっしゃってください。わたしのほうで、調理場にすぐストップをかけますから」

　そっとウエイターが耳打ちしてきた。

「はい。ありがとうございます」

　どうやらこのウエイターは話のわかる人みたいだと、由は安心して頷うなずいた。

「さて、話の続きをしましょうか……。食べながら聞いて」

　携帯をしまったクリスは、足を大きく組み直して微笑む。

「由くんは、チェスは打てますか？」

「全然駄目だめです」

「では、そこから……。チェスはね、戦略のゲームなんです」

　ゲームを有利に運ぶためには、定跡じようせきを学び、臨機応変に対応できる巧たくみさを身につけ、どんな局面でも正確に局面を読みとる冷静さが必要となる。

　決して、付け焼き刃ばの知識で勝利者になれるような単純なゲームではない。

　クリスは、チェスについてそう説明した。

「僕は、ずっとそう信じてきた。でも先日、残念ながら付け焼き刃の知識しか持たない男に、敗北してしまったんですよ。……入門書を読んだだけだという男に負けたときには、本当にショックでした」

「……ん？」

　お言葉に甘えて、もぐもぐと口を動かしながら食べていた由は、そこでピタッと咀嚼そしやくを止めた。

（あれ、なんか話が……）

　咀嚼不足だったが、慌ててごっくんと飲み込み、水で無理矢理胃に流し込む。

「クリスさん、将人さんとは、今回はじめての勝負じゃなかったんですか？」

「いいや、今回で三度目だよ」

　由の質問に、クリスはにっこりと微笑ほほえんだ。

　そして名刺めいし入れから名刺を一枚取り出して、由に手渡てわたす。

「……田之倉……栗栖くりす!?」

（うわっ、黒毛和牛の人だ！）

　以前、宅配の品を受け取り拒否きよひしたとき伝票で名前を見たが、名字だけ読んで名前までは気に留とめてなかった。

　ただ、全部漢字表記だったことは覚えていたし、田之倉という名前から、こういう外国人顔は想像できなかったから、最初から別人だと思い込んでしまったのだ。

「そう。僕が黒毛和牛の人だ」

　栗栖が、にやにやと悪戯いたずらっぽく笑う。

（しまった）

　騙だまされた、と一瞬いつしゆん思ったが、すぐにそうじゃないと考えなおした。

（俺が間抜まぬけなだけだ）

　状況に応じて情報を小出しにしていただけで、栗栖に騙すつもりがあったようには思えない。

　最初にちゃんとした話を聞かず、将人の勝負と聞いただけでついてきてしまった自分が一番悪い。

「……でも、将人さんはあなたともう対戦しないって言ってましたけど」

「うん。そう言われて断られた。だから先に君を招待したんだ」

「…………は？」

　言われたことを理解するのに、少し時間がかかった。

「……俺、もしかして、将人さんを呼ぶエサ？」

　やっと気づいた由が聞くと、「そんなところかな」と栗栖があっさり頷く。

「俺、帰るっ！」

　将人が嫌いやがることをさせるためのエサになんかなりたくない。

　由は勢い良く立ち上がった。

「やめておいたほうが良いと思うよ」

　足を組んで座ったままの栗栖にそう言われて、由は栗栖を睨にらんだ。

「なに？　監禁かんきんでもしようっての？」

　おまえも仲間かと、ウエイターに視線をキッと向けると、ウエイターは自分は関係ないというように慌てて首を横にふる。

「……あれ？」

「早とちりしないように……。さっきから思ってたんだけど、君は随分ずいぶんと迂闊うかつな子だよね」

「悪かったな」

　由はむうっと唇くちびるを歪ゆがませた。

「誘拐ゆうかいしたつもりもないし、監禁したつもりもないよ。──僕が招待して、君が応じた」

　そうだよね？　と聞かれて、由は渋々頷しぶしぶうなずく。

「やめたほうが良いって言ったのは、手遅ておくれだからだ。一条さんはこっちに向かって移動中だと、つい先程、僕の部下から連絡れんらくがあったばかりだ。今ここから出ると、すれ違ちがいになってしまうよ」

　栗栖が自分の携帯を取り出して、フラフラとゆらした。

「あ、そっか」

　だったら自分も将人に携帯をかければ、と由は自分の携帯を使おうとして、はたと気づく。

「俺の鞄かばん、車に置きっぱなしっ！」

　栗栖の車から降りるとき、なんか変だと狼狽うろたえてたせいか、持ってくるのを忘れた。

　携帯はその鞄の中だ。

「君、かなり面白おもしろいよ。本当に迂闊なんだね」

　ふふふ、と栗栖は実に楽しそうだ。

「大丈夫だいじようぶ。帰りも君を車で送る予定だと話してあるから、運転手がきちんと保管してくれてるだろう。──諦あきらめて、もう一度座りなさい。せっかくの美味おいしい料理が冷めてしまうからね」

　自分の間抜けさにすっかり意気消沈いきしようちんした由は、ストンともう一度座った。

（将人さん、心配してるよな）

　将人がどんな言葉で呼び出されたのかはわからない。

　だが、由が相手側の手の内にいるという状況じようきようは、将人にとってきっと凄すごく不愉快ふゆかいで、心配な状況でもあるだろう。

　監禁するつもりはないようだから、今すぐここから出て行くことは可能だ。

　だが、外に出て行くより、ここに止とどまっていたほうが、少しでも早く将人と会えるはず。

　一刻も早く将人を安心させるためにも、ここに止まっていたほうが良いだろう。

　そう由は判断した。

「……俺、将人さんの迷惑めいわくになりたくないのにな」

　ぼそっと呟つぶやくと、「迷惑になんてならないよ」と栗栖が気楽な調子で応じた。

「なんで？」

「僕の申し出を受けることは、一条さんに素晴すばらしい未来を約束するからね。──ほら、食べて」

　促うながされ、由はボソボソと食べはじめる。

「一条さんに敗北した後、彼のことを色々と調べてみたんだ。家柄いえがら、生い立ち、学歴、すべてをね。そして納得した。僕が負けるのも仕方ない。彼は本物だってね」

（それで目をつけたのか）

　将人は、一度目にしたものを瞬時しゆんじに記憶きおくできるという特殊とくしゆな能力の持ち主だった。

　本人は丸暗記しか能がないんだと自嘲じちよう気味に言うが、実際のところ、そんな簡単なものではないらしい。

　記憶力にプラスして優すぐれた分析ぶんせき能力や直感力もあり、得た情報を有効に利用することに長たけてもいると、本人が思うより周囲からの評価は高い。

　当の本人は、積極的にその能力を活いかすつもりはまったくなく、営業の一環いつかんとして適当に利用しているだけなのだが……。

「それに、彼の運の良さは群を抜ぬいている。ビジネスの世界では、そういった運不運も成功の大きな鍵かぎだからね。それに加えて、彼のあの人脈。あれも日本で仕事するにはこの上ない宝となる」

「人脈？」

「彼との勝負を楽しみにしているご老人達だよ。あれを使わない手はない」

「クリスさんは、将人さんになにをやらせようって思ってるんだ？」

「戦略を立てて欲しいんだ。まあ、ブレインみたいなものかな。それが彼の能力を活かす最良の道だと僕は思う。──今のように遊び半分の営業をやっているより、絶対に向いている」

　栗栖は自信たっぷりに断言した。

「そう思ったから、前回対戦したときに、一緒いつしよに仕事しましょうと誘さそってみたんだけど、まったく聞き入れてくれなくてね。それどころか、氷藤さんを通じて、もう二度と会いたくないと言ってくる始末で……」

　どうして心を開いてくれないのかなと、栗栖は額に手をあてて首を振ふりながら、はあ……と盛大にため息をついた。

（将人さん、これが嫌だったのか……）

　由から見ればちょっと派手な身振みぶり手振り程度だと思えるが、普段ふだんから雑でぶっきらぼうな将人の目には、堪たえ難いくらい気障に見えるのかもしれない。

　それに加えて、この栗栖の申し出。

　将人にとっては、最悪に鬱陶うつとうしい話でしかあり得ない。

「どうしたら彼と友好的に会話ができるのか、僕にはもうさっぱりわからないんだ。──君にはわかるかい？」

　聞かれて、由は頷うなずいた。

「簡単だ。栗栖さんがスカウトを諦めれば良いんだ。そしたら、きっと会話ぐらいはできる」

「それじゃあ意味がないだろう。君、質問の意味を取り違えているね？」

　本当に迂闊だな、と言われて、由はカチンときた。

「取り違えてるのは栗栖さんだ」

「んん？」

「栗栖さんは、将人さんと会話したいんじゃなくて、自分の意見を押しつけようとしてるだけだからな」

「押しつけだなんてとんでもない。輝かがやかしい未来を提示しているだけじゃないか」

「輝かしい未来だなんて、自分の価値観を押しつけてるだけだろ。そんなの将人さんにとっては余計なお世話だ」

　由はふんと胸を張って言い切った。

　その態度に、栗栖も少々カチンときたようで、華はなやかな美貌びぼうにはじめて険のある表情を浮うかべた。

「顔に似合わず、生意気な子だな」

「それも余計なお世話。だいたいさ、将人さんのこと調べたっていうんなら、将人さんにそんなチャンスなんか必要ないってことぐらいわかってるんじゃないの？」

　そもそも将人は、人からチャンスを与あたえてもらわなくとも、やろうと思えば自分でたいていのことはできてしまう立場の人間なのだ。

　なにかを一からはじめるための資金なら潤沢じゆんたくにあるのだし、栗栖が言うところの、最近の営業で得たという人脈だって持っているわけだし……。

「……チャンスはいらなくとも、きっかけは必要だとは思わないか？　遊び半分でのらりくらりと仕事してばかりの、今の生温なまぬるい生活から抜け出すための」

「だからっ！　それが価値観の押しつけなんだって……。将人さんは、あんたが言うところの生温い今の生活を愛してるんだ。守ろうとすることはあっても、捨てたりなんか絶対にしないっ！」

　由は自信たっぷりに言い切った。

　将人は、今の由との暮らしを心から大切に思ってくれている。

　その周囲の環境かんきようもすべてひっくるめて……。

　由がそう言い切れるのは、将人に愛されているという揺ゆるぎのない確信があるからだ。

「そのせいで僕は、彼にあんなに鬱陶しがられているのか？」

　栗栖が不満そうに呟く。

　その口調が、由にはなんだか妙みように子供っぽく聞こえた。

「栗栖さんさ。もしかして、将人さんが欲しいんじゃなくて、拒否きよひされたのが悔しいだけだったりして……」

　ふと思ったことを口に出して言ってみたら、図星だったのか、むっとしたらしい栗栖に睨にらまれた。

「……可愛げのない」

「好きに言えば？　俺、なに言われても平気だし」

　由は、負けずににらみ返した。

　一分近くにらみ合っていたが、やがて栗栖が「ばからしい」と視線をそらした。

「強情ごうじようさでは君たちのほうが上だな。──ウエイター、その料理、もう冷めてしまっただろう。次のと取り替かえてやってくれ」

「え？」

　まだ半分近く残っていた牛フィレ肉のステーキが下げられて、「地鶏腿肉じどりももにくのポワレ、フォアグラソースでございます」と新しい皿が目の前に置かれて覆いが外された。

「食べなさい」

「もう話は終わったんだし、ご馳走ちそうになる理由がない」

「確かに話は終わったね。君のせいで、今の僕はとても気分が悪い」

　確かにそのとおりで、栗栖の表情からは不機嫌さが滲にじみ出ていた。

「だから、食べろと言ってるんだ」

「なに、それ？　意味わかんない」

「僕は、人が美味しそうに食事するのを見るのが好きなんだ。だから君の大食いをとても楽しみにしてた。──君が僕を不機嫌にさせたんだから、少しぐらい機嫌を取れ」

　栗栖は背もたれに背中を預けると、やたらとえらそうな態度で腕組うでぐみをした。

「……栗栖さん、友達から我が儘ままだって言われない？」

「君は生意気だと言われるだろう？」

　むっとして、またしばらくにらみ合っていたが、今度は由が先に視線をそらした。

　意地の張り合いなら負けない自信があったが、テーブルから漂ただよってくる美味おいしそうな香かおりに戦意を削そがれたのだ。

（食うっ！）

　どうせ料金は栗栖持ち、遠慮えんりよする必要も今さらないし、食えと言うのなら食ってやる。

　由は、ムキになってガツガツ食べはじめた。

　提供される料理は素材も調理も素晴すばらしい。

　美味しいものを食べていると自然に機嫌も上向きになってくるから不思議だ。

（でも、そろそろ限界かな）

　新しい皿が目の前に置かれ、ワゴンにはまだ手をつけていないのが、もう一皿。

　普段ならまだまだいけるが、今のこの状況じようきようではさすがにいつもと同じとはいかない。

　これ以上は無理だろうと、由はウエイターにストップをお願いした。

「もうおしまい？」

「今ある分は全部食べる。でもこれ以上は食べない。栗栖さんを楽しませるために胃もたれするのは嫌いやだし」

「ああ、そう」

　ピクッと栗栖の眉まゆが動く。

　なにか言いたそうにしている栗栖をシカトして、由は再び料理に向かった。

　ステーキを大きく切り分け、がっつり口に入れる。

　もぐもぐといつものように咀嚼そしやくしていると、不意に身を乗り出した栗栖が顎あごに手を伸のばしてきて、「ちょっと、口あけてみて」と、とんでもないことを言った。

（できるかっ！）

　由はナイフとフォークをテーブルに投げ捨てると、急いで身を引いて両手で口元を押さえ、口の中のものを飲み込んだ。

「……っんな行儀ぎようぎ悪いこと、できるわけないだろ」

「どれぐらい嚙かんでから飲み込むのか、興味があるんだ」

「無理。……でも、ちゃんと嚙んでる。嚙まずに丸飲みしたら、せっかくの美味しい料理が勿体もつたいないしな」

「あんだけ大量の食べ物を口に入れてちゃんと嚙めるってのも凄すごいな。歯と顎が強いのかな。やっぱり口あけてみて」

「嫌だ。強いかどうかなんて、見たってわかんないだろ」

　手を伸ばしてくる栗栖から逃にげるように、由は椅子いすごと後ろに下がった。

「お腹なかはどうかな？」

　テーブルから少し離はなれたせいで見えるようになったのだろう。

　今度は、由のお腹に栗栖の視線が向いた。

「どうって、なにが？」

「食べた分だけ膨ふくらむものなのかな？　前に大食いの番組を見たときは、ベルトゆるめたりしてたけど」

「俺はほとんど変わらない。ってか、ああいう大食いの人達とは食べる量が違ちがうから、一緒いつしよに考えるな」

「でも、確かそれで八皿目だろう。けっこういってるんじゃないか？」

「そんなことないから」

　レストランの上品な盛りつけでは一皿の量はたかがしれていて、量的にはたいしたことない。

「そうかな？　触さわらせてみてよ」

　そう言うと、栗栖は立ち上がった。

「え？　ちょっと」

　由が逃げる間もなく、歩み寄ってきて、ぺたりとお腹に手が触ふれる。

「へえ、本当だ。膨らんでない」

　もう消化してるってことはないよね、と栗栖は不思議そうな顔をする。

「どうなってるんだろう？　胃の位置が普通ふつうと違うのかな？　あ、頰袋ほおぶくろとかあったりする？」

「ちょっ、やめ……。俺は普通の人間だっ！」

　ぎゃいぎゃいと攻防こうぼうを繰くり返していると、「なにしてるんだ」と聞き慣れた将人の声がした。

「お客様、お待ちを……」

　それと同時に、ウエイターの困ったような声。

　調理場に連絡れんらくするために席を外したウエイターと入り口あたりで一緒になったのか、どうやら将人は、制止を振ふり切って強引ごういんに部屋に入ってきたようだった。

「将人さん」

　顔を見た途端とたん、由は条件反射で微笑ほほえんだ。

　が、将人の表情に、その笑顔が途中とちゆうでひきつる。

「由、人懐ひとなつこいにもほどがあるぞ」

　低い、感情を抑おさえた声。

　家にいるときとはまったく違う、素晴らしく不愉快そうな顔。

　ポケットに片手を入れて立つその姿は、いつものようにだらしなく着崩きくずしたスーツ姿だというのに妙みような迫力はくりよくがあって、ちょっとみとれるぐらいに格好良い。

　だが、将人が格好良く見えるのは心の底から怒おこってるときだ。

（……すっごく怒ってる）

　みとれている場合じゃないと、由は軽く首を縮めた。

「一条さん、招待に応じてくださって嬉うれしいですよ。おや、なんだか今日は、いつもより覇気はきがあるようですね。養い子の前だから、張り切ってらっしゃるのかな？」

　将人が本気で怒っていることに気づいていない栗栖は、派手な顔にわざとらしいぐらいに好意的な笑みを浮うかべ、両手を広げて将人を迎むかえ入れる。

　その友好的な態度に、将人は余計に機嫌きげんを悪くしたようだった。

「あんたもいい加減にしろ。いくら俺が相手にしないからって、家の子にまでちょっかい出すんじゃない。誘拐ゆうかい罪で警察に通報するぞ」

「誘拐なんて大袈裟おおげさですよ。招待して、応じてもらっただけなんですから」

　そうですよね？　と微笑んだ栗栖に聞かれ、事実なだけに由はおそるおそる頷うなずいた。

「ちゃんと由くんの大好物でもてなしていたし、賓客ひんきやくとして大切に扱あつかってましたよ」

　ほらね、と栗栖がテーブルを手で示した。

　テーブルの上の皿を見て、将人は感情を抑えるかのように、強く、深く息を吐はく。

「由、どんだけ食った？」

「……八皿目の途中」

　食欲に負けて、ついガツガツ食ってしまった自分が恨うらめしい。

　由の答えを聞いた将人は、わざとらしくため息をついた。

「この子が世話になったぶん、勝負してやる。ただし無駄口むだぐちはたたくな。──さっさとしろ」

　将人は、チェスのセットが置いてあったソファーにどかっとえらそうに座った。

「望むところです」

　嬉しそうに応じた栗栖も向かい側に座る。

（おっ、観なきゃ）

　由も将人の勝負を観ようと近寄ろうとしたが、こっちに来るなと将人に止められた。

「途中なんだろう？　どうせなら全部食べてからこい」

「……わかった」

　軽い苛立いらだちを含んだ声で言われて、由は渋々しぶしぶテーブルについた。

（意地悪め）

　この状況じようきようで、反抗はんこうできるわけがない。

　折角の料理が勿体もつたいないとか、そんなことを考えているわけじゃないだろう。

　うかつな行動を取った由を、将人は怒っているのだ。

（……勝負を観られるのも嫌なのかもな）

　前々から仕事に関することは、あまり由には言いたがらなかったし……。

　それでもやっぱり、観たいものは観たい。

（さっさと食べよ）

　早食いには自信があるから、大口あけて思いっきり頰張ほおばりガツガツ食べた。

　皿が空になったところで立ち上がろうとしたら、脇わきからすっと手が伸びてきて、新しい皿とチェンジされる。

「最後の一皿です。どうぞ」

　ホテルからのサービスですと、口直しのプチケーキの盛り合わせまで添そえられる。

「……どうも」

　諦あきらめて、また食べた。

　やがて、クリスタル製のチェスの駒こまが立てる硬質こうしつな音が、やけにリズミカルに聞こえてくるようになった。

　それが気になって、最後の皿は味さえわからない。

　それでもなんとか最後まで食べ終え、「ごちそうさまでした」とウエイターに告げてから、やっと立ち上がった。

　ふたりの気を散らさないよう、少しテーブルから離れた場所からチェス盤ばんを覗のぞき込んでみる。

　ちょうど将人が黒い駒をつかんで、カツッと盤上を移動させたところだった。

（どういう状況なんだろ？）

　盤上から排除はいじよされた駒の数は、ほぼ互角ごかく。

　白と黒の駒が交ざり合う盤上を見て、由は首を傾かしげた。

　駒の種類さえわからないくらいだから、盤面で行われている戦いが、どっちが優勢なのかもさっぱりだ。

　それでも試合の場に立ち会えば、どっちが優勢かぐらいはわかるだろうと簡単に考えていたのだが甘かった。

（全然わからない）

　将人は不機嫌そうな顔のままだし、栗栖も真剣しんけんな表情を崩くずさない。

　せめて駒を進めたとき、マンガみたいに「そ、それはっ！」なんて言葉を口走ってくれれば、緊迫きんぱくした感じがして楽しいのだろうに、それもない。

　ただ見てわかるのは、栗栖がしっかり時間をかけて駒を動かすのに比べて、将人はせっかちに見えるほど速く駒を動かしていること。

　ろくに考えもせず、適当にやっているようにさえ見える。

（……でも、それはないか）

　なんだかんだ言っても、将人だって負けず嫌ぎらいだ。

　一度受けた勝負を、適当にやって自みずから放棄ほうきするわけがない。

　試合も終盤になれば、少しは緊迫度が増して面白おもしろくなるかもと期待して眺ながめていると、盤上の駒の数に徐々じよじよに差が出てきた。

　あきらかに将人の黒い駒のほうが多い。

（将人さんが優勢だって思っても良いのかな？）

　チェスのルールはわからないが、最終的にキングの駒を取ったほうが勝ちだってことぐらいは由だって知っている。

　攻撃するにしたって、やっぱり駒の数が多いほうが良いんじゃないだろうか？

（あー、でも駒にも力の差とかあったりして……）

　どんなに数は多くても、弱い駒ばかりになったんじゃ強い駒は取れないとか……。

　今の戦況がどうなっているのか、直接ふたりに聞きたくて口がむずむずする。

　だが、さすがにこの雰囲気でそれはできない。

（そのうち、入門書でも読んでみよ）

　とりあえず由は、立ったまま覗き込んでいては迷惑めいわくかもしれないから、向こうのテーブルから椅子いすでも持ってきて座ろうかと思った。

　そしてテーブルへと視線を向けた瞬間しゆんかん、「チェック」と将人の不機嫌そうな声が耳に届く。

「え？」

　盤面を見たが当然わかるわけがない。

　栗栖の顔を見ると、片眉かたまゆをひそめて盤面に見入っていた。

　やがて栗栖はため息をついて、「完敗」と肩かたをすくめ両手を広げた。

「前二回に比べて、圧倒あつとう的な差だ。──ねえ、一条さん、もしかしたら今までの勝負はかなり手を抜ぬいてませんでしたか？」

「営業らしく勝負をしただけだ」

「それで、わざと接戦を装ってみせたと？」

「短時間で完敗するより、接戦で長時間戦ったほうがあんたも楽しかっただろう？」

「まあ、確かに……。接戦で、もう一息で越こえられそうな壁かべですからね。実力の差ではなく運の差、次こそは勝てるかもしれないなどと、つい甘いことも考えてしまうし」

　騙だまされたなぁと、栗栖は子供のように不満そうな顔をした。

「営業だというのなら、こちらに花を持たせてくれても良いんじゃないんですか？」

「あんたらみたいな立場の人間は、勝利して当然って感覚があるだろう。単純に勝たせてしまったら営業にはならない。僅差きんさで負けるからこそ執着しゆうちやくして、手みやげ持参で再戦を望む」

　違ちがうか？　と聞く将人に、栗栖は渋々頷うなずいた。

「今日の試合は営業じゃなく勝負だからな。遠慮えんりよなくやらせてもらった。俺にとっては退屈たいくつな勝負だったがな。──この実力差を理解した上で、それでもまだ再戦を望むか？　営業の一環いつかんでなら、仕方ないからまた試合してやるぞ」

　将人は、不機嫌さを滲にじませた顔のまま、うっすらと唇くちびるに笑えみを浮かべる。

（うわっ）

　その表情を見た瞬間、由は背筋がゾクッとした。

　優やさしさの欠片かけらも感じられない酷薄こくはくな笑みだというのに、酷ひどく魅力的に見えて目が離せない。

　由は、知らず知らずのうちにくりんと目を見開いていた。

（……将人さん、鬼だ）

　由の瞳に映る将人は壮絶そうぜつに格好いいけど、だからこそやっぱりちょっと怖こわかった。

　挫折ざせつを知らずに育っただろう栗栖は、たぶんかなりプライドの高い人物だ。

　本気で相手にするにはおまえは力不足。だが仕事なら仕方ないから、適当に遊んでやらないこともないという意味合いのことを言われては、とてつもなく腹立たしいに違ちがいない。

　将人は、間違いなくわざと栗栖のプライドを逆なでするような真似まねをしている。

　完膚無かんぷなきまでに栗栖のプライドを踏ふみにじり、栗栖が二度と自分に関かかわる気を起こさないように仕向けているのだ。

「当分の間はやめておきます。もう一度勉強しなおしてきますよ」

　案の定、栗栖は対戦を拒こばんだ。

　ポーカーフェイスを気取ってはいるが、屈辱くつじよくからか怒りからか、生粋きつすいの日本人とは明らかに違う白い肌はだが、喉元のどもとから耳にかけて赤くなっていくのが見て取れる。

（……なんか、むごい）

　騙されたり、からかわれたりしたけど、それでも由は栗栖に対して嫌いやな感じを抱いだいていない。

　栗栖から悪意を感じないせいだ。

　そのせいもあってか、将人のやりようは、少しばかりやりすぎのように感じられた。

　心情的には、将人のほうが悪役に見えるぐらいに……。

「由、帰るぞ」

「え、あ……」

　気まずい雰囲気ふんいきに固まっていた由は、将人にむんずと腕うでをつかまれて、ホテルの部屋から連れ出された。







　将人の車を取りにホテルの駐車ちゆうしや場まで行くと、栗栖の運転手が由の鞄かばんを持ってきてくれた。

　由はお礼を言って受け取り、助手席に乗り込む。

「あんな奴やつらに、礼なんか言う必要ない」

　運転席の将人が、車を発進させながら不愉快ふゆかいそうに言う。

「忘れ物を届けてもらったんだから、お礼を言うのが常識だろ」

「忘れ物？　取り上げられたんじゃないのか？」

（あ、そっか……）

　不愉快そうに眉をひそめる将人を見て、由は将人の勘違かんちがいに気づいた。

「あのさ、将人さん」

「なんだ？」

「俺、言葉の綾あやとかじゃなく、本当に誘拐ゆうかいされてないから」

「俺が待ってるからとか言われて、騙されて連れて来られたんじゃないのか？」

「騙されてない。将人さんの勝負を観戦したくないかって聞かれて、すっごく興味があったからくっついてっただけ」

「くっついてったって……。その前に、俺に確認かくにんを取ろうとか、思いつかなかったのか？」

「ん。その場では」

「呆あきれたな」

　いやまったくそのとおり。

　自分でもそう思う由は、ちょっと小さくなった。

　それでも、事実はちゃんと報告しておくべきだと思う。

　栗栖ばかりが痛い目を見るのは、なんだか理不尽りふじんな気がするし……。

　故意に伏ふせられてた情報はあったけど、それだって許容範囲はんい内だ。

　騙して連れて行こうとか監禁かんきんしようとかいう悪意は栗栖にはなく、由の目の前で美味おいしそうなエサを振ふってみせただけ。

　由が小学生ぐらいの子供だったら、それでもまずかっただろうが、すでにそれなりに判断能力のある年齢ねんれいだ。

　将人がどれだけ由のことを大切にしているか知らなかった栗栖にとって、この程度のことはちょっとした悪戯いたずら感覚だったに違いない。

　駅前で栗栖に肩を叩たたかれたときから、将人がホテルに現れるまでにあったことを、由は隠かくさずに全部白状した。

「迂闊うかつだったって反省してる。心配させてごめん」

　運転中の横顔に潔く謝ると、将人は軽く息を吐はいた。

「そういうことか……。まあ、おまえが怖い思いをしてなかったんなら良かった」

　将人の手が伸のびてきて、ぐりぐりと頭を撫なでていく。

　怒おこられる覚悟かくごがしっかりできていた由は、なんだか拍子抜ひようしぬけした。

「それだけ？　怒らないのか？」

「この程度のことで怒ったりしないよ」

「この程度って……。でも、将人さん、本当はもう二度と栗栖さんとチェス勝負したくなかったんだろ？　俺のせいで嫌なことする羽目になったんだから、怒ってもいいんだぞ」

「由だけのせいじゃない。中途半端ちゆうとはんぱにのらりくらり逃にげてた俺も悪い。そのせいで田之倉も煮詰につまって、由を巻き込むことを思いついたんだろうしな。──今回、しっかり苛いじめてやったし、これでもうあいつと関わることもないだろう。結果オーライだ」

　だから気にするな、と優やさしく将人が言う。

「……ん」

　運転中の横顔を見つめたまま、とりあえず頷いてみたものの、由は釈然しやくぜんとしなかった。

　怒られなくて良かったと、胸を撫で下ろす気にもなれない。

　ここはやっぱり、怒られて当然だと思うからだ。

（なんか、甘すぎる）

　ホテルに乗り込んできたあの瞬間、人懐ひとなつこいにもほどがあると言った将人は、確かに由に向けて怒りを放っていた。

　あの怒りは、いったいどこに行ってしまったのか……。

　由は、なんだか酷ひどくもやもやした。

　だが、将人はもうその話を蒸し返すつもりはないらしい。

「買い物する用事があるなら寄り道してやるぞ。どうする？」

　いつもの調子で聞かれて、由も仕方なく調子を合わせる。

「桐生さんも自分の家に帰ったみたいだし、買い物しなくても大丈夫だいじようぶ。まっすぐ帰ろ」

「早いな。もう駒子の機嫌きげんがなおったか」

「ん。塚田さんがメールくれた。……ああ、そういえば。昨日の夜さ、桐生さんが面白いこと言ってたんだ」

「なんだ？」

「大学時代からずっと、将人さんが俺の母さんに秘めたる恋こいをしてると思ってたって」

「ああ!?」

　将人が露骨ろこつにギョッとする。

　そのせいか軽く車体が蛇行だこうして、与太よた話のつもりで話した由は、その反応の大きさに逆に驚おどろいてしまった。

「ったく、なにを馬鹿ばかげたことを言い出すんだか……。──由、いいか？　それだけは絶対にないからな。あり得ない！」

　将人が、チラチラと由に視線を向けながら、ムキになって否定する。

「ん、俺もそう思う。思うから、ちょっと落ち着けって……。ちゃんと前見て運転しな」

　由は慌あわてて、将人をなだめた。

「桐生さんには、あり得ないって言っといたから。将人さんと秘めたる恋ってのも似合わないし……」

　そこまで言いかけて、ふと気づく。

（あれ？　でも、あんとき……）

　自分の恋心を自覚した由が、将人に告白したあの日。

　将人は、由が自分の気持ちを自覚する前から、由を愛していたのだと言ってくれた。

　だから、自みずから身体からだを売ると宣言した由の誘惑ゆうわくに勝てなかったのだと……。

（ってことは、これも秘めたる恋ってことになるのか……）

　由自身、養い子で友達でもある自分のことを、将人が誰よりも大切にしてくれていることは知っていたけど、そんな将人の気持ちにはそれまでまったく気づいていなかった。

　将人の本心は、由の目から完璧かんぺきに隠されていたから……。

「……将人さん、俺が告白するより前から、俺のこと愛してたって言ったよな？」

　由はくるんと目を見開いて、運転中の将人の横顔を見た。

「なんだ、いきなり」

　またしても、将人はギョッとする。

「言ったよな？」

「ああ、確かに言った。本当のことだからな」

「だったら、なんでもっと早くに俺に好きだって言ってくれなかったんだ？」

「そんなことしたら、おまえ困ってただろうが」

「なんで？」

「なんでって……。友情は感じてても恋愛れんあい感情はまだなかった時期にだぞ、保護者の俺からいきなり愛の告白されたら、おまえどう思う？」

「どう思うって……」

　そりゃあ嬉うれしいさ、と答えかけて、止めた。

（これって、桂子のときと一緒いつしよだ）

　告白してくれた相手は、由にとって信頼しんらいできる身近で大切な相手。

　その相手から好感を抱だいていると言われれば、やっぱり嬉しいと思う。

　でも、その相手に恋愛感情を感じていなければ、噓うそはつけないから断るしかない。

　断ったら、その後は……。

（気まずく、なってたのかな）

　変に意識したら逆に桂子に悪いと思うし、たいてい操も一緒にいてふたりきりになることもないから、あれ以降も桂子とはそれまでどおりのつき合いを続けている。

　でも、これが将人だったらどうだろう。

　ひとつ屋根の下、ふたりきりで暮らしているのだ。

　なにかの拍子ひようしで一旦いつたんギクシャクしだしたとしたら、さてどうなっていたか……。

　一旦崩くずれた関係を修復するのは難しかったかもしれない。

　それで、ふたりの関係に取り返しのつかない亀裂きれつが入っていた可能性だってある。

　そんな可能性を考慮こうりよしたから、将人は自分の気持ちを隠して由の気持ちが変化するのを待っていたのかも……。

（……ん？　違ちがうか）

　将人は待ってたんじゃなく、自分から言うつもりがまったくなかったのだ。

　由が困らないよう、完全に自分の気持ちを封印ふういんしていた。

　つまりは、最初から諦あきらめていたわけで……。

「納得なつとくしたか？」

　黙だまって考え込んでいる由の頭を、信号で停とまったタイミングで将人が撫でる。

「ん」

　由は、こくんと頷いた。

　チェスだけじゃなく将棋しようぎや囲碁いごなど、勝負事には滅法めつぽう強い将人。

　それはつまり、対戦する相手の思惑おもわくを読みとって、先の先を読むのがうまいということ。

　この特技は、日常生活にだってきっと充分じゆうぶんに応用可能だ。

　単純すぎる由の考えをトレースするのは、将人にとってとても簡単なことだったろう。

（なのに、なんで……）

　以前感じた疑問が、また胸の中に戻もどってきた。

　あのときはさっぱりわからなかった答えが、少しずつまとまって形になってくる。

　まっすぐ前を向いたまま、由は答えを求めて、いつになく真剣しんけんに考え込んでいた。
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　由はホテルで腹いっぱい食べてきたんだし、自分の夕食は昨夜の残り物かなにかでいい。

　そう将人は言ったが、由は頷かなかった。

　手抜てぬきをせず、将人のために夕食の支度をする。

　将人の身の回りの世話をすること。

　それはかつての由にとって、引き取って育ててくれている将人への恩返しの一環いつかんだった。

　恋人こいびと同士になった今は、そうできることが幸せだと感じている。

　将人の身の回りの世話ができるこの幸せな立場を絶対に誰にも渡わたさない。

　由は頑固がんこで意固地だと将人は言う。

　まったくもってそのとおりだと、由は夕食の支度をしながらひとり微笑ほほえんでいた。







　夕食後、いつものようにリビングに移動して、ふたりでデザートを食べた。

　今日のデザートは、昨日のさつまいもの残りでつくったリンゴ入りの芋羊羹いもようかん。

　リンゴの爽さわやかな酸味がさつまいもの甘さを引き立ててくれて、我ながら上出来だと由は大満足。

　将人も気に入ってくれたようで、さつまいもが美味おいしいシーズン中にまたつくってくれよとリクエストしてくれた。

　まかしとけと頷うなずいた由は、食べ終わった食器をキッチンへさっさと片づける。

　そして、ソファーに座って新聞を読んでいる将人の前にすっくと立った。

「──なんだ？」

　無言で目の前に立っている由に気づいた将人が、新聞を畳たたみながら不思議そうな顔で由を見上げる。

　由はにこっと将人に笑いかけ、その肩に手を掛けると、ゆっくり屈かがみ込んで唇にキスをした。

　軽いキスのあと、将人の顔を覗のぞき込む。

「なんだ？　今日はずいぶんとサービス良いな」

　将人は嬉うれしそうな顔をしていた。

（油断してるな）

　しめしめと心の中でほくそ笑みつつ、もう一度顔を近づける。

　今度は唇ではなく、首筋へと……。

（今だっ！）

　由はガッと大きく口を開け、思いっきり嚙みついた。

「なッ!!」

　不意をつかれた将人が驚いて引きはがそうとするより先に、由はさっと飛び退のいてソファーから離れる。

「こら、由ッ！　いきなりなにをするんだ！」

　嚙みつかれた首筋を手の平で撫なでながら、怒った将人が怒鳴どなった。

「不満があるなら、口で言えと前にも言っただろうが。おまえ、最近変だぞ！」

　怒られて、由は条件反射で首をすくめた。

　だが、すぐに気を取り直し、将人を睨にらみつける。

「変なのは将人さんのほうだ」

「なんだと？」

「嚙みつかれると怒るよな？　なのに、なんで今日の俺のヘマは怒らないんだ」

「なんでって、そりゃ、元々俺のトラブルにおまえを巻き込んだようなもんだからだよ」

「そのことと、俺が相手の素性すじようも確かめずにホイホイくっついてったのは、また別問題だろ？　俺がもっと慎重しんちようだったら、将人さんに迷惑めいわくかけずにすんだんだ」

「あの程度のことで、迷惑かけられただなんて思ってないよ」

　安心しろ、と将人が言う。

「それが変だって言ってるんだっ！　将人さん、俺に甘すぎる」

　むっとした由は、将人の脛すねを蹴けった。

「……おまえなぁ」

　この乱暴者、と将人は痛そうに呟つぶやいた。

「桂子の彼氏役を頼たのまれた話を将人さんにしたときから、なんか変だと思ってたんだ」

　可愛かわいい養い子が大事な友達の一大事に協力してやろうっていうのに、水を差すほど野暮じゃない。友達に頼たよられるのは由が男前だからだ。

　そう言って、将人は誉ほめてくれたけど、それだって将人の本心からの言葉だとは、やっぱり今でも思えない。

「伯父おじさんの話をしたときもそうだ」

　伯父さんの家に行くか？　と将人は聞いてきた。

　今のこの幸せな生活を終わらせることになるかもしれない問いを、由に向けて口にした。

　由の未来を自分が縛しばるわけにはいかないと言って……。

「本当はすっごく嫌いやだったんだろ？　面白おもしろくないと思ってたに決まってる！」

　由は、自信たっぷりに言い切った。

　いくら友達のためとはいえ、由が自分以外の人間の恋人役をやるだなんて聞いて、将人が不愉快ふゆかいに思わないわけがない。

　血縁けつえんからの申し出だからといって、自分の許もとから由を奪うばい取るような話を『悪い話じゃない』などと思うわけもない。

　これは推測じゃない、由の確信だ。

　将人が自分のことを心から愛してくれていると、このふたりの生活をとても大切に思ってくれていると信じているから、だからそう言い切れる。

　でも、将人はそうじゃない。

「将人さんは……俺を信じてないんだ」

　だから、怒らないし、未来の選択せんたくを由自身に委ねようともする。

「俺が将人さんを好きだっていうこの気持ちをちゃんと信じてないから、だから怒らないんだろ？　許してくれてるわけでもない。いつ俺が心変わりしても仕方ないって疑って、最初から俺を諦めてるんだっ！」

　由は、考え抜ぬいた結果に得た答えを、胸の奥から絞しぼり出した。

　将人が今の生活を愛しているのは間違まちがいないと思う。

　でも同時に、この生活がいつまで続くかわからないとも思っている。

　その原因をつくるのが由だとも……。

　不安だから怒らないし、必要以上に甘くもなる。

「なんで信じないんだよ！」

「……由」

　この答えが間違ってれば良いと由は思っていた。

　馬鹿ばかなことを言うなと、おまえの勘違かんちがいだと将人が言ってくれないかなと……。

　なのに、将人は否定してくれない。

　それどころか、明らかに狼狽うろたえて言葉に詰つまっている。

　自分の推測が間違ってなかったのだと確信した由は、酷ひどく悔くやしくなった。

「俺、将人さんに好きだって何度も言ったよな？　将人さんの側が自分の家だって……。大好きだから一緒いつしよにいるんだ。俺以外の誰かが、将人さんの世話をするのなんか絶対に嫌だ。将人さんを独占どくせんしたい！──他ほかになにを言ったらいい？　なにをしたら、俺のこと、ちゃんと信じてくれるんだ!?」

「信じてないわけじゃない。──ただ由はまだ高校生だろう。この先、進学や就職だってしていくだろう。周囲の状況じようきようが徐々じよじよに変わっていけば、考え方や未来のビジョンだって変わるかもしれない。俺はおまえを縛りたくないんだ」

「縛りたくないって……。そんなのずるい。どんなに頑張がんばったって、自分じゃどうしようもないことなのに……。俺、いますぐ将人さんと対等になりたい」

　悔しくて目頭が熱くなる。

　まばたきして熱を逃にがしていると、将人の手が、由の両手を包み込んだ。

「由、そんなに深刻に考えるな。今は、なにも変わってないし、この先も変わらないかもしれないんだ。もちろん、逆の場合もあるさ。……だが、そうなったときでも、おまえはなにひとつ失ったりしない。なにがあろうと俺は、由の一番の味方だからな」

　わかるな？　と聞かれた由は、わからないと思いっきり首を振ふった。

「逆の場合？　俺が心変わりするってこと？　で、そうなっても将人さんは俺のことを一番に思ってくれるって？　そんな酷い話……。俺がそんなこと言われて喜ぶと思ってんのか?!」

「今の由は喜ばないな」

　将人は静かに微笑ほほえんだ。

「だが、未来はわからない。人生なんて思いがけないことが不意に起こったりするもんだからな。俺が、由を引き取ろうと決意したときみたいに……。あのとき、俺は決めたんだよ。この先なにがあろうと、由の味方でいようって……。たとえ裏切られても構わない。由が幸せになるための踏ふみ台になれれば、それで良いってな」

「俺は嫌だっ!!」

　由は怒鳴った。

　たとえ、仮定の話であっても、そんな酷い話に納得なんかできない。

　両親の残した遺産にまつわるトラブルに辟易へきえきし、由を引き取るまで他人と関かかわることを煩わずらわしがって若隠居いんきよを決め込んでいた将人。

　その彼が、裏切られても構わないという言葉を口にする。

　そこに、どれほどの思いが込められているか、由にだってわかるつもりだ。

　でも、だからこそ許せない。

　悔しさを通り越こして、どんどん腹がたってくる。

「俺が幸せになればそれで良いって？　じゃあ、将人さんの幸せは？」

「俺はいい。いま充分じゆうぶんに幸せだしな。今のうちに、せっせと幸せを溜ためておくさ」

　唇くちびるの端はしを歪ゆがめて将人が笑う。

「……そんなこと……。将人さん、自分で気づいてないのか？」

「なにをだ」

「将人さん、『ピカピカしてない』って俺に言うだろ？　あれ、俺のせいだけじゃないんだ」

　確かに、最近の由は前ほど単純じゃなくなって少し変わってきている。

　妙に甘い態度で問題をはぐらかそうとする将人の態度にずっと不満を抱いだいていたし、将人の『ピカピカしてない』発言に振り回されて表情も硬くなっていた。

　でも、たぶん、一番の原因はそこにはない。

「友達のこととか伯父さんのこととかあったから、確かに俺もどっか変わってきてるんだろうけど……。──でも、将人さんの目だって曇くもってきてるんだ」

　由は将人の目を覗のぞき込んだ。

「不安なんだろ？　俺が変わりはじめてるんじゃないかって……。俺の気持ちを信じられなくなったから、俺を見る目も変わったんだ」

　昨日までと、どこか変わったところはないか？

　そんなふうに無意識で探さぐりながら、由の一挙手一投足に目を配る。

　最初から疑っている状態では、由の気持ちだって将人にはまっすぐ伝わらない。

　そのせいで、将人の目に映る由は、『ピカピカしてない』ように見えたのだ。

「そんな状態で幸せだなんて、噓うそだ」

　違ちがう？　と由は聞いた。

「……いや……しかしな……」

　将人は、まるで目から鱗うろこが落ちたように呆然ぼうぜんとしていた。

「将人さん、俺を信じてよ。俺、心変わりなんかしない。ずっと将人さんの側にいる。誓ちかうから」

「由、誓うだなんて、気安く口にするもんじゃない。人間の心なんて、自分で思うほどは自由にならないもんだ。いずれ後悔こうかいするぞ」

「俺は後悔なんか絶対にしない」

　でも、今ここで将人を説得しきれなかったとしたら、きっと後悔するだろう。

　それだけはわかっているから、由は諦あきらめない。

「後悔しないために誓うって言ってるんだ。──だから俺を信じるって言え」

　将人の瞳ひとみを覗き込んで、由は必死に訴うつたえた。

　だが将人は、両手で握にぎった由の手に目線を落とした。

「……無理だ」

「なんでだよ。俺がそんなに信用できないのか？」

「俺が信用できないのは、おまえじゃない。俺自身だ。……信じると口で言うのは容易たやすいがな、言った側から、きっとこの心がその言葉を裏切る」

　不安なんだよ、と将人は呟つぶやいた。

「俺は幸運だと、あちこちで言われる。確かにそうだ。ギャンブルには強いし、宝くじにも当たる。しまいには、手に入れるのを最初から諦めていたおまえまで、この腕うでの中に勝手に転がり込んできてくれた」

「だから？」

「幸運すぎて、さすがに不安になる。いくらなんでも、人の運には限りがあるだろう。この幸運もいつまで続くもんかってな……」

「将人さんって、変なところで弱虫だよな」

　なんて後ろ向きなんだろうと、と呆あきれながら由は呟いた。

「いまだにカエルも嫌きらいだし」

「悪かったな。あれはもうトラウマだから、仕方ないだろうが」

　将人が顔を上げて苦笑くしようした。

「仕方なくなんかない。将人さんってさ、嫌いやなものからすぐに目をそらすし、話もそらすんだ。苦手を克服こくふくしようとかって思ったことも、自分から努力したこともないだろ」

　以前の将人は食べ物の好き嫌いも多かったし、面倒めんどうだと思うことには自分から手を出さなかった。

　だから由としては世話のし甲斐がいもあるのだけど……。

（頭が良すぎるせいかもな）

　由は保護者である将人が悪く言われないよう、学校ではそこそこの成績を維持いじしているけど、そのぶんかなり努力もしている。

　それを見て、頑張ってるなと将人は誉ほめてくれる。

　でも、一度も由の努力に共感してくれたことはない。

　人並み外れた記憶きおく力と分析ぶんせき力を持つせいだ。

　一度目にしたものを瞬時しゆんじに記憶できる将人には、由のような努力は必要なかっただろうから、由の努力に共感することができないのだ。

　それに、資産家であることも関係あるかもしれない。

　将人がかつて若隠居を決め込むこともできたのは、生きていくためにあくせく働く必要がない環境かんきようだからこそ。

　普通ふつうだったら、どんなに嫌でも外界との接触せつしよくを断つことなんてできっこない。

（でも、俺のために若隠居は止めてくれた）

　まだ小学生だった由の情操教育に良くないだろうと、将人は普通の大人おとなのように外に働きに出ていくようになっている。

　だから、やればできるはず。

「わかった。もう信じるって言ってくれなくてもいい。──その代わり、努力しろっ！」

　由は、そう宣言した。

「努力しろったって……なにをどうしろって言うんだ？」

　また変なことを言い出したなと言わんばかりに、将人は困った顔をした。

「俺を信じる努力だよ。自分の中だけに溜めてないで、不安を解消するために動いてみな」

　不安だったら口に出して言えばいい。

　そしたら、すぐに由がその不安を笑い飛ばして解消してやる。

　気に入らないことがあったらちゃんと文句を言えば良い。

　なんでも言うことを聞くとは約束できないけど、不満を解消する方法は一緒いつしよに考えるから……。

「──俺にも、将人さんの不安を分けてくれれば良いんだ」

　由は言葉をつくして必死で訴えたが、将人は頷うなずかなかった。

「俺の重荷を由に預けるようなことはできない」

　縛しばりたくない、と首を横に振ふる。

「縛りたくないって……」

　また、それか……。

　由は、ぐるりと会話がループしたような錯覚さつかくに囚とらわれて、プチッと切れた。

「ああ、もう、めんどくさいっ!!」

　怒鳴どなって、両手を包んでいた将人の手を振り払はらう。

「将人さんが、そうやって逃にげるなら、俺が将人さんを縛ってやるっ！」

「……由」

「俺の好きな人は将人さんだって、みんなに宣言する」

「みんなって？」

「友達や伯父おじさん達、みんなだ」

「馬鹿ばかなこと言うな。氷藤達にばらすのとはわけが違うんだぞ」

「わかってる」

　かつて、借金のカタに愛人として囲われているのだという根も葉もない噂うわさを流されたせいで、クラスメイト達から避さけられて好奇こうきの視線に晒さらされた。

　あの不愉快ふゆかいさはまだ記憶に新しい。

　今度は前と違ちがって本当のことだから、もっと酷ひどいことになるだろう。

　それでも、別に良い。

「俺が自分からみんなにばらしたら、将人さんはもう逃げられない。俺ひとりを騒動そうどうの渦中かちゆうにおいて自分だけが安全地帯に逃げるなんてこと、将人さんにはできっこないもんな」

「そんな、無茶苦茶な……」

「将人さんを俺の側に縛っておけるなら、無茶苦茶で良い。絶対に逃がさない。──俺の気持ちを甘く見るなっ！」

　由は、そう言うと部屋の隅すみにある電話に歩み寄って行く。

「由、おい、なにをする気だ？」

「伯父さんちに電話する」

　そう宣言した途端とたん、将人の腕が身体からだに絡からんで、引き止められた。

「勘弁かんべんしてくれ。そんなことしたら、明日にでもおまえを先方に取られちまう」

　法的に養子縁組ようしえんぐみを結んでいるわけじゃないから、将人の保護者としての立場は本来弱い。

　血縁けつえん者に正式な申し立てをされたら勝てる保証はない。

「嫌なんだ？」

「当たり前だろう」

「今は嫌なのに、未来なら平気なのか？」

　将人の腕の中、由はぐるっと身体ごと振り向いて、将人を見上げた。

「……え？」

「俺を縛らないって、そういうことだろ？　いつか俺が心変わりして、将人さんの許もとから消えても引き止めないってことだよな」

「それは……」

「ホントに、そんなことできんのか？」

　由はくるんと目を大きく見開いて、将人の顔を見つめた。

　答えに窮きゆうして、困りきっている顔を……。

「できないって、将人さんの顔に書いてある。──今だろうと未来だろうと、将人さんは俺を手放したくないんだろ？」

「いや、でもな……由」

「うるさいっ！」

　この期ごに及およんでまだぐずぐず言う将人を、由は怒鳴りつけた。

「将人さんは、頭で先に考えすぎなんだ。常識なんか二の次！　一番大事なのはここだろ！」

　硬かたく握った拳こぶしで、ドンッと将人の胸を叩たたく。

「ここで感じたことに正直になれば良いんだ。──俺、将人さんが性格悪いってこと、ちゃんと知ってるぞ。自分勝手だし、傲慢ごうまんだし、心狭せまいって……。なんで俺相手だと大人ぶって遠慮えんりよしちゃうんだ？　せっかく頭良いんだから、うまいこと言って俺のことだって騙だませばいいだろ」

「おまえ相手にそんなことできるか」

「あ、そ。でも俺はできるからな。──俺は、自分が幸せになるための努力は惜おしまない」

　ぐいっと将人の身体を両手で押して、もう一度電話に向かう。

「ちょっと待て、降参する。わかったから……」

　将人の腕うでがまた絡んで引き止めた。

「なにがわかったって？」

「……努力する」

　由が見上げて睨にらむと、将人はため息混じりに答えた。

「なにをどう努力するか、はっきり言いな」

　ここまできて誤魔化ごまかされてなるものかと、由はもっと答えを要求する。

「不安になったら拗すねるし、気にくわないことがあったらごねてやる。おまえに逃げられないようにせいぜいあがいてやるさ。──これで良いか？」

「上出来っ!!」

　由は、嬉うれしくて犬歯を見せて笑った。

「やればできるじゃないか」

　胸を張って威張いばる。

「……親戚しんせきにカミングアウトするって言われちゃ、さすがにな」

「するわけないだろ」

「あぁ？」

　由の言葉に、将人が片眉かたまゆをひそめた。

「今の状況じようきようでそんなことしたら、将人さんが悪者になるからな」

　由がどう説明しようと、ふたりの関係を客観的に見れば、保護者である将人が一方的に周囲から責められてしまうのは間違まちがいない。

　どんな事情があろうと、由だってそんな状況に将人を追い込みたくなんかない。

「……俺を騙したのか」

「まあな。俺は自分が幸せになるための努力は惜しまないって言っただろ？　噓うそぐらいつくさ」

　そうでもしなきゃ、将人は観念してくれないと思ったから……。

「将人さんだって、俺が幸せなら嬉しいだろ？」

「羨うらやましい奴やつだな。なんでそんなに自信満々なんだ」

　そんな由を見て、将人が呆あきれた顔をする。

「そんなの決まってる。将人さんが俺を愛してるって知ってるからだ」

　由は思いっきり威張った。

　だから騙してでも本心を言わせたかった。

　でなければ、不安と不満とで、将人の心がもっともっと翳かげっていくだろうと思ったから……。

「そうだろ？」

「そのとおりだが……。そこまで自信満々に確信できるってのも羨ましいよ」

「なに言ってんだよ。俺にそう確信させてるのは、将人さん自身なんだからな」

「俺が？」

「ん。俺にこんなに影響与えいきようあたえてる張本人なんだから、もっと自信もて」

　将人は、不意に眩まぶしそうに目を細めた。

「前よりもっとピカピカしてやがる。──参った……。由は本当に男前だな」

　苦笑くしようする唇くちびるが、ゆっくり近づいてくる。

　待ちきれなかった由は、将人の首に手を伸のばし、背伸びして迎むかえ撃うった。










　深夜、そうっと分厚いドアを開けると、その隙間すきまから暗い廊下ろうかに灯あかりが零こぼれてきた。

（……ちっ、起きてるか）

　由は心の中で舌打ちしてから、諦あきらめてドアを勢い良く開いた。

「お、どうした？」

　ベッドのヘッドボードにもたれ、寝酒ねざけを飲みつつ本を読んでいた将人が由に視線を向ける。

「傷の具合見に来た」

　消毒薬と絆創膏ばんそうこうを持って、由は部屋の中に強引ごういんに侵入しんにゆうした。

　さっき由が思いっきり嚙みついたとき、将人の首には血が出るほどの傷がついていたのだ。

「あ、でも、もう血は出てないか……」

　わざと犬歯を意識して嚙んだせいか、ひときわ深くついたふたつの傷の周りだけは少し腫はれているが、もう完全に血は止まっている。

「残念そうに見えるのは、俺の気のせいか？」

　しげしげと至近距離から傷を覗き込む由を、将人がうろんげな目で見る。

「へへ、ごめん。──絆創膏貼はる？」

「必要ない。……それより由、おまえ予防注射を打ったほうが良くないか？」

「なんの？」

「狂犬病」

「……むかつく」

　もう一回嚙んでやろうかと将人の肩に手を掛けた途端、パチンと額を指で弾はじかれた。

「犬扱いされたくないなら、まず口で言え。問答無用で実力行使は勘弁かんべんしろよ」

「ん」

　由は渋々頷しぶしぶうなずく。

「将人さん、その本、いつまで読むつもり？」

「もうちょい、区切りのいいところまで」

「そっか」

　不要になった消毒薬と絆創膏をベッドサイドのテーブルに置くと、由はベッドに上った。

「由？」

　もそもそと布団の中に潜もぐり込もうとする由を、将人が怪訝けげんそうに見る。

「あ、俺のことは気にしないで」

「気にする。──なにしてるんだ、おまえは」

　由は、将人にパジャマの襟えりをつかまれて引きずり出された。

「夜這よばい」

「……あのな、由。おまえ、明日も学校だろう？　もう夜も遅おそいし、部屋に戻もどって寝ねろ」

「嫌いやだ」

　由は、べっと舌を出して、そのついでに将人の唇をべろっと舐なめた。

「まだ興奮してるから眠ねむくない。それに俺、将人さんが欲しい」

　大もめにもめた後、将人は長いキスをくれた。

　だがそれだけで、由が誘さそっても、それ以上は手を出してこなかった。

　この期ごに及およんで、大人おとなの気遣きづかいという奴を発動したのだ。

　当然、由はむっとした。

　その場で暴れてやっても良かったのだが、散々もめた後だけにまた舌戦に持ち込まれたくなかった。

　次もまた勝てるとは限らないからだ。

　だから少し時間を置いて、逃にげられないように夜這いをかけてみたのだった。

「将人さん、本読んでていいよ。俺、勝手にやるし……」

「勝手にって……。おい」

　由は問答無用でぽぽんと服を脱ぬぐと、将人の膝ひざの上に乗った。

　本を持つ将人の腕うでの下から手を入れて、パジャマのボタンを外していく。

「将人さんの服脱がせんの、はじめてだな」

　あれ着ろこれ着ろと、きちんとした格好をさせるべく朝の身支度の監督かんとくをしたことなら何度もあるが……。

「けっこう楽しい」

　露あらわになった肌はだに口づけようと、将人の腕に下から頭を無理矢理入れる。

　将人は諦めたようにため息をついて、本を脇わきに寄せた。

「読まないの？」

「ったく、この状態で読めるか」

　苦笑する将人の唇に軽くキス。

　キスを返そうとする将人をかわして、頰から首筋へとキスしていく。

「おい、由？」

「良いから、将人さんは、じっとしてて」

　将人は怪訝そうな顔をしたが、それでもとりあえずは言うことを聞いてくれた。

　いつも将人がしてくれるように、将人の肌に触ふれてみる。

　肩かたのラインを手の平でなぞり、耳を舐め、唇で喉のどにそっと触れる。

　チュッと音を立てて胸にキスして、乳首ちくびを舌先で嬲なぶってみたり……。

（……反応ない）

　おや？　と思って顔を上げると、にやにやしている将人と目があった。

「気持ち良くない？」

　自分がされて気持ち良いことをしてみたつもりだったのだが……。

「こそばゆいな」

「その程度？」

「由とは経験値が違ちがうからな」

　負けてなるかと、また頑張がんばってみる。

　やっぱここだよなと、乳首を重点的に攻せめていると、将人の指がそうっと由の背中を撫なで上げた。

「うひゃっ……。ちょ、じっとしてろってば」

「退屈たいくつなんだ。これぐらいさせろ」

「むかつくっ」

　へたくそだと言外に言われているのだと気づいて、由はいまに見てろと、また続きに励はげんだ。

（乳首が駄目だめなら、こっち……）

　絶対感じさせてやると、将人の下着をずらして、まだ反応していないものを引っ張り出した。

　とりあえず舐めてみようと、屈かがみ込もうとしたら、将人にガツッと頭を押さえられる。

「なに？」

「いや……、それは良い」

「なんで？　ちゃんと気持ち良くさせてやるからさ」

「う～ん。……おまえ、すぐ嚙かみつくからな」

　さすがに怖こわいと、将人がびびる。

「やだな。いくらなんでも、ここは嚙まないって」

　安心させようと思って犬歯をのぞかせて笑いかけたのに、将人は眉間みけんに皺しわを寄せた。

「信用できない」

「うわっ、酷ひどいな。さっき、俺を信じる努力をするって約束したばかりだろ」

「それとこれとは違ちがう。……最近おまえ、嚙み癖ぐせがついてるしな」

「嚙み癖って……」

　それでは、やっぱり犬扱あつかいだ。

「そんなに強く嚙んでないのに」

「それで血が出たってのか？」

　痛いところをつかれた由は、へへっと誤魔化ごまかし笑いをした。

　常に大量の食料を一気にガツガツ咀嚼そしやくしているせいで、由の顎あごの力はけっこう強い。

　その力に、キラリと光る大きめの犬歯が加わると、恐怖きようふも倍増だと将人が訴うつたえる。

「弱虫め」

「なんとでも言え。同じ男なんだから、この恐怖感きようふかんはおまえにだってわかるだろう」

「まあ確かに……。だ、か、ら、大丈夫だいじようぶなんだって思えないか？」

　お願いだから信用して、と、ちょっと甘えた声で訴える。

　由のお願いに甘い将人は、渋々頷いた。

「……銜くわえるのだけは勘弁してくれ」

「わかった。まかせろっ」

　由は嬉々ききとして屈み込むと、手で擦こすり上げながら、チュッと音を立ててキスをする。

　手の中で徐々じよじよに変化していく形と熱。

　その形や浮うき上がった筋をなぞるように舐め上げ、溢あふれてくるぬめりを舌で感じる。

　夢中になってぺろぺろと舐めていると、将人の手が頭に触れた。

　指先が髪かみの生え際からするりと滑すべり込んできて、くすぐったい。

　耳や喉元のどもともくすぐられる。

「……ふっ……」

　ソフトに触れてくる指先から、淡あわい快感がじんわりと染み渡わたってくる。

　徐々に乱れつつある将人の息づかいが耳に届く。

　手と舌とで感じる、熱い脈動。

（……なんか、すごく気持ち良い）

　直接触れられているわけじゃないのに、由のそれも熱くなっていく。

　いつもただ一方的に愛され、翻弄ほんろうされるばかりだった。

　してあげることで、こんなに興奮するなんて、嬉うれしい発見だ。

「……いい眺ながめだな」

　夢中になって舐め上げていると、将人の楽しそうな声が聞こえた。

「少しは色気ある？」

　手を動かし続けながら聞くと、少しな、と答えが返ってきた。

　機嫌きげんを良くした由は、夢中になって行為を続けた。

　髪や身体からだを愛いとおしそうに撫でてくれる将人の手の動きが、上手だと誉ほめてくれているみたいに感じられていっそう嬉しくなる。

（これ……口に入れたら、どんな感じかな）

　ふと、そんなことを思った。

　身体の奥でなら何度も感じたことのある、この愛しい熱さを、ここでも感じてみたい。

　将人とする深いキス、口の中を巧たくみに動き翻弄する舌先の心地ここちよさが脳裏のうりをよぎる。

　唇くちびるで触れ、舐なめるだけじゃなく、口に入れてみたいと思う。

　上顎うわあごや舌の根本で、この熱さとぬめりを直接感じて……。

「……んん……」

　由は、欲望のまま唇を開いて銜えようとした。

　だが、その直前に、脇の下に手を入れられ、将人に身体を強引ごういんに引き上げられた。

「──っぶね。由、そこまでだ」

　そのまま、ばふっとベッドの上に放り投げられた。

　夢中になっていたのに、いきなりおあずけをくった由は、むうっとふてる。

「……けち」

「うるさい。……俺もそろそろ我慢がまんの限界だ。今度はこっちで楽しませろ」

　限界だと言うのは噓うそじゃないらしく、濡ぬれた指が性急な感じで身体の奥を開こうとして触れてきた。

「なんだ、もう柔やわらかくなってるじゃないか。……舐めて興奮したか？」

　楽しそうに呟つぶやきながら、将人が奥深くへと指を入れ、広げるようにかき回してくる。

「ん。……あっ……ぁん……」

　ぐりっと感じるところを擦り上げられて、由はたまらず将人の腕うでにしがみつく。

「次は、ちゃんと最後まで……やらせて」

「……嚙まないって約束するならな……っ」

　指が抜ぬかれて、足を押し広げられた。

「──あっ…あ………ふぁ……」

　ググッと一気に押し入ってくる熱さを、息を吐はきながら受け止めていく。

「……んぅ。──やくそ……するから……」

「本当か？」

　根本まで押し入って一旦いつたん動きを止めた将人が、身体を倒たおして由の顔を覗のぞき込んできた。

「ん、する。……も、良いから、早く……して……」

　由は、両手を伸のばして、将人の肩にしがみついた。

「せっかちめ」

　将人は嬉しそうな声で呟いて、望み通りにしてくれた。

「……あ……あっ……いい……っ……」

　愛しい熱さが力強く動き、一気に身体がとろけていく。

「ま……さとさん…………ぅふ……」

　由は夢中でその動きを追った。

（絶対、嚙んだりしないのに……）

　嚙んでうっかり傷つけたりしたら、なおるまでこんな風に愛してもらえなくなる。

　それで寂さびしい思いをするのは由だ。

　それなのに、こんなに怯おびえられると、悪い気持ちもムクムク目覚める。

　軽く歯を立てたりしたら、さて、将人はどんな反応を示すか……。

（……ちょっと興味あるけどな）

　でも、本当に嚙むとしたら、さして影響えいきようのない場所を選ぶ。

（やっぱり、ここか）

　由は腕を将人の肩かたから首へと移動させ、ギュッとしがみついて引き寄せる。

　近づいて来たところで、狙ねらいを定めてガブッと軽く嚙んだ。

「っ、由ッ！」

　驚おどろいた将人がバッと身体を離はなす。

「まったく、おまえは……」

「わっ、ちょっ」

　たんま、と言う間もなく、くるんとひっくり返された。

「これなら嚙めないだろう」

「わっ、ギブギブ」

　ぐっと強く背中を押され、バタバタと足を動かす。

　一気にプロレスっぽい雰囲気ふんいきになってしまった。

（これだから、色気ないって言われるんだよな）

　もしくは、空気読めない、とか……。

　由は後悔こうかいしたが、後の祭り。

「もう嚙かまないから離して。約束する」

　お願い、と甘えた声を出してみたが、「その手には乗らない」と却下きやつかされた。

「いい加減にしないと、次は縛しばり上げるぞ」

「しば……る？」

（……この縛るは、あの縛るとは違うか）

「縛るって、どこをどんな風に？」

　好奇心を刺激された由は、首を捻ひねって将人を見る。

「そりゃ、やっぱり一番危険な口からだろうな」

「さるぐつわ？」

「まあ、そんな感じだ」

「あとは、どこ？」

「どこって……。手首とか」

「なにで縛る？　紐ひも？　タオル？」

　由が矢継やつぎ早ばやに聞くと、将人は困惑こんわくした顔で、由の背中を押さえていた手を離した。

「……やけにノリノリに見えるのは、俺の気のせいか？」

「気のせいじゃない。だって、なんか面白おもしろそうだし」

　道具で縛られたことは一度も無いけど、将人の手で拘束こうそくされることならたまにある。

　押さえつけられて、焦じらされて、泣かされて……。

　やられている最中は泣きが入ってしまうけど、でもいつもと違うそんな行為が気持ち良いのもまた事実。

　起き上がった由が期待に満ちた目で見上げると、将人は頭を抱かかえた。

「ったく、おまえは……。どうしてそう、あけっぴろげなんだ」

「あ、もしかして俺、また空気読めてない？」

「かなり」

　将人は深く頷いた。

「期待されてるとこ悪いが、さっきのはただの脅おどしだ。絶対に縛ったりしないからな」

「なんで？　別に良いのに」

「駄目だめだ」

　トンと額を小突こづかれて軽くのけぞったところで、今度は肩を押された。

「縛るとどうしたって痕あとが残る。この顔にも身体にも傷をつけたくない」

　ベッドに倒れ込んだ由の顔を将人が覗のぞき込み、顔を近づけてくる。

「将人さんって甘いよな」

　何度も嚙みついて将人を傷つけた前科のある由は、ちょっと申し訳ない気分になる。

　空気を読めずに中断させてしまったことだし、この先はちゃんと協力しようと思って近づいて来る将人の首に腕を絡からめてみたりしたのだが、どうやら逆効果だったようだ。

「……やっぱり信用できない」

　ぼそっと呟いた将人は、由の攻撃範囲に入る前に動きを止めると、由をくるんとひっくり返した。

「後ろからなら嚙みつけないだろう」

「弱虫め」

「うるさい」

　腰をつかまれ、ぐっと高く上げられる。

「……んっ……」

　熱いものが押しつけられた。

　強引ごういんに押し入ってくるつもりだと察して力を抜いて待っていたのだが、予想が外れた。

「え？……ちょっ……」

　熱いものは中に入ってこようとはせず、ぬるっと入り口を擦こするだけ。

　すっかり期待していた身体が、肩すかしをくらって焦れて疼うずいた。

「おっ、可愛いな。ひくひくしてるぞ。……どうだ？　欲しいか？」

　からかうような口調で聞かれて、負けず嫌いの虫が疼く。

（意地悪め）

　由はギュッと唇を嚙みしめた。

「……んっ……ぅ……」

　入り口をぬるぬるとゆっくり擦る、熱いものの感触。

　それがどんな喜びをもたらすかを知りつくしている身体が、早く……と焦れて小さく震える。

（きっと、さっき不意打ちで嚙みついたのの仕返しだ）

　でも間抜けな仕返しだと、由は心の中でこっそり思う。

　焦らすことで、将人自身だって焦らされてるんだから……。

（……可哀想だから、俺が折れてやる）

　自分自身にそんな言い訳をしつつ、そこに触れる張りつめきった熱さの誘惑に由は降参した。

「……欲しい」

　お願い、と甘えた声で囁くと、腰をつかむ将人の手の力が少し強くなった。

「力、抜いてろ」

「ん」

　再び、ぐっと奥深くまで侵入してくる熱。

「……んんあ……あっ……」

「くっ……。こら、そんなに締めつけるな」

　そんなことを言われても、由自身にだってどうしようもない。

　焦れていた身体が、逃がすもんかと勝手に締めつけてしまうんだから……。

「そん……な……あっ……」

　むり、と首を振って意志を伝える。

　仕方ないなと苦笑くしようする声が聞こえて、ふっと背中に温ぬくもりを感じた。

　身体を倒し覆おおい被かぶさってきた将人が、由の襟足えりあしの髪かみを指で払う。

「──アッ！」

　かりっと、いきなり首の後ろを甘く嚙かまれて、びっくりした由は悲鳴をあげた。

「不意打ちだと、くるだろ？」

　将人が楽しそうに囁ささやき、嚙んだところを舌先で、ぞろりと舐なめ上げる。

「っ……んん……」

　甘痒あまがゆい感覚に、ぞくぞくっと背筋が痺しびれる。

「ああ、こっちも良い感じだ」

　締めつけていた身体の緊張がほぐれ、奥深くまで入り込んでいた将人の熱が、ゆるりと中で蠢うごめく。

　将人自身、かなり焦れていたのだろう。

　動くぞ、と由の耳元で熱っぽい声で囁くと、いきなり激しく動き出した。

「──ひあっ！……あ……あんっ…………やっ……」

　いつもより、少しだけ容赦ようしやのない動きだった。

　馴染なじむのを待たずに、強く、深く穿うがたれる。

　微かすかな痛みと、それに勝まさる強烈きようれつな快感。

　急激に熱くなっていく身体が少し怖こわくなった由は、指が白くなるぐらい強く、ギュッとシーツを握にぎり締めた。

　不意に、将人の動きがゆるやかになる。

　シーツを握り締める由の手に、将人の手が重なった。

「きつかったか？」

　心配そうに顔を覗き込まれた由は、少し、と頷うなずく。

　その途端、引き抜かれそうになって、由は慌てて将人の指に指を絡からめた。

「……あ、やっ。続けて」

「辛つらいんだろう？」

「……ゆっくりしてくれれば…平気……だから…。……っ……あ……」

「……これで良いか？」

「ん。……んぅ……」

　将人が気遣きづかうようにして、また動き出す。

（……甘いよな）

　ほんのちょっとの泣き言で優やさしくなる将人に、由はなんだか胸が熱くなった。

　大事にしてくれてるんだという認識にんしきが、心と身体に染しみてくる。

　大事に思ってくれるからこそ、由の未来が壊れないよう、歪ゆがまないようにと、そうっと扱おうとしてくれたのかもしれない。

　そこまで大切にしてくれる気持ちは嬉うれしい。

　でも、由は壊れ物じゃない。

　自分の足で地面に立って、自分の手で大切な場所を守ろうとしているひとりの人間だ。

　肝心かんじんの、守ろうとしているその場所が、由自身をお客様扱いするのなら抵抗もする。

　自分は、この場所に生きると誓った永住者なんだと暴あばれもする。

（もっともっと強くならなきゃ）

　ここに居続けるために……。

　もっともっと強く自分の気持ちを将人に伝えていかなきゃと思う。

　将人が不安にならないように……。




「………あっ……んん……」

　さっき嚙かまれたところをきつく吸われ、また舐なめ上げられて、ぶるるっと背中が震えた。

　将人の熱さに馴染んだ身体は、気遣うような緩ゆるやかな動きじゃもう足りないと訴える。

　お願い、もっと、と由は何度もねだって、何度も熱を吐はいた。

　その度たびに与あたえられる愛いとしい熱さに、身体がとろける。

「……んふっ……あ、……あ……まさと……さん……っ……」

　心も身体もたまらなく熱い。

　籠こもった熱を逃がすように、由は将人の名を何度も呼んだ。

　いったん引き抜かれ、身体の向きを変えられた。

　膝頭ひざがしらを押し上げられ、また深く穿うがたれる。

「…っん……」

「やっぱり、この可愛かわいい顔が見えないとな」

　甘い快感に酔よっている由の顔を、愛おしそうに将人が見る。

　その優しい視線がただただ嬉しくて、由はふんわり笑う。

「この犬歯、ひょこっと顔を出すのがまた……。──ずっと、こんな風に笑っていられればいいよな」

　それだけが願いだと、将人が小さく囁ささやく。

　熱に浮かされ朦朧もうろうとしたまま、由は甘く痺しびれた腕を将人の首に絡めた。

　深いキスを求めると、「嚙むなよ？」としつこく念を押した将人が、おそるおそる顔を近づけてきて、小手調べとばかりに舌先で唇をめくってゆっくり犬歯を舐める。

「……よわむし」

　待ちきれなくなった由は、強く引き寄せ、自分から深く唇くちびるをあわせた。

　深く唇をあわせ、将人の舌を誘い込んで絡め、心と身体に溜たまった熱を、唇から直接将人に吹き込んでいく。

　伝われっ、と祈いのるような気持ちで由は深く口づけた。

　この熱は、すべて将人から与えられたもの。

　由の幸せの元が、将人なんだってことをちゃんと実感して欲しかった。

「……んっ」

　引き込んだ舌を犬歯で軽く甘嚙みすると、それに応こたえるように将人の熱が由の身体の奥でドクンと熱く脈打つ。

　たまらなく、幸せな瞬間しゆんかんだった。
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　その後、由の許もとに一通の手紙が届いた。

　両親に借金を負わせて逃にげた、父親の親友からの謝罪の手紙。

　その内容は、宛名あてなを見た瞬間しゆんかんに想像した文面そのものだった。

　あまりにも定型文めいた謝罪に、由は少し冷めた気持ちになる。

　でもしばらくしてから、そんなものなのかもなと考えを変えた。

　彼は、父親の親友であって、由とは面識がない。

　相手の性格や、ものの考え方がわからない以上、悲しみや怒りを再燃させないためにも、ありふれた言葉で心情を綴つづるのが一番無難なんだろうと……。

　だから、やっぱり由も、当たり障りのない文章で返事を書いた。




　両親はあなたを許していた。

　あなたに負わされた借金に関してもさほど深刻には受け止めていなかったし、不慮ふりよの死を迎むかえるその瞬間まで、何ものにも邪魔じやまされることなく、自分達の人生を楽しんで生きていた。

　だから、どうか無意味に罪の意識に囚とらわれないでいて欲しい。

　無駄むだな悔恨かいこんで、あなたの人生を無駄遣むだづかいしないでいて欲しい。

　そう両親も望んでいるはずだ、と……。




　将人の後ろ向きな部分を見てしまったせいだろうか。

　最近の由は、人生の無駄遣いに対して、すっかり厳しくなってしまっている。







　栗栖は、もう少し腕うでを磨みがいたら将人に再戦を願い出るかもしれないと言っていると、氷藤がこっそり教えてくれた。

　氷藤の会社との仕事の契約けいやくは順調に進んだが、もう二度と将人個人をスカウトするつもりはないと言っているそうだ。

　あんなに我が強い人間は手に余るし、自分はマゾじゃない。

　一緒いつしよに仕事したいとは到底とうてい思えない相手だからと……。

　どうしたわけか由を気に入ったらしく、由宛にメッセージつきで肉を贈おくってきた。

　由の美味おいしそうな食べっぷりが楽しかったから、今度は一緒に食事したいと……。

　そんなもの受け取るなと将人は嫌いやな顔をしたが、由は自分宛なんだから指図される謂いわれはないとありがたく贈り物を頂戴ちようだいした。

　その代わり、将人が嫌なら栗栖とふたりきりで食事に行くようなことはしないけど、どうする？　と聞いてみたら、即座そくざに絶対に行くなという返事が返ってきた。

　由は、少しほっとした。










「由くん、これでどう？」

　塚田が、鶏とり団子の材料の練ねり具合を見てくれと、由にボールの中身を見せた。

「まだ、もうちょい」

　由が言うと、了解りようかいと言って大人おとなしくまた作業を再開する。

　最近気づいたのだが、塚田は手伝いはしても、自分で料理を覚える気はまったくないようだ。

　そのせいか、ずっと手伝ってくれているのに、まったくと言っていいほど料理の手順なんかを覚えてなくて、ひとつの作業を終えると、次はなにをする？　と毎回聞いてくる。

　対称たいしよう的なのが、たまに手伝ってくれる氷藤で、こっちは最初になにをつくるか言って、ある程度の指示をすると、あとは自分ひとりで盛りつけまでさっさとやってしまう。

　ふたりの性格とか、社会的立場とかを考えると、けっこう興味深い違ちがいだ。

　ちなみに、この件に関しては自分のことでも発見があった。

　手伝ってもらうとしたら絶対に氷藤のほうがお役立ちなのに、実際に由がお願いするのは塚田のほう。

　ずっと性格的に頼たのみやすいからだと思ってたけど、よくよく考えてみると、どうも違ちがう。

　キッチンという由にとっての一番の縄張なわばりで、他ほかの人が我が物顔で振ふる舞まうのが嫌なだけ。

（将人さんだけじゃなく、俺もけっこう心狭せまい）

　自分のことでさえ意識しないと気づけないもんなんだなと、ちょっと不思議な気分になった。







　今晩のメニューは、鶏づくし。

　栗栖が贈ってくれた、特別な飼料で育てられたという大山地鶏おおやまじどりがメインだ。

　水炊みずたきとささみの梅肉和あえ、中華風ちゆうかふうに味付けした肉団子にシンプルな唐揚からあげ、生でも食べられると説明書きにあったので、たたきなんかもつくってみる。

　由は、いつものように将人の友達連中を呼ぼうとしたのだが、氷藤だけは呼べなかった。

　いま氷藤は、将人から一条家への出入り禁止を申もうし渡わたされているからだ。

『田之倉がおまえにちょっかい出してきたのは、間違まちがいなく氷藤の入れ知恵ぢえだぞ』

　将人は、そう断言する。

　由の情報が漏もれる窓口は氷藤だけだったし、将人がこのまま対戦を断り続けていては田之倉の会社との契約が頓挫とんざしかねないと判断し、将人を勝負の席に呼び出したいのなら、まず由を誘さそえば良いと入れ知恵したに違いないと……。

　由としてはそれが事実だったとしても一向に構わないのだが、将人は仕事関係で由を利用されたのが気にくわないみたいだ。

　桐生にその話をしたら、『面倒めんどうになって先輩せんぱいにまる投げしたんじゃないの？』と言われた。

　自みずからの会社の社員とはいえ、出資者でもある将人は氷藤にとって恩人なのだ。

　その将人に田之倉との勝負を強要することもできす、田之倉からは仕事をたてに取られて勝負をせっつかれて、きっと面倒になったのだと……。

　だからと言って、営業を仕掛しかけた側の氷藤から田之倉に、将人との勝負と仕事の話、その両方をなかったことにしてくれとはさすがに立場上言いにくい。

　だから、わざと将人を怒おこらせて、将人の手ですべての話をチャラにさせようとしたのではないか。少々の損害が出ても、出資者でもある将人のやったことだから仕方ないと、自分は被害者ひがいしやの立場に回れるし……と、桐生は言う。

　仕事の契約を取るために由を利用したのだと言う将人と、面倒になった仕事をチャラにするために将人を利用したのだと言う桐生。

　氷藤の真意を探さぐろうと思って、こっそり電話して聞いてみたが、笑って誤魔化ごまかされた。

　さて、どっちが正解に近いのかと、由もあれこれシミュレートしてみる。

　でも、これだ！　という答えは出さない。というか出せない。

　自分よりもずっと氷藤を良く知っているはずの、将人と桐生の推測が違っているからだ。

　結局のところ、どんなに考えたところで、人の心の内側を完璧かんぺきに知ることなんてできないんだろう。

　できるのは、なにを思ってそれをしたのかと、ただ考えることだけだ。

　以前、子供の甘えと大人の甘えはどう違うのかと由が聞いたとき、桐生は信頼しんらいと理解だと答えた。

　信じ頼たよることと、わかり察すること。

　人の心のうちを考えることは、理解に通じる道なんだろうか？

　そんなことを、ふと思ったりして……。




　ちなみに、氷藤の出入り禁止は一時的なものだ。

　最初から許す気があるのなら、出入り禁止だなんて面倒なことを言わなきゃいいのにと短気な由は思うのだが、将人はそれじゃ示しがつかないと言う。

　誰に対しての示しなのかと聞いてみたら、将人は言葉に詰つまっていた。

　たぶん将人の腹の虫が収まらないだけなんだろうと、由は密かに推測している。

　だから、少しでも早く氷藤の出入り禁止が解ければいいなと思うのだ。







　夕食の開始予定時刻の少し前、桐生がやってきた。

　玄関げんかんで出迎でむかえると、桐生が一緒に連れて来ると言っていた駒子の姿が見えない。

「いらっしゃい。──駒子さんは？」

「仕事でちょっと遅おくれるって。……うわ～、良い匂においがするね～」

「日曜なのに仕事って……、ちょっと、桐生さん？」

　香かおりにつられたのか、桐生は由の脇わきを素通りして、勝手にキッチンへ向かってしまう。

「駒子さん、どれぐらい遅れるって？」

　鶏とりガラスープを煮込にこんでいた鍋なべの蓋ふたをとって、香りを嗅かいでいる桐生に聞いた。

「三十分程度かな？」

「ん。それぐらいなら、待ってようか。鍋もあるし、みんなでスタートしたほうが美味おいしく食べられるしな。──待ってる間、お茶かコーヒーでも飲んでる？」

「お茶がいいな」

「ん」

　準備も終わっていたので、自分のぶんもお茶を淹いれ、由もダイニングのテーブルに向かった。

　将人と塚田は、少し前から軽く日本酒を飲みはじめている。

「氷藤の出入り禁止って、まだ解けてないんだね」

　お茶を受け取りながら、桐生が残念そうに言った。

「全員揃そろったところで、発表したかったのに……。残念だなぁ」

「残念って、なにが？」

　由が聞くと、桐生は嬉うれしそうにのほほんと微笑ほほえんだ。

「駒子と塚田の結婚けつこんが決まったんだよ」

「うわっ、そーなんだ！　おめでと、塚田さん！」

　由がくるっと塚田に振り向くと、塚田は泣き笑いのような複雑な表情を浮うかべていた。

「どうかした？」

「いや……。その話、駒ちゃんが来てから言う段取りだったんだ……。──ですよね？　社長」

「あれ？　そうだったっけ？」

　ふたり揃って結婚の報告をするのを楽しみにしていたんだろう。

　がっかりする塚田に、ごめんごめんと謝る桐生は相変わらずのマイペースさだ。

「塚田さん達、何年つき合ってるんだっけ？」

「今年で四年目。友達の時期も合わせると八年以上」

「まあ、いい頃合ころあいだろうな」

　おめでとうと将人に言われて、塚田が照れくさそうに笑う。

「本当は、もう少し前に結納する予定だったんですけど、社長が行方ゆくえ不明だったから、延び延びになっちゃってて……。また消えられる前に、諸々もろもろの日取りだけでも決めとこうってことで、いま大慌おおあわてで式場なんかを探さがしてます」

「自分勝手な身内を持つと大変だな」

「まったくですよ」

　困った奴やつだとため息をつかれている話題の主は、のほほんとお茶をすすって、馬耳東風の構えだ。

「──で、そっちはどうするの？」

「なにが？」

　悪口を言うふたりに背を向け、桐生が由のほうを見る。

「養子縁組ようしえんぐみ。確か、他人のままだったよね？」

「ん」

　引き取られたばかりの頃ころ、正式な養子にならないかと将人に持ちかけられたことがあったが、そのときは断ってしまっていた。

　ちょうど将人の叔母おばから、自分の立場をわきまえて将人の迷惑めいわくになることのないようにと言いきかせられたばかりだったから、遠慮えんりよしてしまったのだ。

「この際、ちゃんとしといたら」

「そのほうが良いのかな？」

　正式に養子縁組を結べば、将人が変な風に誤解されることがなくなるというのなら、由だってそっちのほうが良い。

「あ～でも、友達時代は長くても、恋人こいびとになってからはそんなに経たってないんだっけ？　だったら、もう一、二年後のほうが良いかな」

「え？　なんで？」

　話の意味がわからない由は、首を傾かしげた。

　のほほんとまたお茶をすすりだした桐生から、将人へと視線を向けると、将人はなにやらむず痒がゆそうな顔をしている。

　塚田はと言うと、また泣き笑いのような複雑な表情。

「あ～、あのね、由くん。その……男同士のカップルの場合、養子縁組を結ぶってのは、結婚の意味合いも含ふくんでたりするんだよ」

「えっ！」

　びっくりして桐生を見ると、こっちを見てにやにやしている。

　自分の発言がどんな波紋はもんを広げていくのか、楽しくてしょうがないって感じだ。

（自分ばっか楽しんで……）

　気が抜ぬけて、怒おこる気にもなれない。

「由くんはどうしたいの？」

「……俺？」

　桐生に聞かれて、由はん～っと考え込む。

（養子縁組は全然ＯＫだけど……）

　将人とずっと一緒いつしよにいるってことは、由にとって決定事項じこうだ。

　その絆きずなを深めるための手段として養子縁組をするのなら、考える間もなく答えは出ている。

　由がそうしたいと言えば、将人もすぐに頷うなずくだろう。

　でも、それでは意味がない。

　ちゃんと将人に自分の意思で、由と人生を共にしたいのだと言わせたい。

「将人さん次第しだいかな」

「……あ？」

　むず痒そうな顔をしていた将人が、「俺!?」と、あからさまに狼狽うろたえた。

「どうする？」

（絶対、逃にがさないからな）

　縛しばりたくないなどと、またふざけたことを言ったら、今度こそぶっ飛ばしてやる。

　由は、恋人の覚悟かくごのほどを見定めようと、くるんと大きく目を見開いた。
















臆病者の挑戦













　雑踏ざつとうの中、将人は見慣れた色の髪かみを見つけて立ち止まった。

　自分より背の高い少女を人波から守るようにして歩道の脇わきに寄り、立ち話する由の姿。

　由の表情は、自分といるときより少し大人おとなびて見える。

　少女とのツーショットは、傍はたから見ると微笑ほほえましく、軽く胸が痛んだ。




　その後、由は偶然ぐうぜんにも伯父おじ一家と再会し、和解した。

　伯父の家に引き取られることは由自身が拒否きよひしたが、それでも由の居場所が増えたのは事実。

　この先なにかあったとき、由には受け入れてくれる場所がここ以外にもある。

　由の人生の選択肢せんたくしが、徐々じよじよに増えていく。

　そう感じるたびに胸の奥に痛みが走り、不安が溜たまって淀よどんでいく。

　今は腕うでの中にいてくれる愛いとしい存在が、いつまでここにいてくれるかと……。




　不安は、今もまだ胸に溜まり続けている。

　だが、淀みはしない。

　活いきの良いつむじ風がたまに襲おそいかかってきて、胸の淀みを吹ふき飛ばしてしまうから。

　淀みが消え、スッキリと晴はれ渡わたった胸で見通す未来は、都合が良すぎるほどに眩まぶしい。

　そして将人は、つい目を細めてしまうのだ。










　日曜の午後、ソファでうたた寝ねしていた将人が目を覚ましたとき、少し喉のどが渇かわいていた。

　由が掛かけてくれただろう毛布を適当に畳たたんでソファに置いてから、キッチンへ向かう。

「なんだ桐生、来てたのか」

「ども～。──ここ静かだから、仕事するのにちょうど良いんで寄らせてもらいました」

　桐生が長い顔にのほほんとした笑えみを浮うかべた。

　ダイニングのテーブルには大量の書類が載のっている。

「仕事なら、自分の家でやれ」

　自分でコーヒーを淹いれながら、将人は文句を言った。

「ダメダメ。今日は塚田の両親が遊びに来てるんで」

「……おまえ、家にいなくて良いのか？」

「そういうの苦手なんで……。先輩せんぱい、匿かくまってくださいよ～」

「しょうがない奴やつだな。さすがに駒子が気の毒になる」

　将人は苦笑くしようした。

　桐生と氷藤と塚田を、由は全員ひっくるめて将人の友達と認識している。

　由の手前、友達という言葉を許容しているうち、いつの間にか自分でもそう認識するようになってしまったが、以前は違ちがっていた。

　桐生と氷藤は、変わり者だと評判の自分に何故なぜか興味を持って近寄ってくる変わり者の後輩こうはい達で、塚田は桐生のおまけみたいなものだった。

　由の存在は、将人の周囲を本当の意味で賑にぎやかにしてくれているようだ。

「その言葉、そっくり返します。──さっき会ったけど、由くん、まだ機嫌きげん悪かったですよ」

「……誰のせいだと思ってる」

　二週間ほど前の夕食の席、桐生が養子縁組ようしえんぐみの話を持ち出したせいで、現在将人と由は微妙びみようにギクシャクしていた。

「先輩のせいでしょう。……ちゃんとプロポーズしないから」

「プロポーズって……。あのな、由はまだ高校一年なんだぞ」

「その高校一年の子とできあがっちゃってるのは誰でしたっけ？　今さら年齢ねんれいなんか関係ないでしょうに」

「それはそうだが……」

　普通ふつうの養子縁組だったらためらわなかっただろうが、ふたりの関係が恋人こいびと同士であるが故ゆえにどうしてもためらってしまう。

　こんな形で、由の未来を確定してしまって良いのかと……。

　そのためらいが、由の機嫌を悪くする。

「機嫌だけでもなおして欲しいところなんだがな。……あいつ、最近やたらと暴力的で」

　嚙かむわ蹴けるわで大変だと将人が言うと、桐生はＤＶですかと笑った。

「笑い事じゃない。由が小柄こがらで良かったと、由のお袋ふくろさんに感謝してるぐらいだからな」

「でも、由くんは理由もなく暴力ふるうような子じゃないと思いますけどね。口じゃあ先輩に勝てないから、実力行使に訴うつたえてるとか」

「……そう思うか？」

「少しはそういうこともあるんじゃないかと……。でも、ま、それってスキンシップの一環いつかんでもあるんでしょ？」

　あんまりのろけないでくださいよ、と桐生がにやにやと笑う。

　心当たりのある将人は、言葉に詰つまって意味もなく咳払せきばらいした。

「とりあえず、約束だけでもしといたら良いんじゃないですか？」

「約束？」

「婚約こんやくって感じで……。結婚けつこんは、先輩が悩なやまずにすむ年齢に由くんがなるまで保留で」

「その手があるか……」

　とりあえず今は正式な養子縁組をしなくとも、親戚しんせきから由を取られる心配はないし。

「それで機嫌がなおるかね」

「──なんの話？」

　サンルームにいたはずの由が、ひょこっとキッチンに顔を出した。

「え、あ、いや……」

　将人が困っていると、「駒子の話」と桐生が助け船を出す。

「また怒おこらせたんだ。ふたりだけでいられるのもあともう少しなんだから、ちゃんと仲良くしとかないと駄目だめだぞ」

　年上の男相手にえらそうに説教する由は、小柄なせいもあって将人には妙みように可愛かわいく見える。

「そう、あともう少しなんだよねぇ。……先輩、駒子が結婚したら、俺この家に引っ越こしてきちゃ駄目ですか？」

「却下きやつかだ」

　間髪入れずに将人は答えた。

「先輩のいけず。ひとり暮らしって苦手なんだよねぇ」

「ひとり旅なら平気なのに？」

「それとは別。──やっぱりさ、帰るホームには誰か待っててくれる人がいないと寂さびしいじゃない」

「だったら同居させてもらえば良いだろう。塚田なら嫌いやだとは言わないんじゃないか？」

「それか、恋人と一緒いつしよに暮らすとか。──桐生さん、恋人は？」

「いないねぇ。意中の人はいるんだけど、ふられっぱなし」

「そういう相手がいたのか」

　桐生は色事とは無縁むえんに見えていたから、将人は正直驚おどろいた。

　由は好奇こうき心を刺激しげきされたようで、「どんな人？　俺の知ってる人？」などと聞いている。

　その問いに、桐生が頷うなずいた。

「うん。氷藤だよ」

　その答えに、将人と由はフリーズする。

「…………………いつから？」

　最初にフリーズから回復した将人が聞くと、「高校時代」と桐生が答える。

「氷藤さん、桐生さんに告白されてなんて答えた？」

「『一回死んで出直してこい』って」

　きっついよねぇと桐生が楽しそうに笑う。

「おまえ、それで今でもあいつが好きなのか？」

「うん。年に二、三度は告白してるよ。毎回ふられるけどね」

「……桐生さんって、マゾ？」

「気が長いだけ。粘ねばってれば、そのうち氷藤も気が変わるかもしれないじゃない？」

　その答えに、将人と由は顔を見合わせ、そしてほぼ同時に言った。

「……あり得ない」

「……無理だと思う」

　ふたりの反応に、桐生は「ひどいなぁ」とのほほんと笑う。

　ちょうどそのとき、インターフォンが鳴って、由が出た。

「友達が来たから、俺、サンルームに行く」

　受話器を置き、振ふり向いた由が言った。

「おう。この間の子か？」

「違ちがう。栗栖さん」

「田之倉か!?」

　将人は思いがけない名前に驚いた。

「そ。チェス教えてくれるって」

　大山地鶏のお礼に電話をかけたとき、そんな話になったのだと由が言う。

「なんでよりによってあいつなんだ」

「だって将人さん、教えてくれないじゃないか」

「そういう問題じゃない。あんな奴、家に入れるな！」

　将人が言うと、由はすうっと軽く目を細めた。

「──将人さん、前に友達呼んでも良いって言ったよな？」

「それとこれとは」

　別だと言う前に、「言ったよな？」という由の声が迫せまってくる。

　将人が渋々頷しぶしぶうなずくと、由はふんと威張いばった。

「気になるなら、リビングにいな。そっからならサンルームも見えるだろ」

「……わかった」

　キッチンから出ていく寸前に、「俺、高校卒業した直後が良いな」と由は振り向いた。

「なんだ？」

「養子縁組のタイミング」

　犬歯をピカッと光らせて笑うと、パタパタと玄関げんかんに向けて走り去ってしまう。

　呆然ぼうぜんと見送る将人に、

「──先輩せんぱい、婚約おめでとうございます」

　のほほんと笑う桐生が、パチパチとゆっくり手を叩たたいた。

「……どうも」

（……振り回されっぱなしだな）

　由がまだチビだった頃ころからずっとそうだ。

　閉ざしがちになる将人の世界の隙間すきまを見つけては、由は強引ごういんにこじ開けて侵入しんにゆうしてくる。

　なんとも愛いとしいつむじ風。

「これできっと機嫌きげんもなおりますよ」

「だと良いがな。──桐生、さっきの話の続きだがな」

「さっきって？」

「氷藤の件だ。……余計なお世話だろうが、不毛なことは止めたほうが良いと思うぞ」

　本当に余計なお世話だと自分でも思う。

　本来、将人は、こんなお節介せつかいを言うようなタイプでもない。

（これも由の影響えいきようか）

　溜ため込むな、口に出して言えと、最近散々言われているから……。

「あの男、あれで案外女好きだしな。十年待とうが二十年待とうが、いつまで経っても振り向きゃしないぞ」

「そんなのわかってますよ」

　将人の言葉に、桐生はのほほんと答えた。

「……それで良いのか？」

「もちろん。好きなものは好きなんで……。だからって、氷藤ひとすじってわけでもない。他ほかに心惹こころひかれる相手が現れたら、俺はそっちを見ますからねぇ。ただ今の自分の気持ちに正直なだけで……。極端きよくたんな話、一生片思いでもかまやしないんです。──俺はねぇ、死のその瞬間しゆんかんまで誰かに恋こいをしてたいだけなんですよ」

　夢と愛と希望に満ちあふれた人生を送るのが目標なんで、と桐生が笑う。

「おまえは、本当に図太いよな」

　半ばあきれて、将人は呟つぶやいた。




（……俺は、無理だな）

　最初から無理だったのだ。

　愛していると、その想おもいを胸に抱だくだけではどうしたって足りない。

　愛する者がこの腕うでの中にいてくれなくては……。

　一度手に入れた愛しい温ぬくもりを失ったら、きっと生きては行けなかった。

　愛しているという自分の想いが刃やいばになって、逆に自分を傷つけて……。

（一番大事なのは、ここ……か）

　あの夜、由にドンッと叩かれた胸を手の平で押さえてみると、微かすかに鼓動こどうが感じられた。

　──生きている。

　そのことを幸せだと感じている自分がいる。

　無為むいに日々を過ごしていた頃の自分では、想像することさえできなかったこの充実感じゆうじつかん。

　将人は、そんな風に感じることのできる自分を、はじめて好このましいと感じた。




「先輩、リビングに移動して、由くん達を見張ってなくていいんですか？」

　にやにやと楽しげな笑えみを浮うかべた桐生が、こちらの反応を窺うかがうように聞いてくる。

「………今は良い」

　見張ってなくても大丈夫だいじようぶだってことは、良くわかっているから……。

　とはいえ、理性ではわかっていても、感情はなかなかついてこない。

　小さな恋人こいびとに心が狭せまいと言われた男は、自みずからの忍耐にんたい力の限界に挑戦ちようせんしていた。










恋こいの行方ゆくえは俺次第おれしだい
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